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刑
事
訴
訟
に
お
け
る
手
続
打
切
り

(
四
)

|
|
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
制
度
」
を
参
考
に
し
て

l

日

次

序第
一
章
訴
追
の
打
切
り
制
度
の
沿
革
と
概
要

第
二
章
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
制
度

第
一
節
旧
刑
事
訴
訟
法

(
C
C
P
)
六
七
一
条

第
二
節
一
九
七

O
年
法
(
現
行
刑
事
訴
訟
法
/
C
P
L
)
の
制
定

第
三
節

C
P
L
に
よ
る
訴
追
の
打
ち
切
り
判
例

第
四
節
一
九
七
九
年
以
降
の
立
法
と
判
例
の
動
向

指

宿

(
四
三
巻
一
号
)

四
三
巻
三
号
)

四
三
巻
四
号
)
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説自禽

四 三 二一
三二一〉五四三二一〉四三二一〉四三二一〉

1

1
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
新
展
開
1

1

二一

0
・
四

O
条
お
よ
び
一
七

0
・
四

O
条
の
改
正

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
と
七
九
年
基
準

各
要
因
の
分
析

上
級
審
に
よ
る
審
査
の
可
能
性

一
九
七
九
年
改
正
の
意
義

八

0
年
代
の
軽
罪
打
切
り
事
例
1

1
新
基
準
の
適
用
と
判
例
の
動
向
山
|
|

事
実
審
に
よ
る
打
切
り
事
例

事
実
審
に
よ
る
打
切
り
却
下
事
例

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
支
持
さ
れ
た
事
例

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
破
棄
さ
れ
た
事
例

八

0
年
代
の
重
罪
打
切
り
事
例
|
|
新
基
準
の
適
用
と
判
例
の
動
向
山

i
l

事
実
審
に
よ
る
打
切
り
事
例

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
支
持
さ
れ
た
事
例

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
破
棄
さ
れ
た
事
例

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
申
立
て
却
下
が
支
持
さ
れ
た
事
例

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
申
立
て
却
下
が
破
棄
さ
れ
た
事
例

判
例
の
分
析
と
本
節
の
ま
と
め

判
例
の
概
観

七
九
年
改
正
前
と
の
比
較

|
f
新
基
準
の
影
響

上
訴
審
の
審
査
に
対
す
る
「
審
査
」
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(
以
上
本
号
)



第
四
節

一
九
七
九
年
以
降
の
立
法
と
判
例
の
動
向

l
l
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
新
展
開

l
l

，〆、、

、、〆'

二
一

0
・
四

O
条
お
よ
び
一
七

0
・
四

O
条
の
改
正

一
九
七

O
年
に
大
改
正
さ
れ
た

C
P
L
(
P
E
F
E
-
P
0
2
E
Z
E三
の
下
で
、
各
裁
判
所
は
寸
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」

一
九
七
三
年
の
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
が
出

(
1
)
 

さ
れ
て
か
ら
後
は
、
判
文
中
に
示
さ
れ
た
七
つ
の
基
準
、
い
わ
ゆ
る
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
従
っ
て
考
慮
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
前
節
で
は
、

を
命
じ
る
に
あ
た
り
、
一
一
一

0
・
四

O
条
と
一
七

0
・
四

O
条
の
解
釈
適
用
を
迫
ら
れ
て
い
た
が
、

刑事訴訟における手続打切り (4) 

当
該
申
立
て
事
件
が
「
正
義
の
増
進
」
原
理
に
適
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
右
基
準
に
従
っ
て
考
慮
さ
れ
る
過
程
が
紹
介
さ
れ
た

(2) 

詳
細
な
事
例
と
し
て
シ
ャ

l
ニ
ス
事
件

(
B
②
)
参
照
)
。
し
か
し
、
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
も
、
打
切
り
命
令
に
対
す
る
上
訴
審
に
よ
る
審
査

に
つ
い
て
は
何
ら
そ
の
指
針
を
示
さ
ず
、
事
実
審
の
裁
量
の
濫
用
に
対
す
る
統
制
が
十
分
で
な
い
こ
と
は
ベ
ル
ゲ
事
件
判
決

(
B
③
)
に
よ

(
3
)
 

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
は
、
「
現
在
の
条
文
が
、
認
め
ら
れ
て
い
る

(
そ
の
最
も

〔
事
実
審
の
〕
裁
量
の
責
任
あ
る
行
使
に
関
す
る
特
定

の
基
準
に
つ
い
て
示
し
て
い
な
い
こ
と
」
、
「
あ
る
事
件
が
そ
う
し
た
基
準
に
合
致
す
る
情
況
や
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
求
め

{
4
)
 

て
い
な
い
こ
と
」
か
ら
、
「
正
義
の
増
進
」
の
た
め
の
打
切
り
規
定
に
立
法
の
手
当
て
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。
そ
こ
で
立
法
当

局
は
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
を
参
考
に
し
つ
つ
、
一
一
一

0
・
四

O
条
お
よ
び
一
七

0
・
四

O
条
の
規
定
に
、
訴
追
を
打
ち
切
る
に
際
し
「
や
む

を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
」
と
し
て
、

い
か
な
る
事
実
を
考
慮
す
べ
き
か
を
示
す
具
体
的
要
件
を
盛
り
込
む
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
の

で
あ
る
。

北法43(5・77)913



説

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
と
七
九
年
基
準

ーι白岡

一
七

0
・
四

O
条
に
修
正
を
加
え
る
に
至
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
に
参

考
と
さ
れ
た
の
は
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
で
あ
る
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
考
慮
さ
れ
る
事
情
に
は
、
同
犯
罪
の
性
質
、
川
有
罪
立
証
の
た
め
の
利

用
可
能
な
証
拠
、
川
被
告
人
の
前
歴
、
川
既
に
被
告
人
に
よ
っ
て
服
さ
れ
た
刑
罰
、
同
さ
ら
に
刑
を
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果
、
川
時
間
の

(
5
)
 

経
過
に
よ
っ
て
被
告
人
に
生
じ
た
不
利
益
、
同
打
切
っ
た
場
合
の
公
益
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
判
決
は
以
後
の
諸
判
例
の
指
針
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
「
正
義
の
増
進
L

の
た
め
の
打
切
り
を
考
慮
す
る
に
際
し
、
右
の
ク

一
九
七
九
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
は
、
二
一

0
・
四

O
、

ラ
イ
テ
リ
ア
の
明
確
性
が
実
務
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
立
法
当
局
も
こ
う
し
た
裁
判
所
の
動
向
を

踏
ま
え
て
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
を
モ
デ
ル
と
し
て
、

一
九
七
九
年
(
翌
一
九
八

O
年
施
行
)
に
以
下
の
よ
う
な
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。

二一

0
・
四

O
条

1
)

一一一

0
・
二

O
条
一
項
削
か
ら
川
ま
で
に
定
め
る
理
由
に
よ
っ
て
法
的
な
問
題
と
し
て
雪
印

E
E
R
2
0ご
担
当
)
打
切
り
を
行
う
根
拠
が

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
告
人
を
正
式
起
訴
状
ま
た
は
訴
因
に
基
づ
い
て
有
罪
と
し
、
ま
た
そ
の
訴
追
を
行
う
こ
と
が
正
義
に
反
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
示
す
、
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
が
あ
り
、
か
つ
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
っ
て
打
切
り
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
二
一

0
・
二

O
条
一
項
川
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
当
該
正
式
起
訴
状
ま
た
は
訴
因
を
却
下
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
以
上
、
旧
規
定
)

か
か
る
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
が
存
在
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
適
用
し
う
る
範
囲
で
、

個
別
的
か
つ
全
体
的
に
調
査
し
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
犯
罪
の
重
大
性

川
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
被
害
の
範
閤

川
公
判
に
お
い
て
有
罪
証
拠
が
使
用
可
能
か
否
か

川
被
告
人
の
生
い
立
ち
、
性
格
、
お
よ
び
環
境

以
下
の
諸
条
項
を

北法43(5・78)914



川
被
告
人
へ
の
捜
査
や
逮
捕
、
訴
追
に
お
い
て
発
生
し
た
法
執
行
官
に
よ
る
非
常
に
重
大
な
不
正
行
為
(
百
四
日

g
E
z
g

川
当
該
犯
罪
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
量
刑
を
そ
の
被
告
人
に
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果

同
刑
事
司
法
制
度
へ
の
公
衆
の
信
頼
に
対
す
る
打
切
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安
全
と
福
祉
に
対
す
る
打
切
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

川
裁
判
所
が
妥
当
と
考
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
申
立
て
に
対
す
る
告
発
者
お
よ
び
被
害
者
の
態
度

ω
有
罪
判
決
が
、
効
果
の
な
い
目
的
に
し
か
奉
仕
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
、
そ
の
他
の
関
係
事
実

2
)

正
義
の
増
進
の
た
め
に
正
式
起
訴
状
を
却
下
す
る
命
令
は
、
被
告
人
の
申
立
て
と
並
ん
で
、
裁
判
所
、
検
察
側
の
申
立
て
に
よ
っ
て

発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
命
令
を
出
す
に
あ
た
っ
て
は
、
裁
判
所
は
記
録
に
そ
の
理
由
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
、
つ
し
て
、

に
も
、

一
九
七
九
年
改
正
は
十
に
及
ぶ
基
準
を
新
た
に
盛
り
こ
み
、
こ
の
基
準
は
、
軽
罪
の
打
切
り
規
定
で
あ
る
一
七

0
・
四

O
条

ま
た
少
年
重
罪
事
件
の
打
切
り
規
定
で
あ
る
一
一
一

0
・
四
三
条
に
も
同
様
に
(
た
だ
し
一
一
一

0
・
四
三
条
に
は
右
例
の
要
因
が
規
定

さ
れ
て
い
な
い
)
置
か
れ
た
。
以
下
、

そ
の
効
果
の
順
に

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
と
比
較
検
討
を
し
な
が
ら
、
各
要
因
の
分
析
、
改
正
の
趣
旨
、

刑事訴訟における手続打切り (4) 

考
察
を
進
め
た
い
。

各

要

因

の

分

析

犯
罪
の
重
大
性

a
 

こ
れ
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
「
同
犯
罪
の
性
質
」
に
対
応
し
て
お
り
、
ほ
ぽ
同
義
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
デ

l
ピ
ス
判
決

(
6
)
 

(
A
①
)
が

C
C
P
(打
。
号
え

P
5
5弘
司
『
O
円
邑
ロ
『
巾
)
下
に
お
い
て
示
し
た
第
一
要
件
の
「
公
衆
の
誰
も
被
害
を
被
っ
て
い
な
い
場
合
」
と

い
う
要
請
も
、

こ
の
基
準
の
内
容
と
し
て
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、

デ
l
ピ
ス
事
件
に
お
い
て
は
、
麻
薬
の
所
持
罪
で
起

北法43(5・79)915



説

訴
さ
れ
た
学
生
が
打
切
り
を
認
め
ら
れ
た
が
、
右
罪
質
が
公
衆
の
被
害
の
有
無
を
決
定
づ
け
る
重
要
な
因
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
予
想
に
難
く

な
い
か
ら
で
あ
る
。

言翁

し
か
し
な
が
ら
、
前
節
の
判
例
の
分
析
や
、
〈
表
C

・
第
三
節
〈
五
〉
参
照
〉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

c
p
L
下
で
の
打
切
り
が
認

め
ら
れ
た
積
極
判
例
の
中
で
も
、
必
ず
し
も
罪
質
が
軽
微
で
あ
る
事
案
ば
か
り
が
打
切
り
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
デ

l
ピ
ス

事
件
で
は
罪
種
、
罪
質
等
が
考
慮
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
の
点
の
一
般
的
な
法
則
性
は

C
C
P
下
で
も
改
正
前
で
も
見
出
す
こ
と
は
困
難
で

(
7
)
 

八
参
照
)
。
例
え
ば
、
シ
ャ

1
ニ
ス
事
件

(
B
②
)
は
一
級
故
殺
罪
で
あ
っ
た
し
、
他
に
強
盗
罪
、
暴
行
罪
な
ど
の

あ
る

(
第
一
節
〈
三
〉

事
件
も
多
く
見
ら
れ
た
。
シ
ャ

l
ニ
ス
事
件
で
は
、
本
要
因
に
関
す
る
認
定
は
陪
審
の
判
断
事
項
で
あ
る
と
し
て
裁
判
所
は
こ
れ
を
判
断
し

(
8
)
 

て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
る
と
、
必
ず
し
も
本
フ
ァ
ク
タ
ー
が
重
要
な
決
定
因
子
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
被
害
の
範
囲

L
U
 

犯
罪
の
被
害
の
程
度
が
、
ど
れ
ほ
ど
齢
酌
さ
れ
う
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
本
要
因
も
削
要
因
と
同
じ
く
事
実
認
定
に
係
わ

る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
因
子
の
不
測
性
は
大
き
い
。
も
っ
と
も
、
デ

l
ビ
ス
判
決
の
第
一
要
件
た
る
「
公
衆
の
誰
も
被
害
を
被
っ
て
い

な
い
場
合
」
と
い
う
フ
ア
ク
タ
ー
が
本
要
因
に
該
当
す
る
と
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
第
一
節
で
紹
介
さ
れ
た

C
C
P
下
で
の
諸
判
例
の
う
ち
、

(

9

)

(

叩
)

の
名
誉
段
損
、
キ
ヤ
ン
ベ
ル
事
件

(
A
③
)
の
駆
け
落
ち
し
た
男
に
対
す
る
誘
拐
罪
、
と
い
っ
た
事
案
が
先
例
と
し

ク
ィ
ル
事
件

(
A
②
)

ま
た

C
P
L
下
で
あ
っ
て
も
、
テ
ギ
ン
ス
事
件

(
B
⑬
)
が
、
別
居
中
の
夫
婦
問
で
争
わ
れ
た
子
供
の
干
渉
を

(
日
)

め
ぐ
る
「
非
保
護
者
に
よ
る
保
護
の
干
渉
罪
」
を
冒
と
ロ
宮
匂
巾
「
印
市
内
コ
ヨ
巾
(
そ
れ
自
体
で
犯
罪
と
な
る
も
の
)
で
な
い
と
判
断
し
て
い
た
よ

う
に
、
訴
追
に
値
し
な
い
、
た
と
え
事
実
的
に
は
有
罪
で
あ
っ
て
も
「
正
義
の
増
進
」
に
当
た
る
と
解
さ
れ
る
場
合
が
往
往
に
し
て
存
在
し

て
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
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そ
う
す
る
と
、

か
か
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
第
一
の
「
重
大
性
」
要
因
が
罪
質
に
し
ぼ
り
を
か
け
る
要
件
で
あ
る
の
と
対
照
的
に
、
罪
質
よ

り
も
む
し
ろ
「
当
該
犯
罪
行
為
の
結
果
、
発
生
し
た
被
害
の
軽
微
さ
」
を
媒
介
と
し
て
、
打
切
り
を
適
用
す
る
射
程
を
広
げ
る
働
き
が
あ
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
公
判
に
お
い
て
有
罪
証
拠
が
使
用
可
能
か
否
か

本
要
因
は
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
第
二
要
因
「
川
有
罪
立
証
の
た
め
の
利
用
可
能
な
証
拠
」
に
対
応
す
る
。
こ
の
要
因
に
つ
き
、
ク
レ
イ

ト
ン
基
準
に
従
う
判
例
は
「
正
義
の
増
進
の
た
め
、
ま
た
裁
判
所
の
裁
量
の
行
使
に
当
た
っ
て
、
訴
追
の
打
切
り
へ
の
申
立
て
を
判
断
す
る

(ロ)

た
め
の
考
慮
さ
れ
る
べ
き
諸
要
素
の
う
ち
の
一
つ
は
、
有
罪
証
拠
で
あ
る
」
と
述
べ
て
そ
の
合
理
性
を
支
持
し
て
い
た
し
、
以
前
の

C
C
P

の
下
で
は
、
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
大

(
日
)

陪
審
に
出
さ
れ
た
証
拠
が
公
訴
を
維
持
す
る
の
に
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
訴
追
を
打
ち
切
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
判
示
を
先

下
で
も
、

一
九

O
O年
の
ス
タ
ー
ン
事
件
の
「
本
規
定

(
C
C
P
六
七
一
条
)

刑事訴訟における手続打切り (4) 

他
方
、
プ
ル
ン
テ
ィ
事
件

(
B
⑫
)

の
問
題
と
し
て
打
切
り
の
争
点
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
(
第
一
節
〈
三
〉
六
参
照
)
。

は
、
新
基
準
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
つ
つ
、
「
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
で
、
証
拠
排
除
が
正
義
の

例
と
し
て
、
本
要
因
が
一
般
に
「
証
拠
の
不
十
分
さ
」

利
益
に
基
づ
く
打
切
り
を
認
め
る
合
理
的
根
拠
と
な
り
え
て
も
、
新
基
準
の
下
で
は
、
検
察
側
に
有
利
な
証
拠
が
公
判
で
許
容
さ
れ
る
か
ど

(
U
)
 

う
か
は
、
重
要
な
問
題
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
、
違
法
収
集
証
拠
排
除
が
あ
っ
た
場
合
の
本
要
因
の
適
用
に
消
極
的
な
解
釈
を
示
唆
し
て
い

る。
一
般
に
、
本
要
因
が
「
有
罪
立
証
」
の
証
拠
を
問
題
と
す
る
以
上
、
こ
れ
は
違
法
収
集
証
拠
排
除
の
問
題
と
深
く
か
か
わ
ら
、
ざ
る
を
え
な

い
が
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
「
正
義
の
増
進
」
の
た
め
の
打
切
り
の
手
続
と
は
別
個
の
判
断
で
あ
り
、
た
と
え
証
拠
排
除
が
す
で
に
行
わ

れ
、
事
件
が
お
そ
ら
く
無
罪
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
、
さ
ら
に
か
か
る
排
除
を
理
由
と
し
て
本
手
続
に
よ
り
事
件
を
打

ち
切
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
証
拠
排
除
の
申
立
て
は
、
公
判
前
手
続
に
お
い
て
行
わ
れ
る

北j去43(5・81)917

(
C
P
L
 



説

七
一

0
・二

O
条
)

の
で
、
証
拠
が
排
除
さ
れ
公
判
手
続
が
進
む
と
、
新
基
準
に
言
う
「
有
罪
証
拠
が
利
用
可
能
か
」
と
い
う
文
言
に
照
ら

吾β為

員四

し
て
訴
訟
の
見
込
み
の
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
打
切
り
申
立
て
に
理
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

(
日
)

性
を
否
定
し
て
い
る
。

，d
 

c
p
L
の
実
務
注
釈
は
こ
の
可
能

被
告
人
の
生
い
立
ち
、
性
格
、

お
よ
び
環
境

本
要
因
は
、
最
も
個
別
的
で
、
微
妙
な
問
題
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

C
C
P
下
で
の
デ

l
ピ
ス
事
件
に
お
い
て
も
、
被
告
人
の
年
齢
、

大
学
で
の
成
績
、
将
来
の
可
能
性
等
々
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
特
別
予
防
の
見
地
か
ら
こ
う
し
た
フ
ァ
ク
タ
ー
へ
の
考
慮
は
支
持
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
〔
生
活
の
〕
背
景
ゃ
、
社
会
的
な
環
境
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
被
告
人
に
対
し
て
、

ま
た
有
罪
の
効
果
が
全
く
異

な
る
個
々
の
被
告
人
に
対
し
て
、
有
罪
の
結
果
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
義
を
個
別
化
し
よ
う
と
い
う
法
の
試
み
」
が
必
要
で
あ

(
日
山
)

る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

ま
た
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
「
川
被
告
人
の
前
歴
」
も
本
要
因
に
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
被
告
人
の
裕
福
さ
」
と
い
っ
た
社
会
的

(
げ
)

ス
タ
ー
ン
事
件

(
B
⑪
)
は
、
「
裕
福
さ
と
か
、
社
会
的
地
位
と
い
っ
た
被
告

地
位
や
職
業
等
ま
で
も
本
要
因
に
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
、

人
の
持
つ
立
場
は
、
本
件
申
立
て
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
て
は
な
ら
」
ず
、
「
か
か
る
事
象
が
考
慮
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し

た
地
位
を
得
な
い
こ
と
が
将
来
に
お
い
て
判
断
の
要
素
と
な
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
」
こ
と
か
ら
、
社
会
的
な
環
境
要
因
を
基
準
に
取
り

込
む
こ
と
に
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
逆
に
被
告
人
の
生
い
立
ち
が
余
り
に
悲
惨
で
あ
る
と
か
、
環
境
が
劣
悪
で
あ
っ
た

と
い
っ
た
真
に
「
や
む
を
え
な
い
」
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
本
条
の
趣
旨
に
合
致
す
る
だ
ろ
う
。

(e) 

被
告
人
へ
の
捜
査
や
逮
捕
、
訴
追
に
お
け
る
法
執
行
官
の
非
常
に
重
大
な
不
正
行
為

こ
れ
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
中
に
該
当
す
る
要
因
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

c
c
p下
で
も
、
検
察
官
の
不
正
行
為
の
結
果
、

訴
追
の
打
切
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
示
す
判
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
要
因
が
判
例
上
全
く
新
た
な
基
準
と
し
て
登
場
し
た
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(
時
)

も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
検
察
官
の
不
正
行
為
は
長
く
「
害
の
な
い
液
庇

(
F
R
E巾
回
目
巾
『

g
「
)
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
法
廷
の
統
制
か
ら

{
ゆ
)

野
放
し
の
状
態
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
不
正
行
為
へ
の
手
続
上
の
抑
制
の
議
論
が
高
ま
っ
て
き
た

(
初
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
も
打
切
り
事
情
に
含
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

」
と
に
伴
い
、

従
来
の
ケ

l
ス
で
は
、
検
察
官
の
不
正
行
為
に
つ
い
て
、

一
九
四
六
年
の
サ
ン
ト
ロ
事
件

(
A
⑤
)
で
は
、
裁
判
所
は
「
証
拠
が
明
ら
か

そ
の
誤
り
が
検
察
官
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
正
義
の
逸
脱
(
宮
3
2
M
5ロ
)
を
防
ぐ
た
め

(
幻
)

に
、
訴
追
を
打
ち
切
る
申
立
て
に
拘
束
さ
れ
る
」
と
判
示
し
て
い
た
し
、
警
察
官
に
つ
い
て
、

に
誤
っ
て
い
た
り
、

一
九
七
八
年
の
ア
イ
ザ
ク
ソ
ン
事
件

(
C
⑪
)

で
は
、
「
警
察
の
不
正
行
為
が
著
し
く
正
義
に
反
す
る
と
見
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
を
根
拠
と
し
て
事
件
は
打
ち
切
ら

(
辺
)

れ
る
」
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
が
明
示
し
て
い
る
。

当
該
犯
罪
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
量
刑
を
被
告
人
に
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果

本
要
因
は
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
第
五
要
因
で
あ
っ
た
寸
さ
ら
に
刑
を
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
デ

l

刑事訴訟における手続打切り (4) 

ピ
ス
判
決
の
第
二
の
要
件
で
あ
る
「
年
齢
の
も
つ
可
能
性
」
の
考
慮
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
た
「
〔
刑
を
科
す
こ
と
が
〕
被
告
人
の
職
歴
の

(
お
)

成
就
に
お
い
て
、
妨
げ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
」
場
合
の
処
置
と
も
対
比
さ
れ
て
よ
い
。

C
C
P
下
で
の
シ
ャ

l
ニ
ス
事
件

(
B
②
)
は
、

被
告
人
の
有
す
る
家
庭
環
境
を
考
慮
し
て
、
妻
や
幼
い
子
供
の
い
る
場
合
に
家
庭
を
破
壊
す
る
こ
と
に
し
か
刑
の
効
果
が
及
ば
な
い
こ
と
を

(
M
)
 

指
摘
し
て
い
た
し
、
デ

l
ピ
ス
判
決
の
第
一
一
要
件
で
あ
る
「
公
衆
の
誰
も
被
害
を
被
ら
な
い
」
と
い
う
要
請
が
持
つ
意
味
も
、
還
元
す
れ
ば

刑
を
科
す
こ
と
を
公
衆
が
望
ま
な
い
、
あ
る
い
は
公
益
上
も
必
要
が
な
い
、

(
お
)

列
に
解
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
刑
の
必
要
性
」
と
し
て
本
基
準
と
同

北法43(5・83)919 

(h) (g) 

刑
事
司
法
制
度
へ
の
公
衆
の
信
頼
に
対
す
る
打
切
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安
全
と
福
祉
に
対
す
る
打
切
り
の
イ
ン
パ
ク
ト



説

両
要
因
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
第
七
要
因
で
あ
っ
た
「
公
益
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
に
対
応
す
る
。
し
か
し
本
要
因
と
の
違
い
と
し
て
は
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
が
打
切
り
に
与
え
ら
れ
る
直
接
的
か
っ
一
方
的
な
効
果
の
み
を
判
断
対
象
に
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
て
、
本
基

第
一
に
、

自禽

準
が
将
来
的
な
「
司
法
制
度
へ
の
信
頼
」
と
い
う
、
広
く
抽
象
的
だ
が
、
司
法
政
策
的
な
視
座
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
例

は
や
は
り
デ

l
ピ
ス
事
件
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
の
「
公
衆
の
誰
も
被
害
を
被
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
具
体
的
な
指
摘
は
、
川
要
因
の
「
コ

(
お
)

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
が
少
な
い
と
い
う
要
請
と
同
旨
と
解
さ
れ
る
。
第
二
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
で
用
い
ら
れ
た
「
公
益
」

と
い
う
あ
い
ま
い
な
概
念
を
避
け
、

よ
り
直
接
的
、
具
体
的
に
、
司
法
制
度
(
裁
判
所
を
含
め
た
全
て
の
関
係
機
関
、

と
い
う
意
味
に
と
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
)

を
取
り
巻
く
社
会
の
安
全
、

そ
し
て
司
法
制
度
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
社
会
の
信
頼
と
い
っ
た
も
の
に
判
断
の
基
礎
を
置
こ

う
と
い
う
意
図
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
の
カ
ル

l
ゾ
事
件

(
C
①
)
は
、
検
察
官
が
免
責
の
約
束
を
怠
っ
た
事
案
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
は
「
刑
事
司
法
制
度
が
本

州
の
人
民
を
守
る
よ
う
に
正
し
く
機
能
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
か
か
る
制
度
に
公
衆
の
信
頼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
訴

(
幻
)

追
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
要
因
に
よ
り
、
裁
判
所
は
一
一
一

0
・
四

O
条
の
適
用
を
通
し
て
司
法
の
信
頼
を
確
保
す
る
と
い

ぅ
、
当
然
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
明
示
さ
れ
た
責
務
を
打
ち
切
り
手
続
き
に
お
い
て
も
果
た
す
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
被
告
人
へ

の
救
済
と
い
う
見
地
の
み
な
ら
ず
、
「
正
義
の
増
進
・
利
益
」
の
確
保
を
司
法
自
身
の
在
り
方
に
対
す
る
「
政
策
的
」
見
地
か
ら
行
う
打
切

り
の
思
想
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

裁
判
所
が
(
打
切
り
を
)
妥
当
と
考
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
申
立
て
に
対
す
る
告
発
者
お
よ
び
被
害
者
の
態
度

(
お
)

本
法
の
実
務
注
釈
は
、
新
基
準
を
「
被
疑
者
、
被
害
者
、
共
同
体
の
利
益
を
反
映
す
る
よ
う
試
み
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
改
正
で

は
様
々
な
観
点
か
ら
裁
判
所
が
打
切
り
を
判
断
す
る
際
、
こ
う
し
た
諸
利
益
を
反
映
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ク
レ
イ
ト
ン

基
準
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
本
要
因
が
採
用
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
同
種
の
視
座
は
先
例
の
中
に
も
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

一
九
五
八
年
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(
初
)

の
ク
ィ
ル
事
件

(
A
②
)
で
は
、
名
誉
棄
損
の
被
害
者
が
訴
追
を
望
ん
で
い
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
他
方
、
一
九
一
一
一
一
年
の
ウ
ィ
リ

(
初
)

ア
ム
ズ
事
件
で
は
、
株
式
売
買
に
関
す
る
違
反
の
事
案
で
は
告
訴
者
の
訴
追
し
な
い
と
い
う
意
向
が
退
け
ら
れ
て
い
る
。
近
時
、
刑
事
司
法

制
度
へ
の
被
害
者
の
参
与
が
検
討
さ
れ
直
す
と
い
う
潮
流
に
あ
っ
て
は
、
本
要
因
を
当
時
と
同
様
に
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う

(
訂
)

か
は
慎
重
に
判
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

川
有
罪
判
決
が
、
効
果
の
な
い
目
的
に
し
か
奉
仕
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
、
そ
の
他
の
関
係
事
実

本
要
因
は
、
「
落
ち
穂
拾
い
」
的
な
規
定
で
あ
る
。
も
っ
と
も
注
釈
者
は
、
本
要
因
を
「
め
っ
た
に
使
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
し
、
現
実
的
に

{
辺
)

在
り
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
完
全
に
〔
他
の
要
因
か
ら
〕
孤
立
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
一

0
・
四

O
条
に
よ
る

「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」
手
続
自
体
が
、
非
類
型
的
な
事
情
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

特
定
困
難
な
要
件
を
包
括
的
に
規
定
す
る
条
項
を
有
す
る
こ
と
は
、
特
に
打
切
り
の
適
用
が
「
基
準
考
慮
(
適
当
な
事
情
の
存
在
を
基
準
に

従
っ
て
判
断
す
る
こ
と
)
」
に
基
づ
く
と
い
う
現
状
に
あ
る
以
上
、

そ
こ
で
考
慮
さ
れ
な
い
事
情
の
存
す
る
可
能
性
に
配
慮
す
る
た
め
に
も

刑事訴訟における手続打切り (4) 

重
要
と
思
わ
れ
る
。

上
級
審
に
よ
る
審
査
の
可
能
性

一
九
七
三
年
の
ク
レ
イ
ト
ン
判
決

(
B
①
)
、
七
六
年
の
ベ
ル
ゲ
判
決

(
B
③
)
に
お
い
て
示
唆
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
二
一

0
・
四

O
、

一
七

0
・
四

O
条
に
関
す
る
事
実
審
の
裁
量
を
上
級
審
が
審
査
し
う
る
か
否
か
の
問
題
は

C
P
L
に
お
け
る
立
法
上
の
重
要
な
解
決
課
題
と

(
お
)

さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
ベ
ル
ゲ
判
決
が
、
「
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
州
の
刑
事
手
続
の
歴
史
は
、
事
実
審
の
権
力
の
誤
用
や
濫

用
に
対
す
る
安
全
策
を
加
え
よ
う
と
し
て
き
た
」
こ
と
で
、
「
経
験
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
安
全
策
は
上
級
審
の
審
査
が
あ

{
斜
)

る
場
合
に
最
も
効
果
的
と
な
り
、
た
だ
基
準
が
存
す
る
場
合
に
の
み
〔
そ
れ
が
〕
可
能
と
な
る
」
と
判
示
し
た
よ
う
に
、
川
上
級
審
の
審
査
、

北j去43(5・85)921 



説

山
基
準
の
設
定
の
二
点
が
要
請
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

北法43(5・86)922

号A
n閥

改
正
後
、
新
基
準
の
各
要
因
に
従
っ
て
上
訴
裁
判
所
が
当
該
事
実
審
の
裁
量
を
審
査
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
既
に
、
事
実
審
の

(
お
)

裁
量
が
無
制
限
な
も
の
で
は
な
く
審
査
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
判
例
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
改
正
前
に
も
控
訴

審
は
打
切
り
命
令
に
対
す
る
上
訴
に
つ
い
て
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
を
用
い
て
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
以
降
に
つ
い
て
見
る
と
、

判
例
表
B

・
c
(
第
三
節
参
照
)

で
は
上
訴
審
は
合
計
十
二
件
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

)
こ
で
一
審
打
切
り
命
令
を
支
持
し
た
判
決
は
わ
ず

か
一
件
(
フ
7

y

グ
事
件

(
B
③
)
)

ル
ツ
事
件

(
C
⑬
乙
で
あ
る
と
こ
ろ
、
他
は
全
て
打
切
り
命
令
を
破
棄
、

に
過
ぎ
ず
、

ま
た
打
切
り
申
立
て
却
下
の
命
令
に
対
し
て
差
し
戻
し
た
判
決
も
一
件
の
み

(
シ
ュ
パ

な
い
し
は
打
切
り
申
立
て
却
下
を
支
持
し
た
。
そ
れ
ら
の
ケ

l

ス
の
多
く
は
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
は
、

や
む
を
え
な
い
事
情
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

一
九
七
八
年
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
事
件

(
C
⑤
)
で
は
、
「
(
被
告
人
が
警
察
官
に
撃
た
れ
て
重
傷
を
負
っ
た
の
は
)
不
幸
な
事
情

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
で
確
立
さ
れ
た
正
義
の
利
益
の
た
め
の
打
切
り
を
行
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
満
足
さ
せ
る
に
は
不
十

(
お
)

分
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
し
、

一
九
七
八
年
の
キ
ュ
ア
ト
ン
事
件
で
も
、
「
強
盗
の
事
件
中
ず
っ
と
消
極
的
に
加
わ
っ
て
い
た
被
告
人
が

よ
り
積
極
的
で
あ
っ
た
共
犯
者
が
軽
罪
で
の
有
罪
答
弁
の
結
果
三
年
の
保
護
観
察
で
処
理
さ

(
幻
)

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
裁
判
所
が
九
回
の
重
罪
で
の
前
科
の
あ
る
被
告
人
に
対
し
て
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
の
は
裁
量
の
濫
用
で
あ
っ
た
」
と

二
年
か
ら
四
年
の
最
少
の
刑
に
属
す
る
一
方
、

し
て
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
要
因
中
「
被
告
人
の
前
科
」
に
関
す
る
裁
量
の
濫
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
法
の
注
釈
者
が
、
「
上
級
審
の
審
査
は
、
検
察
側
に
よ
る
権
利
と
し
て
の
中
間
上
訴
裁
判
所
へ
の
即
時
控
訴
を
可
能
に
す
る
。
打
切
り

承
認
の
適
正
さ
に
む
ら
が
あ
る
に
し
て
も
、
か
か
る
上
訴
の
結
果
、
司
法
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
や
相
関
性
〔
に
対
す
る
考
え
方
〕
と
、
上
訴

審
で
示
さ
れ
る
基
準
と
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
、
(
今
回
の
改
正
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
が
)
お
そ
ら
く
上
級
審
は
徹
底

(
お
)

的
に
《
検
査
す
る
お
o
g
m
C〈
巾
『
)
〉
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、

一
人
制
事
実
審
の
裁
量
に
誤
り
の
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、



上
級
審
に
よ
る
審
査
が
法
的
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
法
的
安
定
性
、
審
査
の
適
正
、
公
平
さ
に
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
た
。

一
九
七
九
年
改
正
の
意
義

以
上
、
打
切
り
規
定
を
め
ぐ
る
法
的
基
準
の
整
備
は
、
七
九
年
の
立
法
化
に
よ
っ
て
お
お
か
た
の
解
決
を
見
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
改

四

正
に
対
す
る
評
価
は
い
か
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ょ
う
か
。

第
一
に
、
ベ
ル
ゲ
、

ク
レ
イ
ト
ン
両
判
決
の
要
請
に
代
表
さ
れ
る
「
上
級
審
で
の
審
査
」
制
度
の
完
備
を
、
事
実
審
の
「
不
安
定
な
」
裁

量
を
是
正
す
る
手
段
と
し
て
評
価
し
、
新
基
準
の
制
定
を
「
正
義
の
原
理
」
の
明
確
化
・
具
体
化
へ
の
試
み
と
し
て
、
積
極
的
に
捉
え
る
見

解
が
あ
る
。
第
二
は
、
反
対
に
、
新
基
準
に
対
し
「
正
義
の
増
進
」
原
理
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
、
ま
た
上
級
審
の
審
査
を
裁
判

所
の
自
由
な
裁
量
の
抑
制
と
し
て
消
極
的
に
評
価
す
る
見
解
で
あ
る
。
両
者
は
、
ま
ず
審
査
の
現
実
に
対
し
て
評
価
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ

る
。
ベ
ル
ゲ
判
決
で
最
高
裁
が
言
明
し
て
い
た
よ
う
に
、
裁
判
所
の
打
切
り
裁
量
が
濫
用
さ
れ
た
場
合
の
是
正
策
は
必
要
不
可
欠
な
手
続
的

刑事訴訟における手続打切り (4) 

担
保
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
特
に
そ
の
背
景
と
し
て
、
七
九
年
の
プ
ル
ン
テ
ィ
事
件

(
B
⑬
)
で
指
摘
さ
れ
た
「
正
義
の
増
進
の

た
め
の
打
切
り
」
申
立
て
の
「
使
い
過
ぎ
」
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
我
々
は
本
手
続
を
、
被
告
人
の
早
期
解
放
と
い
う
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
解
決
方
法
と
し
て
捉
え
、

ま
た
考
察
対
象
と
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
裁
判
所
の
中
に
は
必
ず
し
も
被
告
人
側
の
打
切

(
鈎
)

り
申
立
て
を
歓
迎
し
て
い
な
い
風
潮
も
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ク
イ
ー
ン
ズ
郡
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
刑
事
裁
判
所
の
ギ
ャ

ル
フ
ン
ト
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
に
対
す
る
抑
制
を
主
張
し
て
い
る
。

「
本
法
廷
は
、
正
義
の
利
益
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
の
申
立
て
が
、
著
し
い
増
加
に
あ
る
こ
と
を
充
分
に
承
知
し
て
い
る
。
弁
護
士
は
〔
法

廷
で
の
〕
諸
問
題
に
つ
い
て
争
い
を
回
避
す
る
図
々
し
い
意
図
で
、
多
く
の
場
面
に
お
い
て
こ
の
申
立
て
を
使
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
検
察
側
が
A
C
D
手
続
へ
の
同
意
を
拒
否
し
た
り
、
検
察
側
の
訴
追
が
信
用
出
来
な
い
も
の
と
す
る
よ
う
な
合
法
的
な
抗
弁
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説

や
他
の
証
拠
が
存
在
す
る
時
に
、
答
弁
取
引
の
試
み
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
後
に
こ
う
し
た
申
立
て
が
行
わ
れ
る
よ
う
だ
。
:
:
:
訴
追
側
の
事
件
を

弱
め
る
誠
実
な

(
Z
E
E巾
)
抗
弁
や
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
、
打
切
り
と
い
う
公
判
前
の
申
立
て
と
い
う
方
法
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
公
判
で
の
解
決
を
求
め
る
〔
べ
き
〕
問
題
で
あ
る
。
正
義
の
利
益
の
た
め
の
打
切
り
の
申
立
て
が
、
公
判
め
か
わ
り
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
で
概
略
さ
れ
た
よ
う
に
、
た
だ
単
に
何
ら
か
の
や
む
を
え
な
い
要
因
が
訴
追
の
打
切
り

を
求
め
て
い
る
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

言命

右
の
よ
う
に
「
正
義
の
増
進
」
の
た
め
の
打
切
り
を
限
定
的
に
捉
え
る
解
釈
は
、

(

但

)

(

位

)

っ
た
に
な
い
事
情
で
」
と
か
「
控
え
目
に
用
い
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
形
で
描
い
て
い
た
が
、
一
般
に
一
一
一

0
・
四

O
条
の
法
の
文
言
の
適
用
を
「
め

プ
ル
ン
テ
ィ
事
件
ほ
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
、
打
切

り
申
立
て
を
牽
制
す
る
判
決
は
珍
し
い
。

も
っ
と
も
、
裁
判
所
が
本
手
続
の
慎
重
な
運
用
、
例
外
的
な
適
用
を
示
唆
す
る
こ
と
は
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
ス
タ
ー
ン
事
件

(
B
⑫
)
に
お
い
て
も
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
刑
事
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
一
一
一

0
・
四

O
条
の
限
定
解
釈
を
導
い
て

い
る
。

「
立
法
者
は
、
「
や
む
を
え
な
い

(
2
2邑
Z
Zご
と
い
う
言
葉
を
、
こ
の
条
項
が
胡
椴
と
同
じ
く
ら
い
に
慎
ま
し
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
司
法

に
気
付
か
せ
る
意
味
で
用
い
て
い
る
、
と
い
う
の
が
本
法
廷
の
意
見
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
は
、
救
済
を
拒
否
す
る
こ
と
が
裁
判
所
の
良
心
に
対
し

て
衝
撃
を
も
た
ら
す
程
の
、
裁
量
の
濫
用
に
該
当
す
る
事
実
と
事
情
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
本
件
で
は
こ
う
し
た
程
度

に
ま
で
達
し
て
い
な
い
。
」

こ
の
よ
う
に
、
「
正
義
の
原
理
」

の
適
用
に
関
す
る
限
定
的
な
解
釈
は
多
く
の
判
例
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
れ
が
先
に
指
摘
し

た
上
訴
に
よ
る
破
棄
の
数
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
両
見
解
の
分
か
れ
目
で
あ
る
新
基
準
の
評
価
で
あ
る
が
、
新
基
準
を
「
限
定
的
基
準
論
(
し
ぼ
り
論
)
」
と
し
て
消
極
的
に
の
み

評
価
す
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
な
く
、
七
九
年
に
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
重
要
な
要

北法43(5・88)924 



か
っ
、
被
告
人
に
利
益
と
働
く
可
能
性
が
強
い
要
因
は
、
同
の
「
被
告
人
へ
の
捜
査
や
逮
捕
、
訴

追
に
お
け
る
法
執
行
官
の
非
常
に
重
大
な
不
正
行
為
」
の
存
在
と
い
う
要
件
で
あ
ろ
う
。
こ
の
要
因
が
「
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情

況
」
と
な
る
場
合
に
は
、
手
続
は
公
判
前
で
あ
っ
て
も
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
節
二
項
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、

「
お
と
り
捜
査
」
に
代
表
さ
れ
る
法
執
行
官
の
不
正
行
為
が
重
大
な
侵
害
を
伴
う
場
合
、
本
要
因
に
よ
る
救
済
が
望
ま
れ
る
。
七
八
年
の
ア

因
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
最
も
重
要
、

で
最
高
裁
は
、
刑
事
司
法
の
公
正
さ
を
害
す
る
よ
う
な
捜
査
行
為
に
基
づ
く
訴
追
を
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
基
準

(
斜
)

に
従
い
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。
こ
う
し
た
判
例
の
展
開
を
受
け
、
立
法
当
局
は
新
基
準
に
右
の
よ
う
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
盛
り
込

イ
ザ
ク
ソ
ン
事
件

(
C
⑮
)

ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

c
c
p下
で
「
憲
法
上
の
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
」
を
一
つ
の
要
件
と
し
て
い
た
判
例
を
継
受
す
る
こ

さ
ら
に
打
切
り
の
射
程
範
囲
を
広
げ
て
お
り
、
積
極
的
評
価
に
値
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

加
え
て
、
新
基
準
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
立
法
動
向
が
近
時
見
ら
れ
る
こ
と
も
、

と
の
な
か
っ
た
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
よ
り
も
、

そ
う
し
た
積
極
的
評
価
を
促
す
大
き
な
根
拠
と

刑事訴訟における手続打切り (4) 

一
九
九

O
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
「
刑
法
と
刑
事
手
続
法
に
関
す
る
勧
告
委
員
会
」
は
そ
の
報
告
書
の
中
で
、
新
た
な
フ
ァ

(
必
)

ク
タ

l
を
二
一

0
・
四

O
条
に
盛
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
は
、
現
行
基
準
の
川
に
代
わ
っ
て
新
た
に
以
下
の
よ
う
な
基
準
を
設
け
、
現

な
っ
て
い
る
。

行
基
準
の
川
を
川
と
置
き
換
え
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
州
側
な
ら
び
に
被
告
人
側
の
答
弁
が
済
み
、
裁
判
所
が
公
判
期
日
な
い
し
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
期
日
を
決
定
し
た
後
に
、
訴
訟
の
進
行
に
つ
き

反
復
的
で
正
当
化
さ
れ
な
い
よ
う
な
悌
怠
に
よ
る
不
合
理
な
遅
延
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
」

こ
の
要
因
の
設
置
を
新
た
に
議
会
に
勧
告
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
の
ホ
ル
ツ
マ
ン

(
必
)

事
件
に
お
け
る
判
示
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
現
在
の
法
制
度
の
下
で
は
、
裁
判
所
に
は
州
側
が
反
復
的
に
訴
訟
の
追
行
を
怠
る

北法43(5・89)925

そ
れ
に
対
応
す
る
法
的
手
段
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
正
義
の
利
益
の
た
め
の
打
切
り
が
最
も
妥
当
な
対
応

{
幻
)

手
段
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
一

0
・
四

O
条
に
は
そ
う
し
た
事
態
が
要
因
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
な
か

よ
う
な
挙
に
出
た
場
合
、



説

っ
た
た
め
、
不
合
理
な
遅
延
が
そ
う
し
た
当
局
側
の
慨
怠
か
ら
生
じ
た
場
合
の
対
応
と
し
て
打
切
り
を
類
型
的
に
予
定
す
る
こ
と
が
適
当
で

(
必
)

あ
る
、
と
同
委
員
会
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

自省

こ
の
よ
う
な
判
例
の
態
度
と
こ
れ
に
即
応
し
た
立
法
当
局
の
対
応
は
、
「
在
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
出
来
る
か
ぎ
り
明

確
な
基
準
の
下
で
運
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
基
準
の
整
備
も
七
四
年
の
ク
レ
イ
ト
ン
判
決
か
ら
始

ま
っ
た
よ
う
に
、
現
在
ま
で
、
「
正
義
の
原
理
」
と
こ
れ
に
従
っ
た
基
準
の
確
立
と
い
う
考
え
方
は
実
務
の
上
で
も
大
き
な
意
味
を
有
し
て

い
る
と
見
て
き
し
っ
か
え
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
そ
う
し
た
立
法
努
力
は
、
少
年
事
犯
へ
の
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
制
度

(
M
U
)
 

な
ど
に
も
同
様
に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
指
拙
刑
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

の
導
入
(
一
九
八
二
年
)

〆〆、、

一一、、〆'

八

0
年
代
の
軽
罪
打
切
り
事
例

l
ー
新
基
準
の
適
用
と
判
例
の
動
向
山

i
ー

そ
れ
で
は
、
先
の
七
九
年
の
改
正
を
踏
ま
え
て
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
め
ぐ
る
判
例
の
動
向
が
ど
の
よ
う
に
変
化

を
き
た
し
た
か
、
特
に
新
基
準
の
制
定
に
と
も
な
い
、
従
前
の
判
例
と
の
関
連
性
に
変
更
が
見
ら
れ
た
か
、

ま
た
、
認
容
事
例
に
際
立
っ
た

変
化
が
生
じ
た
か
、
と
い
っ
た
点
に
留
意
し
つ
つ
事
例
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
(
八

0
年
代
に
お
け
る
判
例
の
全
体
的
な
分
析
は
〈
四
〉

で
示
さ
れ
る
)
。
以
下
、
事
実
審
に
よ
る
打
切
り
の
可
否
事
例
、

そ
し
て
打
切
り
判
断
を
上
級
審
が
支
持
し
た
事
例
、
破
棄
し
た
事
例
の
順

に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(1) 

事
実
審
に
よ
る
打
切
り
事
例

一
九
八

O
年
の
ヨ
セ
フ
事
件
(
判
例
番
号
D
①
)

ソ
ド
ミ

l
(
∞O
号
昌
三
罪
等
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が

は
、
公
然
わ
い
せ
つ
罪
、

北法43(5・90)926



(
印
)

正
義
の
利
益
に
基
づ
く
訴
追
の
打
切
り
を
申
し
立
て
た
事
案
で
あ
る
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

1
郡
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
グ
町
裁
判
所
は
、
被
告
人

が
主
張
す
る
、
逮
捕
に
先
立
つ
警
察
官
の
不
正
行
為
が
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
侵
害
に
至
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
退
け
な
が
ら
も
、

A
C
D
手
続
を
申
し
立
て
た
被
告
人
に
要
求
さ
れ
た
条
件
が
不
当
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
検
察
官
が
被
告
人
に
対
し
て
軽
罪
か
ら
軽
犯
罪
法

の
権
利
を
放
棄
す
る
よ
う
求

(
訂
)

め
た
こ
と
が

A
C
D
手
続
に
閲
す
る
法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
結
論
的
に
は
打
切
り
申
立
て
を
認
め
た
。
公
訴
事
実
は
、

違
反
(

F

口問

E
2
5ロ
)
に
訴
因
を
落
と
す
こ
と
を
条
件
に
指
紋
記
録
の
返
還
請
求

(
C
P
L
一ムハ

0
・
六

O
条
)

九
七
八
年
の
二
月
二
四
日
に
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
グ
の
州
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
あ
る
公
共
ト
イ
レ
に
お
い
て
、
被
告
人
ら
が
同
意

の
ソ
ド
ミ

l

(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
刑
法
二
ニ

0
・
三
八
条
)
行
為
、

(
同
二
四
五
・

O
O条
)

(
本
件
で
は
同
性

な
ら
び
に
公
然
わ
い
せ
つ

愛
行
為
で
あ
る
)

を
犯
し
て
い
た
の
を
警
察
官
に
よ
っ
て
目
撃
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
場
に
お
い
て
同
人
ら

は
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
所
持
(
同
一
一
一
二
・

O
五
条
)

し
て
い
た
が
本
件
で
は
こ
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
関
す
る
訴
因
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

カ

y

ツ
裁
判
官
は
、

ま
ず
先
例
デ

l
ピ
ス
、

一
七

0
・
四

O
条
に
基
づ
く
「
正
義
の
利
益
の
た
め
の
打
切
り
」
を
考
慮
す
る
に
先
立
ち
、

刑事訴訟における手続打切り (4) 

ク
ィ
ル
両
判
決
を
引
用
し
、

ま
た
立
法
の
沿
革
を
述
べ
て
、
正
義
の
利
益
に
基
づ
く
「
打
切
り
」
が
、
そ
の
他
の
「
正
義
の
利
益
」
と
い
う

文
言
を
用
い
る
規
定
と
異
な
り
特
別
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
新
基
準
の
各
要
因
に
従
っ
て
、
以
下
の
よ
う

(
臼
)

に
本
件
を
分
析
し
て
い
る
。

制
犯
罪
の
重
大
性
と
事
情

以
前
に
も
当
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
同
種
の
同
性
愛
行
為
が
な
さ
れ
て
お
り
、
警
察
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
部
分
が
犯
罪
行
為
で
あ
る

と
思
う
よ
う
な
も
の
を
、
ま
た
立
法
者
が
違
法
で
あ
る
と
宣
言
し
た
も
の
を
取
り
除
く
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。

'hυ 

犯
罪
に
よ
る
被
害
の
範
囲

被
害
者
な
き
犯
罪
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
公
的
な
場
所
で
過
剰
な
性
的
行
為
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
人
民
(
州
)

を
被
害
者

北法43(5・91)927 



E見

と
(c) す
る

公
判
で
利
用
可
能
な
証
拠

号ι
白岡

マ
リ
フ
ァ
ナ
に
つ
い
て
は
証
拠
が
な
い
が
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。

(d) 

被
告
人
の
前
歴

被
告
人
は
公
立
学
校
の
教
師
で
あ
り
、
前
科
は
な
い
。
共
同
被
告
人
も
大
会
社
の
社
員
で
、
彼
ら
の
職
業
上
の
活
動
に
問
題
は
な
い
。

法
執
行
官
の
重
大
な
不
正
行
為

e
 

被
告
人
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
警
察
官
は
彼
に
対
し
暴
力
的
で
非
人
道
的
な
捜
索
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
足
を
蹴
り
あ
げ
た
り
、

オ
l
プ

ン
な
場
所
で
裸
に
し
て
捜
索
さ
れ
、

ま
た
一
定
の
時
間
そ
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
、

と
い
う
。
さ
ら
に
同
人
は
手
錠
で
椅
子
に
縛
り
つ
け
ら

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
違
反
を
構
成
す
る
不
正
行
為
の
類
型
に
こ
う
し
た
行
為
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と

(
日
)

し
つ
つ
も
、
右
の
警
察
官
の
行
動
は
、
本
決
定
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
は
、

)
 

'
止
7
目(
 
刑
を
科
す
目
的
と
効
果

検
察
側
は
い
ま
、
指
紋
記
録
と
写
真
の
返
却
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

A
C
D
手
続
を
被
告
人
側
に
提
示
し
て
い
る
が
、
裁

判
所
は
無
条
件
で
の
保
釈
以
外
に
い
か
な
る
罰
を
も
科
す
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

σ
。

打
切
り
が
公
衆
の
刑
事
司
法
制
度
へ
の
信
頼
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト

公
衆
は
本
件
事
実
や
事
情
を
既
に
知
っ
て
い
る
の
で
、

L
H
 

な
ん
ら
の
影
響
も
な
い
。

打
切
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
と
福
祉
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト

も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
小
さ
い
し
、
被
告
人
の
権
利
に
い
か
な
る
付
加
的
な
侵
害
も
与
え
な
い
こ
と
が
合
理
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の

安
全
を
提
供
す
る
、
と
し
て
被
告
人
の
利
益
を
強
調
す
る
。
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被
害
者
の
感
情

被
害
者
の
な
い
犯
罪
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
判
断
さ
れ
な
い
問
題
(
目
。
主
で
あ
る
。

川
刑
罰
が
意
味
の
な
い
こ
と
を
示
す
そ
の
他
の
事
実

裁
判
官
は
、
「
本
件
A
C
D
手
続
で
提
示
さ
れ
た
条
件
で
は
、
被
告
人
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
ま
ま
公
判
に
送
ら
れ
る
。

そ
こ
で
有
罪
と
な
っ
て
も
、

お
そ
ら
く
無
条
件
の
放
免

(
5
2
Eユ
F
O
E
-
E
2
Z石
市
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
率
直
に
言
っ
て
、

か
か
る
手
続
は
公
的
な
時
間
、
労
力
、
資
源
の
無
駄
で
あ
り
、
有
罪
判
決
は
何
の
目
的
に
も
奉
仕
し
え
な
い
」
し
、
「
検
察
官
は
、
私
の
見

る
と
こ
ろ
不
当
な
条
件
を

A
C
D
手
続
に
お
い
て
提
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
刑
事
政
策
的
、
訴
訟
経
済
的
観
点
か
ら
、

(
同
)

の
人
権
擁
護
の
見
地
か
ら
、
打
切
り
が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
被
処
分
者

そ
し
て
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
グ
郡
に
お
い
て
、
七
六
年
か
ら
八

O
年
に
か
け
て

A
C
D
手
続
の
二
二
七
件
の
う
ち
の
わ
ず
か
一
件
を
除
い
て

他
全
て
が
、
本
件
同
様
の
指
紋
記
録
に
関
す
る
返
還
権
の
放
棄
を
条
件
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
検
察
側
の
同
意
を
必
要

刑事訴訟における手続打切り (4) 

と
す
る
法
の
規
定
に
つ
い
て
、
裁
判
所
独
自
の
裁
量
を

A
C
D
手
続
に
お
い
て
行
使
で
き
る
よ
う
に
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
指
紋
採
取
が

人
格
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
本
件
で
は
暴
力
犯
罪
の
常
習
犯
と
は
異
な
っ
た
扱
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
被
告
人
に
一

(
出
)

六

0
・
六

O
条
で
認
め
ら
れ
た
権
利
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

*

一

六

0
・
六

O
条
・
被
告
人
に
対
す
る
逮
捕
、
訴
追
が
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
に
、

報
(
指
紋
等
)
を
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

。，“

い
か
な
る
者
も
右
行
為
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
情

公
衆
衛
生
法
四
条

(
r
E
n
z
g
p
z
z
d〈
ωω
匂

4
3
)
)

で
は
、
禁
制
品
を
用
い
て
治
療
を
受
け
て
い
る
者
が
、
他
の
治
療
者
か
ら
右
事

実
を
告
げ
ず
に
さ
ら
に
禁
制
品
に
よ
る
治
療
の
た
め
に
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
は
、
同
法
違
反
と
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

同
罪
は
軽
罪
に
該
当
す
る
。

一
九
八
三
年
の
コ

l
ル
マ
ン
事
件

(
D
②
)
は
、
こ
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
に
対
し
て
、

ナ
ッ
ソ

l
郡
上

北法43(5・93)929



説

級
裁
判
所
が
一
七

0
・
四

O
条
に
基
づ
い
て
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
事
案
で
あ
る
。

言倫

一
九
八
一
年
一

O
月
六
日
、
精
神
分
析
医
か
ら
治
療
の
た
め
バ
リ
ウ
ム
を
処
方
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
日
、
背
中
の
痛
み
の
た

(
切
)

め
、
別
の
医
師
か
ら
も
バ
リ
ウ
ム
を
処
方
さ
れ
て
い
る
。
同
人
は
ど
ち
ら
に
も
他
方
の
治
療
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
な
い
。
裁
判
所
は
、

被
告
人
は
、

北法43(5・94)930

般
的
な
訴
訟
障
害
は
何
ら
発
生
し
な
い
と
し
つ
つ
、
条
文
の
解
釈
と
し
て
、
同
法
の
「
治
療
中
に
」
と
い
う
文
言
が
、
同
じ
治
療
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
指
摘
し
た
上
で
、
本
件
で
は
別
々
の
症
例
に
つ
い
て
被
告
人
は
別
々
の
医
者
に
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

な
い
こ
と
、

ま
た
、
制
定
法
は
い
っ
た
い
ど
の
位
の
期
間
ふ
た
つ
の
処
方
が
接
近
し
て
い
れ
ば
違
法
な
の
か
に
つ
い
て
何
も
示
し
て
い
な
い

(
四
四
)

こ
と
か
ら
、
法
の
漠
然
性
を
非
難
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
側
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」

に
つ
き
基
準
に
し
た
が
っ
て
次
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
重
大
性
を
緩
和
さ
せ
る
と
し
、
川
「
有
罪
証
拠
L

に
つ
い
て
も
、
法
の
妥
当

な
解
釈
か
ら
は
、
明
ら
か
に
同
)
ユ
呂
田
町
釦
円
同
市
に
至
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
凶
「
被
告
人
の
前
歴
、
性
格
、
状
況
」
に
関
し
て
、
被
告
人
は
当
時
、

同
「
犯
罪
の
重
大
性
、
犯
行
の
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
訴
追
事
実
が
禁
制
品
の
取
得
と
い
う
重
大
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

つ
の
異
な
っ
た
目
的
で
治
療
を
受
け
た
と
い
う
事
実
は
、

精
神
病
患
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
基
準
に
関
し
て
言
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
何
も
な
く
、
川
「
刑
を
科
す
効
果
と
目
的
」
に
つ
き
、
特
に
、
本

件
で
刑
を
科
す
こ
と
は
「
こ
つ
け
い
」
で
あ
る
と
裁
判
所
は
言
う
。
ま
た
同
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
は
、
〔
社
会
に
と
っ
て
〕

(
印
)

有
益
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
社
会
は
裁
判
所
が
法
を
不
当
に
解
釈
し
た
刑
罰
を
科
さ
な
い
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
具
体
的
な
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
の
検
討
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
打
切
り
を
認
め
た
。
本
件
は
、
医
事
法
違
反
の
い
わ
ゆ
る
行
政
犯
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
事
案
で
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
は
慎
重
な
態
度
が
要
求
さ
れ
、
法
に
合
理
的
な
理
由
が
存
す
る
場
合
に
の
み
処
罰
を
お
こ
な
う

と
の
司
法
に
よ
る
「
非
刑
罰
化
」
「
非
犯
罪
化
」

べ
き
、

へ
の
意
識
が
あ
ら
わ
れ
た
判
決
で
あ
る
と
一
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。



事
実
審
に
よ
る
打
切
り
拒
否
事
例

一
九
八
二
年
の
パ
チ
エ
テ
ィ
事
件

(
D
③
)
は
、
酪
町
運
転
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
被
告
人
に
よ
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
訴
追
の
打
切

り
を
、
①
軽
罪
が
手
続
保
留
の
あ
い
だ
、
殺
人
の
刑
事
過
失
罪
の
重
罪
起
訴
に
は
根
拠
が
な
い
と
大
陪
審
が
判
断
し
た
と
い
う
事
実
は
、
軽

罪
で
の
訴
追
の
継
続
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
②
正
義
の
利
益
に
よ
る
打
切
り
に
は
根
拠
が
な
い
、
と
し
て
ナ
ッ
ソ

l
郡
地
区
裁
判
所

(ω) 

が
却
下
し
た
事
案
で
あ
る
。

被
告
人
は
、
自
動
車
及
び
交
通
法
一
一
九
二
条
三
項
違
反
の
罪
で
起
訴
さ
れ
、
何
度
か
の
延
期
の
後
、
検
察
官
に
よ
っ
て
手
続
が
中
止
さ

れ
た
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
完
全
に
別
の
酪
町
運
転
中
の
過
失
致
死
に
関
す
る
重
罪
起
訴
を
大
陪
審
に
提
起
す
る
た
め
で
あ
る
。
被
告
人
は
、

(
臼
)

こ
の
間
か
か
る
延
期
に
異
議
を
・
申
し
立
て
て
い
な
い
。
し
か
し
結
果
的
に
大
陪
審
は
右
公
訴
提
起
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
審
議
に
お
い
て

(
こ
の
点
は
二
重
の
危
険
の
問
題
で
重
要
で
あ
る
)
。
そ
こ

で
被
告
人
は
、
重
罪
が
提
訴
さ
れ
な
い
以
上
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
軽
罪
の
証
拠
に
つ
い
て
も
退
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
訴

大
陪
審
は
、
本
件
軽
罪
の
酪
町
運
転
に
か
か
わ
る
証
拠
を
提
示
さ
れ
な
か
っ
た

刑事訴訟における手続打切り (4) 

追
は
打
ち
切
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

先
の
事
実
に
基
づ
い
て
裁
判
所
は
本
件
申
立
て
が
一
七

0
・
四

O
条
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
種
の
要
件
に
よ
っ
て
完
全
に
支
持
さ
れ
な
い

こ
と
、
そ
し
て
、
打
切
り
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ら
び
に
刑
事
司
法
制
度
へ
の
信
頼
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

(
位
)

こ
と
を
一
不
し
、
申
立
て
を
却
下
し
た
の
で
あ
る
。

つ臼
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
申
し
立
て
た
が
、

(
臼
)

に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
な
お
、
訴
追
側
は
同
罪
か
ら
売
春
助
長
罪
(
℃

E
ヨ
2
5口
問
望
。
M
E
E
C
C
口
)
(
同
法
二
三

0
・
二

O
条
)

(
山
間
)

未
遂
へ
と
訴
因
を
変
更
す
る
よ
う
申
立
て
、
こ
れ
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
三

0
・
四

O
条
の
売
春
黙
認
罪
は

B
級
軽
罪
で
あ

一
九
八
八
年
の
ベ

l
ン
ケ
事
件

(
D
④
)
は
、
売
春
黙
認
罪
(
宮
『
百
三
百
四
℃
『

S
E
E
gロ
)
(
刑
法
二
三

0
・
四

O
条
)

の
未
遂
で
起

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
刑
事
裁
判
所
の
ハ
ロ
ル
ド
裁
判
官
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説

り
、
二
三

0
・
二

O
条
の
売
春
助
長
罪
は

A
級
軽
罪
で
、
後
者
の
法
が
罪
が
重
い
。

刑
法
二
三

0
・
四

O
条
に
よ
れ
ば
、
売
春
黙
認
罪
は
「
不
動
産
を
所
有
す
る
か
管
理
す
る
も
の
が
、
そ
れ
が
売
春
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る

論

こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

そ
の
使
用
を
停
止
ま
た
は
休
止
さ
せ
よ
う
と
正
当
な
努
力
を
尽
く
さ
な
か
っ
た
場
合

(
r
p
r
g
呂
田

r
2
8
2

与
一
巾
丘
町
。
ユ

Z
E
R
O『
与
え
巾
印
居
内
F
5
m
)
に
は
売
春
黙
認
罪
と
な
る
」
旨
定
義
さ
れ
て
い
る
。

事
件
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
西
五
九
丁
目
の
サ
ボ
イ
・
ホ
テ
ル
を
舞
台
と
し
た
。
被
告
人
は
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
の
従
業
員
で
あ
る
。
あ
る

晩
、
男
と
女
の
カ
ッ
プ
ル
が
入
っ
て
き
た
。
実
は
こ
れ
は
私
服
の
お
と
り
捜
査
官
だ
っ
た
が
、
男
は
そ
の
女
が
自
分
の
奏
で
は
な
い
旨
を
被

告
人
に
告
げ
た
。
そ
し
て
彼
女
に
一
五

0
ド
ル
払
っ
て
い
る
と
話
し
た
。
そ
の
後
に
被
告
人
は
三
五
ド
ル
で
彼
ら
に
部
屋
を
貸
し
与
え
て

(
侃
)

い
る
。
当
初
、
被
告
人
側
は
、
お
と
り
捜
査
官
に
は
犯
行
の
、
す
な
わ
ち
売
春
行
為
の
た
め
の
使
用
の
意
図
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
彼
ら
が

実
際
「
売
春
」
行
為
を
お
こ
な
う
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
を
理
由
に
、
本
件
略
式
起
訴
は
、
刑
事
訴
訟
法
一
七

0
・
三

O
、
同
三
五

条

一
0
0
・
四

O
条
の
定
め
る
「
(
起
訴
状
の
)
要
件
の
欠
如
」
に
あ
た
り
、
打
ち
切
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

(
売
春
)
行
為
を
行
わ
な
い
と
い
う
意
図
が
、
被
告
人
の
刑
事
責
任
を
救
済
す
る

(
叫
山
)

こ
と
と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
と
し
て
、
こ
の
申
立
て
を
退
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
体
法
的
な
争
点
と
平
行
し
て
、
被
告
人
は
「
正

後
者
の
見
解
に
つ
い
て
裁
判
所
は
同
意
し
た
も
の
の
、

一
七

0
・
四

O
条
一
項
削
の
要
因

l
|
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
被

害
の
範
囲
ー
ー
を
理
由
に
、
被
告
人
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
実
際
に
被
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
と
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
の
根
拠
は
、
売

義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
申
立
て
た
。

つ
ま
り
、

春
が
「
被
害
者
な
き
犯
罪
」
で
あ
る
点
に
あ
る
が
、

ハ
ロ
ル
ド
裁
判
官
は
こ
の
見
解
を
否
定
し
、
売
春
犯
罪
が
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
は

ま
れ
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
さ
ら
に
重
大
な
犯
罪

l
|
た
と
え
ば
麻
薬
の
取
引
で
あ
る
と
か
、
武
器
取
引
で
あ
る
と
か
の
よ
う
な
|
|
に
結

び
つ
い
た
り
、

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
知
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
売
春
婦
自
身
が
そ
の
犯
罪
の
「
被
害
者
」
な
の
で
あ

(
m
w
)
 

る
と
し
て
、
「
被
害
者
な
き
犯
罪
」
論
に
反
対
す
る
。
そ
し
て
同
裁
判
官
は
、
同
条
の
諸
要
因
に
し
た
が
っ
て
打
切
り
を
や
む
を
え
な
い
と
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す
る
事
情
が
存
す
る
か
ど
う
か
を
分
析
し
た
。
ま
ず
刷
「
犯
罪
の
重
大
性
」
、
川
「
被
告
人
の
生
い
立
ち
」
に
つ
い
て
は
、

た
と
え
被
告
人

が
初
犯
で
あ
り
、
犯
罪
自
体
の
重
大
性
に
乏
し
い
に
し
て
も
現
在
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
公
共
の
福
祉
(
宮
E
O
R
匂

O
Z可
)
が
、
売
春
関
連
犯

罪
の
増
加
を
食
い
止
め
る
方
向
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
消
極
的
に
見
る
。
ま
た
川
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
に
つ
い
て
も
、

こ
こ
で
打
切
り
を
命
ず
る
こ
と
は
公
衆
か
ら
の
信
頼
を
失
っ
て
し
ま
う
と
述
べ
、
川
の
「
刑
を
被
告
人
に
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果
」
に
つ

い
て
は
、
明
確
な
「
公
共
の
福
祉
」
を
遂
行
す
る
こ
と
を
無
視
し
な
い
が
た
め
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
。
そ
し
て
本
件
を
放
置
す
る
な
ら
、

定
の
料
金
を
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
建
物
な
い
し
は
そ
の
部
屋
を
売
春
の
た
め
に
提
供
す
る
、

(
侃
)

見
解
を
示
し
、
抑
止
効
果
を
積
極
的
に
認
め
て
い
る
。

と
い
う
行
為
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
と
の

ま
た
、
先
の
実
体
法
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
同
条
例
の
「
有
罪
を
認
定
す
る
に
足
る
証
拠
が
存
す
る
か
」
と
い
う
基
準
に
照
ら

し
て
ど
う
か
、
に
触
れ
た
。
結
論
的
に
は
、
被
告
人
の
刑
事
責
任
が
存
す
る
か
ど
う
か
は
、
公
判
廷
に
お
け
る
事
実
認
定
の
問
題
で
あ
っ
て
、

正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
申
立
て
に
お
い
て
判
断
す
る
事
柄
で
は
な
い
と
し
て
判
断
を
回
避
し
て
い
る
。
他
方
、
本
件
で
行
わ

刑事訴訟における手続打切り (4) 

れ
た
「
お
と
り
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
っ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。

本
件
判
断
は
、
微
妙
な
法
律
問
題
を
含
み
な
が
ら
も
、
手
堅
く
「
打
切
り
」
基
準
を
参
考
に
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
の
存
否
を
明
ら
か

に
し
た
結
果
、
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
は
行
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
件
の
よ
う
に
打
切
り
に
関
す
る
理
由
を
詳
細
に
論
じ
た
事

実
審
レ
ベ
ル
の
判
例
が
公
刊
物
に
登
載
さ
れ
た
例
は
少
な
い
た
め
、
貴
重
な
先
例
と
思
わ
れ
る
。

上
級
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
支
持
さ
れ
た
事
例

ー
l
正
義
の
増
進
を
構
成
す
る
十
分
な
理
由
|
|

ボ
イ
ヤ

l
事
件

(
D
⑤
)
lま

一七

0
・
四

O
条
改
正
後
に
お
け
る
最
も
示
唆
に
富
む
リ

i
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

九
J¥ 

)
 

唱
E
ム(
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説

オ
ノ
ン
ダ
ガ
郡
裁
判
所
は
、
児
童
扶
養
悌
怠
罪
(
ロ

S
2
3
2
R与
え
白
円
訂
正
刑
法
典
二
六

0
・
0
五
条
)

(

ω

)

(

刊
)

四
人
の
被
告
人
に
対
す
る
訴
追
を
打
切
っ
た
シ
ラ
キ
ュ

l
ス
市
裁
判
所
の
命
令
を
破
棄
、
差
し
戻
し
た
。

で
略
式
起
訴
さ
れ
た

一
年
、

論

市
裁
判
所
は
、
児
童
扶
養
即
時
怠
罪
に
対
す
る
訴
追
は
全
て
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
で
あ
る
と
し
て
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
が
、
郡
裁
判
所
は
こ

の
点
に
関
し
異
な
っ
た
見
解
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
義
務
悌
怠
罪
が
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
決
定
す
る
こ
と
は

(
れ
)

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
正
義
の
利
益
の
た
め
に
打
ち
切
る
権
限
を
事
実
審
は
有
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
被
告
人
の
上
訴
を
受
け
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
、

リ
ッ
カ
ル
ト
事
件
と
の
合
同
審
理
に
お
い
て
、

一
九
人
三
年
、

本
件
事
実
審
裁
判
所
が
「
正
義
の
増
進
の
た
め
に
」
打
ち
切
っ
た
裁
量
に
は
濫
用
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
原
審
(
二
審
判
決
)
を
破
棄
、
差

(η) 

し
戻
し
た
。
事
案
は
、
別
々
に
「
児
童
扶
養
慨
怠
罪
」
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
四
人
の
被
告
人
か
ら
の
申
立
て
を
一
括
し
て
判
断
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
、
扶
養
義
務
違
反
へ
の
訴
追
に
関
す
る
統
一
性
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
な
た
め
で
あ
っ
た
。
事
実
審
で
の
論
点
は
主

と
し
て
、
山
本
件
起
訴
状
の
有
効
性
、
間
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
の
妥
当
性
(
憲
法
上
の
問
題
)
、
間
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
の
可
否
、

(
ね
)

の
三
点
か
ら
な
っ
て
い
る
。

〈
事
実
審
の
判
断
〉

事
実
審
の
シ
ラ
キ
ュ

l
ス
市
裁
判
所
は
全
員
一
致
の
意
見
に
よ
っ
て
、
第
一
点
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
起
訴
状
無
効
と
は
し
な
い
が
、

打
切
り
を
命
じ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
法
の
改
正
を
待
つ
」
と
し
て
問
題
を
指
摘
す
る
に
止
め
、
第
二
点
に
つ
い
て
は
、
当
裁
判
所
が
充
分
に

扶
養
義
務
違
反
の
申
立
て
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
、

な
ら
び
に
家
裁
に
お
い
て
充
分
な
救
済
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と

(
九
)

し
て
、
本
件
訴
追
は
「
時
期
遅
れ
の
付
属
物
官
官
。
一
巾
丹
市
呂
田
河
口

E
m巾
)
」
と
な
っ
て
お
り
訴
追
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。

(
符
)

ウ
ィ
ン
ガ

1
ド
事
件
、
ク
レ
イ
ト
ン
事
件

(
B
①
)
等
を

第
三
の
「
正
義
の
増
進
」
の
た
め
の
打
切
り
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
ま
ず
、

参
考
に
、
本
手
続
が
「
大
蒜
の
よ
う
に
慎
ま
し
く
」
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
他
方
で
、

一
九
六
七
年
の
実
務
注
釈

北法43(5・98)934



(
河
)

を
引
き
、
「
扶
養
義
務
違
反
」
の
訴
追
に
つ
い
て
も
ま
た
「
控
え
目
に
」
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
新
基

準
に
従
い
被
告
人
ボ
イ
ヤ

l
の
事
情
を
考
慮
し
た
結
果
、
前
科
が
な
い
こ
と
、
召
喚
を
拒
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

続
い
て
、
社
会
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
く
、
刑
法
典
と
社
会
福
祉
法
の
趣
旨
か
ら
見
て
も
、
犯
罪
者
の
焔
印
を
押
す
こ
と
が
扶
養
義
務

を
実
施
さ
せ
る
目
的
に
沿
わ
な
い
こ
と
を
示
し
、
更
に
本
件
訴
追
の
継
続
が
被
告
人
に
も
、
「
被
害
者
」
(
被
告
人
の
子
供
た
ち
)
に
も
何
の

(
打
)

解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
と
の
理
由
か
ら
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

〈
上
訴
審
の
判
断
〉

二
審
の
オ
ノ
ン
ダ
ガ
郡
裁
判
所
の
ゲ
イ
ル
裁
判
官
は
、
打
切
り
の
申
立
て
は
一
七

0
・
四

O
条
一
一
項
川
円
か
ら
川
ま
で
の
十
要
件
(
新
基
準
)

に
照
ら
し
て
個
別
的
に
、
正
し
く
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
寸
〔
事
実
審
〕
裁
判
所
の
「
正
義
の
利
益
の
た
め
の
打
切
り
」

に
関
す
る
議
論
は
、
明
ら
か
に
理
由
を
示
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

の
程
度
に
ま
で
、

そ
れ
ら

の
理
由
ーは
宝笠-..，

品 f
全;
最「
棄/
B の

JEきZ
り
」

そ
の

性
質
に
お
い
て
も
、
重
要
性
吉
昌
三
Z
門
互
に
お
い
て
も
達
し
て
い
な
い
」
と
解
し
、

刑事訴訟における手続打切り (4) 

〈
最
高
裁
の
判
断
〉

最
高
裁
判
所
は
、
ま
ず
一
七

0
・
四

O
条
の
沿
革
を
明
ら
か
に
し
(
一
一
一

0
・
四

O
条
と
も
重
複
す
る
)
、
そ
し
て
ク
レ
イ
ト
ン

(
B
①
)
、

(
A
②)、

(
A
①
)
事
件
と
い
っ
た
諸
々
の
先
例
を
引
い
て
、
正
義
の
原
理
の
判
例
上
の
展
開
、
す
な
わ
ち
基
準
の
法

{
乃
)

典
化
に
至
る
ま
で
の
沿
革
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
新
基
準
に
つ
い
て
、
た
し
か
に
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

デ
ー
ピ
ス

ク
ィ
ル

そ
れ
は
「
記
録
上
、
何
か
ら
川
ま
で
の
要
因
を
全
て
教
理
問
答
的
合
同
門
2
E
2
5
に
一
不
す
」

(
初
)

あ
っ
た
と
い
う
二
審
の
判
断
を
退
け
た
。

事
実
審
に
裁
量
の
濫
用
が

必
要
は
な
い
と
し
、

北法43(5・99)935

さ
ら
に
、

旧
C
C
P
下
で
の
判
例
と
改
正
前
の
判
例
に
触
れ
て
、

「
〔
正
義
の
〕
理
念
が
広
い
意
味
で
、
刑
法
の
中
に
、
民
事
の
事
件
で
言
わ
れ
て
い
る
エ
ク
ィ
テ
ィ
に
似
た
柔
軟
な
何
物
か
を
導
入
し
よ
う
と
し

た
、
と
言
う
こ
と
は
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
だ
ろ
う
(
エ
ク
ィ
テ
ィ
と
正
義
は
実
質
的
に
等
価
値
の
も
の
で
あ
る

(
Z
E
E
-
g円
)

)

叶

)



説

ニト』、

ま
た
、

言禽

「
正
義
の
利
益
の
理
念
に
関
す
る
普
遍
性
や
洗
練
さ
は
、
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
純
粋
で
実
質
的
な
考
慮
に
基
づ
い
て
働
く
自
由
な
権
利

《
凹
叫
〉

を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

と
し
て
、
正
義
の
原
理
が
「
エ
ク
ィ
テ
ィ
」
に
匹
敵
す
る
裁
判
上
の
価
値
で
あ
り
、

そ
の
実
質
的
考
慮
は
裁
判
所
の
自
由
な
裁
量
に
基
づ
く

」
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
件
最
高
裁
判
決
は
、
七
九
年
法
が
可
能
に
し
た
「
上
級
審
に
よ
る
審
査
」
を
「
審
査
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
珍
し
い
事
件
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
健
全
な
裁
量
が
働
く
か
ぎ
り
全
要
因
に
対
す
る
「
教
理
問
答
的
な
理
由
説
明
」
ま
で
は
必
要
が
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
点
で
重
要
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
打
切
り
制
度
へ
の
「
し
ぽ
り
」
を
か
け
る
よ
う
な
厳
格
な
基
準
の
適
用
を
招
く
危
険
は
一
応
回

避
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

四

上
級
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
破
棄
さ
れ
た
事
例

川

リ

ッ

チ

モ

ン

ド

郡

の

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

市

刑

事

裁

判

(
m
M
)
 

所
が
、
十
六
の
訴
因
か
ら
な
る
不
法
な
失
業
保
険
の
交
付
に
つ
い
て
訴
追
を
受
け
て
い
た
被
告
人
か
ら
の
打
切
り
申
立
て
を
認
め
た
命
令
を

(
例
)

破
棄
し
た
。
事
実
審
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
副
検
事
総
長
と
捜
査
官
は
、
略
式
起
訴
前
の
段
階
で
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
な
く
被
告
人
と
答

一
九
八
二
年
の
ユ

l
パ
ン
ク
ス
事
件

(
D
⑤
)
で
は
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
、

弁
や
損
害
賠
償
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
こ
れ
を
効
果
的
な
弁
護
人
選
任
権
の
放
棄
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
見
て
、
ニ
ュ

l
ヨ
l

ク
州
憲
法
一
条
六
項
の
被
告
人
の
基
本
権
の
侵
害
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、

(
部
)

⑮
)
に
従
っ
た
場
合
、
打
切
り
が
妥
当
だ
と
判
断
し
た
。

か
か
る
不
正
行
為
に
つ
い
て
ア
イ
ザ
ク
ソ
ン
事
件

(
C

し
か
し
な
が
ら
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
右
命
令
を
破
棄
、
差
し
戻
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
事
実
審
が
憲
法
の
認
め
て
い

北法43(5・100)936



る
弁
護
人
選
任
権
を
立
法
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
て
い
る
範
囲
を
超
え
て
考
慮
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
弁
護
人
が
同
席
す
る
以
前
に
は
弁
護
人

選
任
権
の
事
実
上
の
放
棄
は
存
在
し
え
な
い
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
た
。
本
件
は
、
弁
護
人
選
任
権
の
保
障
を
め
ぐ
る
憲
法
論
争
の
観
を
呈
し

て
い
る
が
、
こ
の
点
以
外
に
も
、
控
訴
審
は
事
実
審
が
指
摘
し
た
「
打
切
り
を
正
当
化
す
る
事
情
」
を
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
に
当
た
ら

(
お
)

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

間

三

級

の

暴

行

お

よ

び

脅

迫

罪

で

起

訴

さ

れ

て

い

た

三

(
幻
)

人
の
略
式
起
訴
被
告
人
の
打
切
り
を
認
め
た
ク
イ
ー
ン
ズ
郡
上
級
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
た
。

一
九
八
一
年
の
ラ
デ
ィ
ッ
ク
事
件

(
D
⑦
)
で
は
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
が
、

被
告
人
ら
は
、
検
察
官
が
大
陪
審
手
続
に
お
い
て
不
平
等
な
取
扱
を
し
た
こ
と
を
理
由
に
(
あ
る
者
は
免
責
を
与
え
ら
れ
、
あ
る
者
は
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
て
大
陪
審
手
続
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
訴
追
を
打
ち
切
る
よ
う
に
申
し
立
て
、
事
実
審
は
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。
し
か

刑事訴訟における手続打切り (4) 

し
控
訴
部
は
、
本
件
手
続
は
検
察
官
の
自
由
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
り
不
当
で
は
な
く
、
大
陪
審
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
は
合
法
で
あ
る
と
判
断

し
、
一
七

0
・
三

O
条
一
項
削
を
引
用
し
つ
つ
「
正
義
の
増
進
の
た
め
に
こ
う
し
た
検
察
官
の
略
式
起
訴
を
上
級
裁
判
所
が
打
ち
切
る
こ
と

(∞∞) 

は
出
来
ず
、
地
方
裁
判
所
だ
け
が
権
限
を
有
す
る
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

本
件
は
、
控
訴
部
破
棄
事
案
で
あ
り
判
例
と
し
て
の
意
味
は
大
き
く
な
い
が
、
起
訴
過
程
に
お
け
る
不
平
等
な
取
扱
と
い
う
重
要
な
問
題

を
含
ん
だ
事
例
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
の
打
切
り
権
限
を
め
ぐ
る
法
解
釈
に
つ
い
て
は
「
上
級
裁
判
所
に
よ
る
正
式
起
訴
状
」
の
み

に
限
定
す
る
立
場
か
ら
打
切
り
権
限
を
狭
く
捉
え
て
お
り
、
こ
の
点
も
法
の
取
抗
と
し
て
「
検
察
官
略
式
起
訴
状
」
に
関
す
る
問
題
が
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ω
一
九
八
八
年
の
ケ
リ

l
事
件

(
D
③
)
は
、
飲
酒
運
転
の
起
訴
を
打
ち
切
っ
た
ミ
ュ

l
レ
ン
裁
判
官
に
よ
る
サ
フ
ォ
ー
ク
郡
上
級
裁

(
鈎
)

判
所
の
決
定
を
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
が
破
棄
し
た
事
案
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
飲
酒
運
転
を
禁
ず
る
車
両
交
通
法

2
5門
戸
何
回

E
P回
出
向

E
三
一
一
九
二
条
凶
、
間
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
。

一
審
は
、

c
p
L
一
七

0
・
四

O
条
が
定
め
る
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
が
存
在
す
る

北法43(5・101)937



説

と
認
定
し
た
。
し
か
し
州
側
の
上
訴
を
受
け
た
控
訴
部
は
、
四
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
に
よ
り
、
先
例
に
従
い

(

川

町

)

(

引

)

ド
事
件
、
リ
ッ
ト
マ
ン
事
件
な
ど
)
本
件
打
ち
切
り
決
定
が
上
訴
審
の
審
査
に
服
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
被
告
人
側
の
主
張
を
退

(
幻
)

け
て
い
る
。

(
た
と
え
ば
ウ
ィ
ン
ガ

l

自命

ま
ず
、
当
該
起
訴
犯
罪
が
刑
法
犯
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
重
大
な
犯
罪
を
構
成
し
な
い
と
の
証
拠
と
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。
加
え
て
、

本
件
が
被
害
者
な
き
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
も
、
被
害
者
は
社
会
全
体
で
あ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
先
例
も
長
く
「
ハ
イ
ウ
エ

イ
で
の
飲
酒
運
転
は
公
衆
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
。
彼
は
自
分
の
仲
間
の
安
全
に
対
し
て
敬
意
を
は
ら
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
認
め
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
飲
酒
運
転
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
不
必
要
な
死
、
保
我
や
損
害
か
ら
、
道
路
を
使
用
す
る
者
を
守
る
」
と
い
う
趣

旨
を
持
つ
本
法
の
包
括
的
な
公
共
の
福
祉
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
件
で
は
、
た
だ
被
告
人
が
警
察
官
で
あ
り
前
歴
が
な
い
、

と
い
う
事
実
が

提
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
た
め
、

一
七

0
・
四

O
条
の
言
、
つ
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
は
一
不
さ
れ
て
い
な
い
と
結
論
付
け
た
。
と
い
う

ベ
ル
ゲ
事
件

(
B
①
)

(
m
m
)
 

な
い
」
ケ

1
ス
に
該
当
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

や
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
事
件

(
D
①
)

の
は
本
件
事
情
の
程
度
で
は
、

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
ま
れ
な
」
「
尋
常
で

本
控
訴
部
判
決
で
は
基
準
の
要
因
は
明
確
に
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
判
旨
か
ら
す
る
と
、
同
「
犯
罪
の
重
大
性
」
は
消
極
に
、
川
の
「
被

害
の
範
囲
」
に
つ
い
て
は
被
害
者
の
な
い
こ
と
を
否
定
し
て
消
極
に
、
同
の
「
前
歴
」
に
つ
い
て
は
決
定
的
で
な
い
と
し
、
同
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
は
充
分
に
大
き
い
と
、
こ
れ
も
消
極
に
解
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

J〆、、

一、、〆'

八

0
年
代
に
お
け
る
重
罪
に
関
す
る
打
切
り
事
例

l
l
新
基
準
の
適
用
と
判
例
の
動
向
山

l
i

引
き
続
き
、
二
一

0
・
四

O
条
に
よ
る
重
罪
に
対
す
る
打
切
り
の
判
例
を
紹
介
す
る
。
事
実
審
に
よ
る
打
切
り
事
例
、

上
級
審
に
よ
る
事
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実
審
の
打
切
り
判
断
支
持
お
よ
び
破
棄
事
例
、

な
ら
び
に
事
実
審
の
打
切
り
却
下
判
断
を
支
持
し
た
事
例
お
よ
び
破
棄
し
た
事
例
の
順
に
見

て
い
き
た
い
。

事
実
容
に
よ
る
打
切
り
事
例

山
一
九
八
六
年
の
カ
マ
ル
ゴ
事
件

(
D
⑨
)
は
、
コ
カ
イ
ン
等
の
禁
制
品
を
所
持
、
売
買
し
た
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
被
告
人
か
ら
の
、

(
例
)

正
義
の
利
益
に
基
づ
く
訴
追
の
打
切
り
申
立
て
を
ブ
ロ
ン
ク
ス
郡
上
級
裁
判
所
が
認
め
た
事
案
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
本
件
被
告
人
が
エ

イ
ズ
に
犯
さ
れ
て
お
り
、
余
命
三
、

四
か
月
と
診
断
さ
れ
て
い
て
、

か
か
る
訴
追
は
実
質
上
正
義
の
利
益
に
適
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
弁
護
側
証
人
医
師
(
エ
イ
ズ
専
門
家
)
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
を
は
じ
め
い
く
つ
も
の
脳
障

(
町
山
)

害
を
併
発
し
て
お
り
、
余
命
い
く
ば
く
も
な
い
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。
右
事
実
に
加
え
て
、
裁
判
所
は
一
一
一

0
・
四

O
条
の
解
釈
適
用
を
試

刑事訴訟における手続打切り (4) 

み
、
十
の
新
基
準
に
照
ら
し
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
は
前
科
も
あ
り
、
証
拠
も
十
分
に
揃
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、

法
を
遵
守
す
る
住
人
で
あ
っ
た
と
も
言
え
な
い
し
重
罪
で
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
被
告
人
側
は
当
該
犯
罪
を
被
害
者
な

き
犯
罪
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
同
意
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
人
が
残
り
の
人
生
を
病
室
以
外
で
過
ご
す

と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
う
し
た
状
態
の
被
告
人
へ
の
訴
追
を
打
ち
切
る
こ
と
が
刑
事
司
法
制
度
の
運
用
に
対
す
る
一
般
公
衆
の
信
頼

に
何
ら
か
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
と
は
思
わ
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
当
該
訴
追
を
打
ち
切
る
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
福
祉
と
安
全
に
何
ら

一%)

か
の
危
害
を
与
え
る
と
も
思
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
打
切
り
を
承
認
し
た
。
裁
判
所
は
、
手
続
き
を
延
期
す
る
処
理
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、

裁
判
所
は
、
延
期
に
よ
っ
て
も
被
告
人
の
死
亡
に
し
た
が
い
起
訴
が
無
効
と
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら

(
併
)

に
死
亡
し
た
)
本
件
の
よ
う
な
解
決
手
段
が
適
当
だ
と
判
断
し
た
。
エ
イ
ズ
患
者
の
被
告
人
に
対
し
て
訴
追
が
打
ち
切
ら
れ
た
と
い
う
類
似

事
実
、
被
告
人
は
打
切
り
の
翌
月
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説

の
事
案
と
し
て
は
、

(
川
町
)

グ
レ
イ
事
件
(
一
九
八
六
年
)
、

ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
「
や
む
を
え
な
い
事

(
一
山
町
)

ヤ
コ
ブ
ス
事
件
(
同
年
)
等
が
あ
り
、

情
」
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

言命

か
か
る
打
切
り
は
、
新
基
準
に
お
け
る
同
川
要
因
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
罪
体
お
よ
び
手
続
に
関
す
る
問
題
は
全
く
考
慮
の
対
象
と
さ

れ
ず
、
実
体
的
に
は
被
告
人
の
有
罪
は
疑
い
が
な
い
。
つ
ま
り
本
判
決
は
、
有
無
罪
の
問
題
と
離
れ
た
、
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
公
益
的
な

(
打
切
り
)
判
断
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ワ
u

一
九
八
八
年
の
ブ
ル
ッ
ク
ス
事
件

(
D
⑬
)

キ
ン
グ
ス
郡
上
級
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
三
級
の
強
盗
罪
と
三
級
の
窃
盗
罪
そ
の

(
則
)

他
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
被
告
人
に
対
す
る
訴
追
が
打
ち
切
ら
れ
た
。

で
は
、

事
件
は
一
九
八
六
年
二
一
月
に
起
き
た
。
被
告
人
は
、
当
時
二
八
歳
で
、
精
神
的
、
肉
体
的
、
心
理
的
に
わ
た
っ
て
生
涯
無
能
力
な
人
物

で
あ
っ
た
が
、
先
の
犯
罪
の
容
疑
の
ほ
か
、
少
額
窃
盗
、
盗
品
所
持
罪
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
た
。
起
訴
事
実
は
、
八
六
年
の
一
一
一
月
九
日
九
時

五
五
分
ご
ろ
、
ピ

l
ル
販
売
代
理
庖
の
窓
を
割
っ
て
侵
入
し
、
ビ
ー
ル
と
テ
レ
ビ
を
盗
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
逮
捕
の
現
場
で
は
被
告

(
肌
)

人
は
酪
町
状
態
で
あ
っ
た
が
、
警
察
官
の
質
問
に
は
答
え
て
い
る
。

打
切
り
申
立
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
二
人
の
精
神
科
医
、

一
人
の
ソ

l
シ
ャ
ル
・
ワ

1
カ
l
が
被
告
人
側
の
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
。

精
神
科
医
の
一
人
は
同
被
告
人
が
裁
判
を
受
け
る
能
力
の
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
心
神
喪
失

E
H巾
E
g
a
H
E
Z
E
E
-
)
で
あ
る
と
認
定
し

た
。
知
的
な
面
で
も
「
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
」

の
ケ

l
ス
で
、
暴
力
的
な
性
格
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
在
宅
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
含
め
た
処
置
が
必
要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、

さ
ら
に
ソ

l
シ
ャ
ル
・
ワ

1
カ
l
は
同
人
が
極
度
の
「
閉

鎖
的
性
格
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
っ
た
く
刑
務
所
で
の
処
遇
に
適
し
な
い
と
の
証
言
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
裁
判
官
は
、
警
察
側
の
矯
正

局
に
所
属
す
る
証
人
へ
の
尋
問
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
在
の
刑
罰
に
よ
る
収
容
制
度
の
意
義
に
疑
問
を
な
げ
か
け
、

そ
こ
に
い
る
人
々
が

な
ぜ
犯
罪
を
く
り
か
え
す
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
を
問
い
、
社
会
が
彼
ら
に
必
要
な
援
助
を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
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(
問
)

こ
と
を
批
判
し
、
本
件
被
告
人
が
刑
務
所
と
社
会
の
「
回
転
ド
ア
」
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
懸
念
を
発
し
て
い
る
。
最
終
的
に
裁
判
官
は

二
一

0
・
四

O
条
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
本
件
事
案
を
打
切
り
に
当
た
る
も
の
か
ど
う
か
を
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
た
。

同
お
よ
び
川
「
犯
罪
の
重
大
性
、
状
況
」
「
犯
行
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
害
悪
」

強
盗
罪
の
訴
因
は
た
い
へ
ん
重
大
な
事
案
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
で
盗
ま
れ
た
財
物
の
対
価
は
限
ら
れ
て
い
る
。
い
か
な
る
者
も
怪
我
を

し
た
り
身
体
的
な
被
害
は
こ
う
む
っ
て
い
な
い
。

判
「
有
罪
可
能
の
証
拠
の
存
在
」

州
側
に
と
っ
て
被
告
人
の
(
責
任
)
能
力
の
証
明
は
難
し
い
。
し
か
し
同
人
が
現
行
犯
で
捕
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

ω「
被
告
人
の
前
歴
、
性
格
、
事
情
」

す
で
に
こ
の
問
題
は
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
当
州
の
先
例
は
「
精
神
障
害
一
三
日

g
gご
ロ

Z
Z
)
」
の
み
で
は
打
切
り
理
由
と

な
ら
な
い
こ
と
が
一
九
七
七
年
の
ラ
ス
ド
ン
事
件

(
C
⑤
)
で
確
立
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
本
件
で
は
、
本
要
因
だ
け
が
被
告
人
の
処
遇
を
決

刑事訴訟における手続打切り (4) 

定
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

川
「
被
告
人
に
刑
を
科
す
効
果
と
目
的
」

ω要
因
と
同
じ
く
、
本
要
因
が
被
告
人
に
対
す
る
訴
追
を
打
ち
切
る
や
む
を
得
な
い
事
情
を
示
す
も
っ
と
も
本
質
的
な
要
素
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
刑
を
科
す
こ
と
は
四
つ
の
目
的
を
有
し
て
い
る
。
抑
止
、
隔
離
、
更
生
、
そ
し
て
応
報
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
ま
た
こ
れ
を
支
え
る
理

論
的
根
拠
を
、
本
件
に
あ
て
は
め
た
場
合
、

も
し
被
告
人
に
強
盗
罪
の
最
低
刑
期
を
言
い
渡
す
と
す
れ
ば
二
年
の
拘
禁
刑
に
な
る
。

し
か
し

本
件
は
こ
の
最
低
限
の
刑
す
ら
も
必
要
の
な
い
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
既
に
被
告
人
は
本
件
審
理
に
関
し
て
一
年
近
く
費
や
し

て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
残
り
の
訴
因
に
つ
い
て
裁
判
所
が
刑
を
下
す
と
す
れ
ば
三
年
の
プ
ロ
ベ

l
シ
ョ
ン
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
治
療
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
付
加
で
き
る
。
こ
れ
は
被
告
人
、
社
会
両
者
の
利
益
か
ら
言
っ
て
も
望
ま
し
い
結
果
で
あ
る
と
裁
判
所
は
考
え
る
。
た
し
か
に
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説

以
前
か
ら
被
告
人
は
セ
ブ
ン
ス
デ
イ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
派
教
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
犯
行
に
至
っ
た
。

論

し
か
し
今
回
さ
ら
な
る
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
れ
ば
良
い
。
監
督
官
は
日
に
二
度
彼
を
尋
ね
、
す
く
な
く
と
も
週
二
回
進
行
の

(
邸
)

状
況
を
見
る
よ
う
に
す
る
。

同
「
刑
事
司
法
制
度
に
対
す
る
公
衆
の
信
頼
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

犯
罪
と
被
告
人
が
既
に
費
や
し
た
時
間
と
を
衡
量
す
る
と
、
重
罪
に
対
す
る
打
切
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
信
頼
が
損
な
わ
れ
る

」
と
は
な
い
。

川
「
打
切
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
」

社
会
の
利
益
は
、
被
告
人
に
対
す
る
処
遇
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
納
税
者
の
お
金
は
、
被
告
人
を
拘
禁
す
る
の

に
用
い
ら
れ
る
よ
り
、
援
助
す
る
の
に
効
果
的
に
用
い
ら
れ
る
。

刷
、
川
、
川
の
各
要
件
は
、
関
係
が
な
い
と
さ
れ
本
決
定
に
お
い
て
は
判
断
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
訴
因
の
う
ち
第
一
の
強
盗
、
第
二
の
窃
盗
に
つ
き
、
二
一

0
・
四

O
条
川
に
し
た
が
っ
て
打
切
り
を
お
こ
な
え
ば
正
義

(
山
川
)

が
適
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
本
件
は
社
会
内
処
遇
が
望
ま
し
い
と
の
裁
判
官
の
判
断
か
ら
、
重
い
訴
因
に
つ
い
て
打
切

り
を
正
当
化
し
よ
う
と
、
理
論
的
、
現
実
的
、
経
済
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
に
一
石
を
投

じ
た
も
の
と
言
え
る
。
現
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
再
犯
率
が
増
大
し
て
お
り
、
刑
事
司
法
制
度
が
「
回
転
ド
ア
」
式
の
処
遇
と
な
っ
て
い

{
郎
)

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
い
か
な
る
犯
罪
者
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
打
切
り
が
妥
当
と
は
思
わ
れ
な

い
し
、
本
件
判
例
の
射
程
も
、
被
告
人
が
「
精
神
障
害
」
で
あ
る
と
い
う
要
素
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

(3) 

一
九
八
七
年
、

ヴ
エ
ッ
チ
オ
事
件

(
D
⑪
)
で
は
、
二
級
の
禁
制
品
売
買
罪
(
刑
法
典
二
二

0
・
二
ハ
条
、

B
級
重
罪
)

を
犯
し
た
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一
七
歳
の
被
告
人
に
対
し
て
、
拘
禁
刑
を
科
す
か
わ
り
に
フ
ル
タ
イ
ム
で
現
住
所
に
お
け
る
麻
薬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

(
胤
)

参
加
さ
せ
る
必
要
が
、
法
の
一
言
、
つ
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
に
当
た
り
、
訴
追
を
打
ち
切
る
根
拠
と
な
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
。

事
案
は
、

一
七
歳
で
前
科
の
な
い
被
告
人
が
、
購
入
者
を
装
っ
た
お
と
り
捜
査
官
に
コ
カ
イ
ン
八
分
の
七
オ
ン
ス
を
売
る
行
為
を
需
助
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
当
時
麻
薬
の
常
用
者
で
あ
り
、
依
存
症
を
伴
っ
て
い
た
。
プ
ロ
ベ

l
シ
ョ
ン
局
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
同

人
は
お
お
よ
そ
一
三
歳
か
ら
麻
薬
を
使
用
し
て
い
た
が
、

も
は
や
自
分
が
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て
お
ら
ず
、

(
即
)

ュ
l
ヨ
l
ク
州
薬
物
濫
用
局
に
よ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

八
七
年
の
ニ

本
件
訴
因
で
は
減
軽
が
な
け
れ
ば
拘
禁
刑
は
三
年
で
あ
る
。
裁
判
所
は
こ
れ
が
ヴ
エ
ッ
チ
オ
の
犯
し
た
罪
に
相
当
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
間
に
被
告
人
は
上
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
お
り
、
裁
判
所
は

判
決
ま
で
八
ヵ
月
間
検
察
側
と
弁
護
側
は
折
衝
を
続
け
て
き
た
が
、

最
低
二
年
の
観
察
付
き
在
宅
プ
ロ
ベ

l
シ
ョ
ン
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
、
検
察
側
も
そ
れ
に
同
意
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
検
察
は
共
同
被

告
人
の
オ
ル
リ
ッ
ツ
の
有
罪
答
弁
を
条
件
に
し
た
の
で
、
こ
の
0

フ
ラ
ン
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

刑事訴訟における手続打切り (4) 

裁
判
所
は
ま
ず
、

一
九
七

0
年
代
か
ら
の
、
麻
薬
犯
罪
に
対
す
る
「
義
務
的
量
刑
(
呂
田
ロ

E
Zミ
お
E
2
2ロ
問
)
」
に
疑
問
を
呈
し
、
適
当

で
な
い
結
果
が
明
ら
か
な
処
遇
に
つ
い
て
は
裁
量
に
よ
っ
て
司
法
が
適
当
な
処
遇
を
選
ぶ
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
の
意
見
を
示
し
た
。
そ
し
て

(
胤
)

そ
う
し
た
事
態
の
「
防
御
ネ
y

ト
」
と
し
て
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
が
存
在
す
る
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
多
く
の

資
料
を
手
掛
か
り
に
「
刑
罰
論
L

を
展
開
し
た
裁
判
所
は
、
可
能
か
っ
利
益
が
あ
る
限
り
は
で
き
る
だ
け
非
拘
禁
施
設
で
リ
ハ
ビ
リ
テ

l
シ

(
鵬
)

ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
、
特
に
ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
な
ど
の
薬
物
濫
用
者
に
は
適
当
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
最
終

的
に
、
本
件
で
は
刑
の
軽
減
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
打
切
り
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
、
二
一

0
・
四

O
条
川
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
て
い
る
。
凶
「
被
告
人
の
前
歴
、
性
格
、
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
過
去
に
お
い
て
は
被
告
人
は
麻
薬
使
用
者
で
あ
っ
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
事
し
、
今
後
麻
薬
か
ら
自
由
な
生
活
を
営
め
る
こ
と
を
裁
判
所
は
確
信
し
て
い
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や
同
お
よ
び
川
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
」
要
因
に
い
ず
れ
も
影
響
が
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
拘
禁
刑

(
川
)

そ
し
て
否
定
的
な
産
物
」
で
し
か
な
い
と
位
置
づ
け
た
。

る
。
そ
し
て
川
「
刑
を
科
す
効
果
と
目
的
」

は
「
不
当
で
不
合
理
な
、

言命

さ
て
、
麻
薬
犯
に
対
す
る
非
犯
罪
化
や
非
刑
罰
化
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
い
が
、

一
九
七
三
年
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
麻

薬
法
以
来
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
こ
れ
に
逆
行
し
た
か
た
ち
で
厳
罰
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
典
型
が
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
義
務
的
量
刑
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
裁
判
所
に
刑
罰
の
選
択
を
さ
せ
な
い
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
、

ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
も
、
最

低
ラ
イ
ン
の
刑
期
を
軽
減
さ
せ
な
い
と
い
う
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
必
罰
主
義
の
強
い
実
定
法
に
対
す
る
救
済
、
回
避
の
手
段

と
し
て
、
本
件
で
は
打
切
り
手
続
き
が
活
用
さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
「
非
刑
罰
化
」
「
非
犯
罪
化
」
思
想
に
基
づ
く
一
種
の
司
法
政
策
的

介
入
で
あ
り
、
司
法
か
ら
見
た
適
正
な
刑
罰
権
の
運
用
が
確
保
さ
れ
る
道
が
必
要
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
介
入

の
是
非
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
て
お
り
、
行
政
ザ
イ
ド
に
強
い
異
論
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
近
年
の
量
刑
基
準
の
整
備
は
不

確
実
な
司
法
裁
量
に
基
づ
く
量
刑
決
定
へ
の
反
発
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
支
持
さ
れ
た
事
例

は
、
六
四
歳
の
被
告
人
が
逃
げ
て
い
く
強
盗
犯
に
発
砲
し
た
際
に
生
じ
た
傷
害
事
件
だ
が
、

(
山
)

訴
追
の
打
切
り
申
立
て
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郡
上
級
裁
判
所
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
た
め
上
訴
さ
れ
た
。
控
訴
部
の
法
廷
意
見
は
、
問
題
を
二
点

一
九
八

O
年
の
ヤ
コ
ブ
事
件

(
D
⑫
)

に
分
け
て
論
じ
る
。
第
一
に
、

一
般
市
民
が
強
盗
を
追
跡
中
、
過
失
に
よ
っ
て
通
行
人
に
傷
害
を
負
わ
せ
た
場
合
に
罰
さ
れ
る
か
否
か
、

の
実
体
法
上
の
問
題
、
第
二
に
、
本
件
訴
追
を
正
義
の
増
進
の
た
め
に
打
ち
切
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

法
は
、
法
執
行
官
に
は
、
公
務
中
に
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
ほ
ど
の
被
害
を
与
え
た
場
合
に
違
法
性
阻
却
を
予
定
し
て
い
る
一
方
で
、

般
市
民
に
は
正
当
防
衛
な
い
し
は
第
三
者
の
防
衛
の
為
に
の
み
許
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
規
定
し
て
い
た
(
一
八
八
一
年
刑
法
二

O
五
条
、

北法43(5・108)944
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一
九

O
九
年
刑
法
一

O
五
五
条
)
。

一
九
六
八
年
の
現
行
刑
法
典
の
全
面
改
正
に
よ
り
、
重
罪
犯
罪
の
逮
捕
の
た
め
に
は
右
程
度

し
か
し
、

(
三
五
・
三

O
条
一
項
同
)
。
た
だ
、
右
改
正
に
よ
り
、
「
過
失
に
よ
る
侵
害
」
と
「
市
民
に
よ

(
山
)

る
追
跡
中
の
侵
害
結
果
」
と
の
関
係
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
新
た
な
解
釈
上
の
問
題
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

の
侵
害
も
阻
却
さ
れ
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

本
件
で
裁
判
所
は
、
立
法
趣
旨
が
法
執
行
官
へ
の
保
護
が
市
民
に
も
妥
当
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
解
す
る
と
は
出
来
な
い
と
考
え
、
実
体

法
上
、
違
法
性
の
阻
却
は
否
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
義
の
増
進
の
た
め
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
を
参
考
に
し
つ

っ
、
被
告
人
が
被
害
者
を
撃
つ
つ
も
り
は
な
く
、
あ
く
ま
で
強
盗
を
狙
っ
て
お
り
、
本
人
は
銃
砲
免
許
を
得
て
い
た
こ
と
、
被
害
者
の
怪
我

が
軽
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
被
害
者
も
被
告
人
が
刑
務
所
に
行
く
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
、
被
害
者
が
賠
償
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
保
険

に
よ
る
充
分
な
手
当
て
も
得
た
こ
と
等
を
指
摘
し
、

さ
ら
に
手
続
が
進
ん
で
も
陪
審
が
無
罪
の
評
決
を
す
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
か
ら
、
か

か
る
手
続
が
め
っ
た
に
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
了
解
し
つ
つ
、
右
事
情
や
被
告
人
自
身
が
強
盗
の
被
害
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
被
告
人

(
凶
)

の
年
齢
を
考
慮
す
る
と
、
正
義
は
刑
事
罰
を
求
め
て
い
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

刑事訴訟における手続打切り (4) 

本
件
事
実
に
依
拠
す
れ
ば
、
「
無
罪
」
を
得
る
方
が
被
告
人
に
利
益
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

お
そ
ら
く
被
告
人
側
は
陪
審
の
招
集
前
に
打
切
り
申
立
て
を
お
こ
な
っ
た
と
見
ら
れ
、
早
期
の
被
告
人
の
手
続
か
ら
の
解
放
こ
そ
が
よ
り
大

き
な
利
益
と
な
る
こ
と
を
示
す
事
例
と
な
っ
て
い
る
。

nrω 

一
九
八
一
年
の
デ
ラ
ニ

l
事
件

(
D
⑬
)
は
、
キ
ン
グ
ス
郡
上
級
裁
判
所
が
、
検
察
官
か
ら
捜
査
へ
の
協
力
の
代
償
と
し
て
約
束
さ

へ
川
川
)

れ
た
寛
大
な
処
分
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
被
告
人
に
対
し
て
訴
追
の
打
切
り
を
認
め
、
こ
れ
を
上
級
裁
判
所
控
訴
部
が
支
持
し
た
も
の
で
あ
る
。

被
告
人
は
、
自
分
と
無
関
係
な
事
件
の
捜
査
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
検
察
官
か
ら
寛
大
な
処
分
を
得
る
旨
の
約
束
を
得
て
い
た
。
彼
は
非

常
に
重
大
な
危
険
を
犯
し
て
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
が
、
こ
れ
は
完
全
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
事
実
審
は
、
こ
う
し
た
場
合
に
、

さ
ら
な
る
手
続
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
被
告
人
を
保
護
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
打
切
り
を
命
じ
た
。

一
方
、
控
訴
部
は
、
検
察
官
の
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約
束
の
不
履
行
は
、
被
告
人
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
将
来
「
協
力
」
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
公
衆
(
社
会
)
に
と
っ
て
も
実
質
的
に
不
正

(
凶
)

と
な
る
と
考
え
た
。
新
基
準
の
内
で
こ
う
し
た
考
慮
が
結
び
つ
く
要
因
は
存
在
し
な
い
。
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
近
い
も
の
は
附
川
の
「
イ
ン

論

パ
ク
ト
要
因
」
で
あ
ろ
う
が
、
本
件
で
は
要
因
判
断
に
従
う
形
で
は
な
く
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
本
件
起
訴
が
実
質
的
に
不
正
に
な
る
と
い
う
論

理
構
成
、
す
な
わ
ち
直
接
構
成
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
他
の
事
件
と
比
べ
て
異
な
っ
て
い
る
。

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
審
の
打
切
り
判
断
が
破
棄
さ
れ
た
事
例

追
の (1)
打
切
り
A、

ム、
il 

九
)i、

年

一
九
八
五
年
の
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
事
件
で
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
、

(
川
)

(
D
⑪
)
。
本
件
は
、
事
実
審
、
控
訴
審
と
も
新
基
準
の
各
要
因
に
つ
い
て
詳

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郡
上
級
裁
判
所
麻
薬
特
別
部
が
命
じ
た
訴

を
破
棄
、
差
し
戻
し
た

細
な
考
察
を
加
え
て
お
り
、
改
正
後
の
新
基
準
を
め
ぐ
る
リ

l
デ
ィ
ン
グ
ケ

l
ス
と
も
言
う
べ
き
裁
判
例
と
な
っ
て
い
る
。

事
案
は
、

A
級
重
罪
の
第
二
級
の
禁
制
品
売
買
(
刑
法
二
ニ

0
・
四
一
条
)
で
起
訴
さ
れ
八
三
年
一
月
二
二
日
に
有
罪
の
評
決
を
受
け
た

被
告
人
が
、
正
義
の
利
益
に
基
づ
く
「
ク
レ
イ
ト
ン
の
打
切
り
申
立
て
」
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
あ
ら
ま
し
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
拘
置
所
の
状
態
が
い
か
に
悲
惨
な
も
の
で
あ
る
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
被
告
人
は
保
釈
を
取
り
消
さ
れ
拘
置
所
に

戻
さ
れ
た
が
、
二
五
人
か
ら
三

O
人
の
拘
禁
者
が
い
る
房
で
五
人
の
男
か
ら
ソ
ド
ミ

1
を
強
制
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
月
四
日

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
こ
の
一
件
を
申
立
て
た
結
果
、
裁
判
所
は
同
人
を
ベ
レ
ブ
病
院
に
収
容
す
る
よ
う
命
じ
、
調
査
を
開
始
し
た
。
二

月
二
五
日
に
は
被
告
人
が
ク
レ
イ
ト
ン
の
申
立
て
、
す
な
わ
ち
訴
追
打
切
り
の
申
立
て
を
行
な
っ
た
の
で
、
裁
判
所
は
三
月
二
八
日
に
一
一
一

(
即
)

0
・
四

O
条
に
よ
る
訴
追
の
打
切
り
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
聞
い
た
。
な
お
こ
の
間
に
被
告
人
は
自
殺
を
企
て
、
失
敗
し
て
い
る
。

〈
事
実
審
の
判
断
〉

広
範
な
多
く
の
証
人
尋
問
と
、
二
一

O
O頁
に
わ
た
る
膨
大
な
議
事
録
が
作
成
さ
れ
た
が
、
六
月
二
四
日
に
裁
判
所
は
当
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

北法43(5・110)946



終
わ
ら
せ
、
九
月
二

O
日
付
け
の
決
定
で
麻
薬
特
別
部
の
ホ

l
ン
プ
ラ
ス
裁
判
官
が
打
切
り
命
令
を
出
し
た
。

ま
ず
事
実
審
は
、
打
切
り
申
立
て
が
時
期
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
争
点
と
し
て
、

そ
の
評
価
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

c
p
L
二
五
五
・

二

O
条
に
よ
れ
ば
、
「
公
判
前
申
立
て
」
は
勾
留
か
ら
四
五
日
以
内
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
裁
判
所
は
正
義
の
利
益
に
基
づ
き
、

(
川
)

(
こ
れ
は
ザ
ガ
リ

l
ノ
事
件
が
先
例
と
さ
れ
て
い
る
)
。

裁
量
に
よ
っ
て
量
刑
前
に
打
切
り
決
定
に
関
す
る
考
慮
を
行
い
え
る
、
と
判
断
し
た

そ
こ
で
新
基
準
に
し
た
が
っ
て
本
件
申
立
て
を
検
討
し
て
い
る
。

被
告
人
の
前
歴
、
性
格
、
環
境

a
 

被
告
人
は
一
九
三
六
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
わ
た
っ
て
き
た
三
六
才
の
男
性
で
あ
る
。
プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
の
給
仕
係
と
し
て
働
き
な
が
ら

専
門
学
校
に
通
い
、

ヘ
ア
ド
レ
ッ
サ
ー
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
七
九
年
に
は
自
分
の
庖
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
証
言
に
よ
れ
ば
彼
は
法

(
問
)

を
遵
守
す
る
良
き
住
民
で
あ
り
、
働
き
者
で
あ
る
。

刑事訴訟における手続打切り (4) 

'
O
 

本
件
で
は
当
局
に
よ
る
何
ら
の
不
正
行
為
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
矯
正
局

(
H
r
U
3
R
5
3
H
え
わ

2
2
2
5目
)
が
裁
判
所
の
勧

法
執
行
官
の
重
大
な
不
正
行
為

告
を
受
け
入
れ
ず
に
、
拘
禁
所
に
よ
る
処
理
を
行
っ
た
こ
と
は
、
本
件
申
立
て
に
お
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、

拘
禁
者
と
い
え
ど
も
憲
法
修
正
八
条
、

一
四
条
の
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
権
利
に
基
づ
い
て
、
暴
力
や
性
的
暴
行
か
ら
正
当
な
保
護
が
保
障

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
矯
正
官
は
、
拘
禁
者
を
意
図
的
な
害
悪
や
不
当
な
危
険
か
ら
守
る
義
務
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
連

(
別
)

邦
判
例
の
ヴ
ア
ン
ホ

l
ン
事
件
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
の
被
告
人
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
を
保
護
す
る
と
い
う
矯
正
官
の
義
務
の
慨
怠
は
、
明
ら

(m) 

か
に
同
人
に
対
し
て
不
当
か
つ
異
常
な
刑
罰
を
科
す
結
果
を
招
来
し
て
お
り
、
責
め
ら
れ
る
べ
き
点
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

c
 
更
に
刑
を
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果

本
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
被
告
人
に
対
す
る
精
神
鑑
定
は
、
明
ら
か
に
対
立
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
裁
判
所
は
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
。
①

~t.1去43(5 ・ 111)947



説

逮
捕
、
矯
正
、
留
置
が
さ
ら
な
る
犯
罪
活
動
へ
の
参
加
を
防
ぐ
の
に
効
果
が
あ
ヲ
た
こ
と
、
②
拘
置
所
内
で
の
被
告
人
に
対
す
る
レ
イ
プ
は
、

被
告
人
に
情
緒
的
な
障
害
を
も
た
ら
す
恒
常
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
こ
と
、
③
被
告
人
の
申
立
て
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
被
告
人
に
シ
ョ

至急ふ
ロ岡

ツ
ク
を
与
え
、
更
に
刑
務
所
内
で
被
害
に
あ
う
可
能
性
を
高
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
④
被
告
人
は
こ
れ
以
上
の
留
置
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
予

ね
ば
な
ら

な

と
し(で
た思あ
。る

そ
し
て

レ
イ
プ
が
憲
法
修
正
八
条
の
例
外
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
こ
う
し
た
暴
挙
が
考
慮
さ
れ

測
さ
れ
る
こ
と
、

同
有
罪
が
効
果
が
な
い
こ
と
を
示
す
そ
の
他
の
事
実

検
察
側
は
、
被
告
人
が
「
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
状
況
」
を
示
し
え
て
い
な
い
と
主
張
す
る
が
、
裁
判
所
は
被
害
の
事
実
を
認
定

(
問
)

し
、
こ
の
異
議
を
却
下
し
た
。

最
終
的
に
事
実
審
は
、
検
察
官
か
ら
の
忌
避
申
立
て
を
却
下
し
て
、
被
告
人
を
仮
釈
放
に
し
、
打
切
り
命
令
は
一
年
猶
予
さ
れ
る
と
の
判

(
山
)

断
を
下
し
て
い
る
。
本
判
決
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
刑
事
政
策
の
現
実
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
興
味
深
い
問
題
を
提
供

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
過
密
な
拘
置
所
が
生
む
悲
惨
な
暴
力
の
問
題
、
第
二
に
、
矯
正
局
の
処
分
が
大
量
の
犯
罪
に

追
わ
れ
個
別
的
な
処
遇
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
手
続
的
な
問
題
と
し
て
、
裁
判
所
が
ど
こ
ま
で
矯
正
局

の
処
分
に
介
入
で
き
る
か
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
上
訴
審
の
判
断
〉

と
こ
ろ
が
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
、
一
九
八
五
年
一
月
二
五
日
、
詳
細
な
事
実
認
定
と
、
事
実
審
の
記
録
の
検
討
、
さ
ら
に
新
基
準
の
個
々

(
凶
)

一
審
決
定
を
破
棄
し
、
事
件
を
量
刑
の
た
め
に
差
し
戻
し
た
。
控
訴
部
は
、
検
察
側
の
主
張
を
支
持
し
、
い
か

の
要
因
の
再
評
価
を
行
い
、

な
る
客
観
的
な
証
拠
も
被
告
人
へ
の
レ
イ
プ
を
裏
付
け
な
い
こ
と
、
事
件
後
被
告
人
は
、

カ
ソ
ト
サ
ロ
ン
の
顧
客
の
夫
で
あ
っ
た
精
神
科
医

と
一
時
間
十
五
分
も
面
会
し
た
が
、
事
件
に
つ
い
て
何
も
話
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
刑
務
所
職
員
が
言
う
よ
う
に
事
件
の
現
場
は
暗
く
は
な
く
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管
理
事
務
所
か
ら
は
っ
き
り
と
見
え
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
、
等
か
ら
、
レ
イ
プ
の
事
実
そ
の
も
の
が
立
証
さ
れ
な
い
と
し
て
事
実
審
の
認

(
邸
)

定
を
覆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
州
側
と
被
告
人
側
と
の
利
益
が
平
等
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
実
審
は
裁
量
を
濫
用
し
た
と
の

結
論
を
下
し
た
。
以
下
、
控
訴
部
が
示
し
た
一
一
一

0
・
四

O
条
記
載
の
各
要
因
に
対
す
る
評
価
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
同
「
犯
罪
の
重
大
性
、
事
情
」
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
は
四
千
ド
ル
の
コ
カ
イ
ン
の
取
引
を
行
い
、

さ
ら
に
二
九

0
0ド
ル
の
取

引
を
約
束
し
て
い
た
こ
と
、
川
「
当
該
犯
罪
に
よ
っ
て
生
じ
た
被
害
」
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
が
主
張
す
る
被
害
者
な
き
犯
罪
の
主
張
を
退

け
、
被
告
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
大
量
の
麻
薬
を
ば
ら
ま
き
、
被
害
を
与
え
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
川
「
有
罪
証
拠
の
利
用
可
能
性
」

に
つ
き
、
充
分
な
証
拠
が
事
件
を
支
え
て
い
る
と
し
、
川
「
被
告
人
の
前
歴
、
性
格
、
環
境
L

に
つ
い
て
は
、
被
告
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

家
族
へ
の
良
好
な
態
度
と
か
前
科
が
な
い
こ
と
は
、
陪
審
が
彼
を
有
罪
と
認
定
し
た
事
実
を
覆
す
に
充
分
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
一
年

間
に
わ
た
る
麻
薬
の
提
供
に
無
関
心
で
あ
る
被
告
人
を
善
良
と
見
な
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
た
。
何
「
法
執
行
官
の
不
正
行
為
」
の
点
に

つ
い
て
は
、
矯
正
側
の
不
当
さ
に
関
し
て
、
本
州
に
お
け
る
い
か
な
る
先
例
も
有
罪
認
定
後
の
不
正
行
為
に
よ
っ
て
有
罪
が
取
り
消
さ
れ
る

刑事訴訟における手続打切り (4) 

と
い
っ
た
判
断
を
示
し
て
い
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
川
か
ら
川
の
「
さ
ら
に
刑
を
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果
」
や
打
切
り
の
イ
ン
パ
ク
ト

要
件
に
つ
い
て
は
、
「
麻
薬
の
売
買
は
:
:
:
破
壊
的
な
麻
薬
の
使
用
に
至
る
よ
う
な
人
を
誤
ら
せ
る
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
」
と
い
う
ブ
ロ

l
デ

(凶

)

(

m

)

ィ
l
事
件
の
判
文
を
引
用
し
、
消
極
評
価
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
し
て
控
訴
部
は
、
被
告
人
へ
の
レ
イ
プ
が
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
人
を
拘
禁
処
分
に
導
い
た
陪
審
に
よ
る
有
罪
判
決
と
は
何
の
関

係
も
な
い
こ
と
、
被
告
人
の
救
済
は
公
民
権
法
一
九
八
三
条
に
基
づ
く
損
害
賠
償
ゃ
、
特
別
な
施
設
へ
の
移
送
の
要
請
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
パ
レ
ラ
事
件
(
後
掲

D
⑬
)
を
引
用
し
て
、
被
告
人
に
前
科
が
な
い
こ
と
が
直
ち
に
正
義
の
利
益
に
よ
る
打
切
り

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
打
切
り
手
続
が
「
控
え
目
に
行
使
さ
れ
」
、
「
慣
例
に
よ
る
考
慮
の
範
囲
を
超
え
て
基
本
的
正
義

(
C
⑪
)
、
ク
ォ
ク
・
ミ
ン
・
シ
ャ
ン

北法43(5・113)949

(
B
③
)
、

ベ
ル
コ
タ

(
B
①
)
事
件

(
同
国
出
品
目

s
g
gご
5
Z円
内
)
を
求
め
る
」
(
先
例
と
し
て
、

ベ
ル
ゲ



説

よ
う
な
「
め
っ
た
に
な
い
」
「
異
常
な
」
事
件
で
の
み
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
示
し
て
い
る
。
結
局
、

(
悶
)

本
件
で
は
か
か
る
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
)

論

一
九
八

O
年
の
ザ
ガ
リ

l
ノ
事
件

(
D
⑬
)
は
、
第
一
級
の
禁
制
品
売
買
の
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
被
告
人
か
ら
申
し
立
て
ら
れ
た

(
別
)

訴
追
の
打
切
り
を
認
め
た
キ
ン
グ
ス
郡
上
級
裁
判
所
の
命
令
を
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
が
破
棄
し
た
事
案
で
あ
る
。

(2) 

北法43(5・114)950

本
件
に
お
い
て
州
側
が
主
張
し
た
争
点
は
、
第
一
に
、
二
つ
の
訴
因
が
正
義
の
利
益
の
た
め
に
打
ち
切
ら
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
、
第
二
に

の
二
点
に
わ
た
っ
て
い
る
。
被
告
人
ら
は
既
に
二
度
の
審
理
無
効

冨
広
三
与
を
受
け
て
お
り
、
本
件
は
三
度
目
の
手
続
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
審
裁
判
所
は
被
告
人
が
連
邦
に
お
い
て
同
種
の
犯
罪

再
起
訴
さ
れ
た
場
合
、
打
切
り
命
令
は
再
訴
遮
断
効
を
有
す
る
か
、

に
つ
い
て
起
訴
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
訴
追
の
打
切
り
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
正
義
の
利
益
並
び
に
検
察
官
の
暇
庇
の
ど
ち
ら
に
よ
っ

(m) 

て
も
、
裁
判
所
は
従
前
か
ら
の
訴
因
と
、
他
の
訴
因
に
つ
い
て
打
切
り
を
行
う
」
と
述
べ
て
、
検
察
側
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。
し
か
し
控

訴
部
は
、
本
件
の
救
済
は
審
理
無
効
で
充
分
で
あ
り
、
打
切
り
は
必
要
が
な
い
と
し
て
事
実
審
の
判
断
を
覆
し
た
。
さ
ら
に
本
件
が
、
デ
ュ

l

・

プ
ロ
セ
ス
が
侵
害
さ
れ
た
結
果
求
め
ら
れ
る
「
正
義
の
利
益
L

に
よ
る
打
切
り
に
至
る
ほ
ど
の
事
案
で
は
な
く
、
訴
追
は
被
告
人
の
い
か
な

る
基
本
的
な
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
て
い
る
。
第
二
の
点
に
つ
い
て
も
、
打
切
り
は
有
罪
無
罪
に
関
す
る
い
か
な
る

(m) 

見
地
も
含
ま
ず
、
被
告
人
は
「
二
重
の
危
険
」
に
つ
い
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。

本
判
例
は
打
切
り
に
関
す
る
事
案
と
し
て
は
特
徴
的
で
は
な
い
が
、
訴
追
が
打
切
り
と
な
っ
た
場
合
に
、
必
ず
し
も
二
重
の
危
険
が
発
生

し
な
い
と
の
解
釈
を
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

内

3

一
九
八
四
年
の
パ
レ
ラ
事
件

(
D⑬
)

lま

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郡
上
級
裁
判
所
が
被
告
人
に
対
す
る
禁
制
品
の
売
買
に
つ
い
て
の
A
級

重
罪
へ
の
打
切
り
申
立
て
を
認
め
ず
、
所
持
罪
の
軽
罪
に
つ
い
て
は
正
義
の
利
益
に
基
づ
き
(
部
分
的
)
打
切
り
を
認
め
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

(

問

)

(

山

川

)

郡
上
級
裁
判
所
の
ブ
ラ
ッ
ド
レ
イ
裁
判
官
の
命
令
を
、
裁
量
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
し
て
破
棄
し
た
事
案
で
あ
る
。



事
件
は
、

八
八
グ
ラ
ム
を
六
五

0
0ド
ル
で
売
っ
た
被
告
人
並
び
に
共
犯
者
に

お
と
り
捜
査
官
か
ら
コ
カ
イ
ン
の
購
入
の
申
込
を
受
け
、

対
す
る
訴
追
で
あ
る
。
被
告
人
は
三
七
才
、
初
犯
で
子
供
が
数
人
い
る
。
家
庭
が
貧
し
か
っ
た
た
め
に
八
才
か
ら
仕
事
に
出
て
お
り
、
か
つ

て
は
少
年
ク
ラ
ブ
で
活
発
に
活
動
し
て
い
た
。
成
人
し
て
か
ら
も
そ
う
し
た
活
動
を
助
け
て
い
る
。
離
婚
し
て
い
る
が
毎
週
子
供
と
会
っ
て

お
り
、
被
告
人
の
前
妻
の
兄
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
被
告
人
の
拘
禁
が
そ
う
し
た
関
係
に
「
壊
滅
的
な
影
響
」
を
も
た
ら
す
と
述
べ
て
い
る
。

事
実
審
裁
判
所
は
、

ベ
ネ
ベ
ン
ト
事
件

(
C
⑬
)
、
ベ
ル
コ
タ
事
件

(
C
⑪
)
、

オ
ニ

l
ル
事
件

(
C
⑦
)
、

デ
l
ピ
ス
事
件

(
A
①
)
、

イ
ザ
ク
ソ
ン
事
件

(
C
⑮
)
等
を
援
用
し
て
、
全
て
の
状
況
に
照
ら
す
と
拘
禁
刑
(
匂
コ
印
。
ロ
印

2
Zロ
円
巾
)
は
仕
方
が
な
い
が
、
無
期
刑

(51

(
防
)

同
】
江
田

O
ロ
B
S
こC
『

Z
P
)
は
適
当
で
は
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。

本
件
で
は
三
つ
の
訴
因
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
は
禁
制
品
売
買
に
関
す
る

A
級
重
罪
で
、
最
低
一
五
年
の
拘
禁
刑
で
あ
る
。
被
告

人
が
検
察
官
の
有
罪
答
弁
の
同
意
を
取
り
つ
け
た
場
合
、
こ
れ
は
三
年
に
減
刑
さ
れ
る
。
第
三
は
所
持
罪
で
の

A
の
二
級
重
罪
で
あ
り
一
一
一
年

の
拘
禁
刑
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
検
察
官
の
同
意
を
取
り
つ
け
て
い
た
場
合
は
、

一
年
か
ら
三
年
で
の
刑
と
な
る
。
第
二
の
訴
因
は
禁
制
品
所

刑事訴訟における手続打切り (4) 

持
の

B
級
重
罪
で
あ
り
、
同
じ
く
検
察
官
の
同
意
が
あ
れ
ば

C
級
重
罪
で
一
年
以
上
の
刑
と
さ
れ
る
。
事
実
審
裁
判
所
は
、
本
件
被
告
人
に

(
郎
)

A
級
重
罪
は
あ
ま
り
に
厳
し
す
ぎ
る
と
し
て
、
第
一
と
第
三
の
訴
因
へ
の
打
切
り
申
立
て
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
か
か
る
打
切
り
の
根
拠
と
し
て
新
基
準
を
引
用
し
、
同
「
犯
罪
の
重
大
性
」
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
重
大
な
犯
罪
だ
が
ピ
ジ
ネ

ス
街
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
多
く
の
人
々
が
こ
う
し
た
現
場
に
日
常
的
に
で
く
わ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
川
「
犯
罪
に

よ
る
被
害
」
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
が
麻
薬
取
引
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は
な
く
、
ヘ
ロ
イ
ン
ほ
ど
の
害
は
引
き
起
こ
さ
な
い
と
述
べ
る
。
川
「
有

罪
証
拠
の
利
用
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
明
白
で
あ
る
と
す
る
。
川
「
前
科
、
経
歴
等
」
に
つ
い
て
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
同
「
法

執
行
官
の
重
大
な
不
正
行
為
」
は
本
件
に
は
存
在
し
な
い
。
川
「
さ
ら
に
刑
を
科
す
こ
と
の
目
的
と
効
果
」
に
つ
い
て
、

A
級
重
罪
で
の
処

罰
は
犯
罪
に
比
し
て
重
す
ぎ
る
と
し
て
い
る
。
同
「
刑
事
司
法
制
度
へ
の
公
衆
か
ら
の
信
頼
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、

ア五

北法43(5・115)951 



説

年
の
拘
禁
刑
を
最
低
一
年
か
ら
三
年
の
刑
に
変
更
す
る
こ
と
で
か
か
る
信
頼
が
失
わ
れ
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
。
川
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

(
即
)

ィ
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
も
、

B
級
重
罪
で
訴
追
さ
れ
れ
ば
満
足
さ
れ
る
と
判
断
し
た
。

と
こ
ろ
が
控
訴
部
は
、
事
実
審
の
打
切
り
を
裁
量
の
濫
用
で
あ
る
と
判
示
し
、
破
棄
差
し
戻
し
た
。
控
訴
部
は
、
検
察
官
の
主
張
す
る
事

件
の
重
大
さ
と
、
被
告
人
の
明
ら
か
な
犯
罪
へ
の
関
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
こ
れ
ら
の
事
実
を
裁
判
所
自
身
が
認
め
て
い
る
に
も
係
わ

(
別
)

ら
ず
、
「
正
義
の
利
益
」
の
た
め
に
最
も
重
い
訴
因
を
打
ち
切
っ
た
判
断
に
は
、
ボ
イ
ヤ

l
事
件

(
D
⑤
)
で
示
さ
れ
た
や
む
を
え
な
い
要
因
、

事
情
、
情
況
の
要
請
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
被
告
人
に
前
科
が
な
い
こ
と
は
正
義
の
利
益
の
た
め
の
打
切
り
を
正
当
化
す

王子A‘
両岡

る
に
は
十
分
で
な
く
、
被
告
人
の
背
景
、
家
庭
事
情
も
通
常
の
刑
事
制
裁
か
ら
免
責
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
と
し
て
、
要
因
判
断
を
厳
し

(m) 

く
考
慮
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
被
告
人
の
滞
在
し
て
い
た
ホ
テ
ル
か
ら
発
見
さ
れ
た
弾
の
こ
め
ら
れ
た
銃
と
ヘ
ロ
イ
ン
包
装
用
の
パ
ラ
フ
エ
ル
ネ
リ
ア
紙
は
、

被
告
人
が
単
な
る
一
時
的
で
ち
ょ
っ
と
し
た
売
人
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
事
実
審
の
裁
量
を
濫
用

(
凶
)

で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

(4) 

一
九
八
二
年
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
事
件

(
D
⑪
)
に
つ
き
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
郡
上
級
裁
判
所
は
被
告
人
か
ら
の
打
切
り
申
立
て
を
再
訴
の

(

凶

)

(

川

出

)

許
可
つ
き
で
認
め
た
が
、
八
三
年
に
上
級
裁
判
所
控
訴
部
が
こ
れ
を
破
棄
、
差
し
戻
し
た
。

被
告
人
は
第
二
級
の
謀
殺
罪
で
八
一
年
一
一
一
月
三
日
に
起
訴
さ
れ
た
が
、
八
二
年
一
月
、
同
人
へ
の
公
判
は
評
決
不
成
立
の
た
め
無
効
と

な
り
、
再
公
判
が
聞
か
れ
た
。
こ
れ
が
本
件
一
審
で
あ
る
。

一
回
目
の
公
判
で
、
二
人
の
訴
追
側
証
人
が
被
告
人
に
ア
リ
バ
イ
を
提
供
し
、

無
罪
を
も
た
ら
す
答
弁
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
再
公
判
直
前
に
、
被
告
人
は
打
切
り
を
申
立
て
た
の
で
あ
る
。

事
実
審
の
認
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
被
害
者
の
死
体
は
七
九
年
五
月
一
四
日
の
午
前
九
時
四
五
分
ご
ろ
、

フ
ェ
リ

1
ポ
イ
ン
ト

公
園
で
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
通
報
者
が
一

O
時
ご
ろ
現
場
に
も
ど
る
と
、
死
体
は
少
し
離
れ
た
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の

北法43(5・116)952 



(
凶
)

下
に
隠
さ
れ
て
い
た
。
二
人
の
証
人
は
、
丁
度
同
じ
頃
に
現
場
と
は
数
マ
イ
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
で
被
告
人
と
話
を
し
て
い
た
、
と
証
言
し
て

い
る
。
彼
ら
の
証
言
は
、
職
場
で
の
タ
イ
ム
カ

l
ド
か
ら
信
用
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
証
拠
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
件
は
非
常
に
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
裁
判
所
の
態
度
で
あ
る
。
そ
し
て
い
か
な

る
事
件
が
大
陪
審
に
提
出
さ
れ
る
か
は
検
察
官
の
裁
量
に
よ
る
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
関
与
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、

(
出
)

「
裁
判
所
の
任
務
は
、
恋
意
的
な
行
政
権
の
濫
用
に
対
し
て
個
人
を
守
る
こ
と
に
あ
る
」
と
述
べ
て
、
裁
判
所
が
訴
追
の
裁
量
に
関
与
し
う

(
凶
)

る
余
地
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
事
実
審
は
、
証
拠
か
ら
み
て
事
件
が
弱
い
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
、
「
正
義
の
利
益
」
の
た
め
の
要

因
考
慮
を
全
く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

州
の
上
訴
を
受
け
た
控
訴
部
は
、
事
実
審
の
「
異
常
な
L

事
情
に
よ
る
正
義
の
利
益
に
基
づ
く
命
令
で
あ
る
と
の
見
解
を
疑
問
と
し
、
制

定
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
要
因
(
基
準
)

が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、

た
だ
裁
判
所
の
固
有
の
権
限
に
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
点
を
問
題
視
し

た
。
そ
し
て
検
察
官
の
明
白
な
不
正
行
為
が
な
い
場
合
に
、

刑事訴訟における手続打切り (4) 

命
じ
た
り
、

ア
リ
バ
イ
証
言
が
提
示
さ
れ
た
と
い
う
理
由
の
み
で
全
証
拠
を
伴
っ
た
再
訴
を

(
M
m
)
 

ま
た
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
り
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

控
訴
部
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
本
件
事
実
審
で
は
新
基
準
に
基
づ
く
事
件
の
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
裁
量
の
あ
い
ま
い
さ
を

示
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、

や
は
り
打
切
り
に
当
た
っ
て
の
「
要
因
考
慮
」

の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

同
一
九
八
七
年
の
フ
ォ
ス
タ
ー
事
件

(
D
⑬
)
は
、
八
五
年
五
月
九
日
に
第
一
級
強
盗
罪
で
の
被
告
人
へ
の
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
ク
イ
ー

ン
ズ
郡
上
級
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
控
訴
審
の
決
定
で
あ
る
。
事
実
審
の
決
定
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

控
訴
部
は
四
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
に
よ
っ
て
、
再
訴
を
認
め
る

(
他
の
大
陪
審
へ
の
起
訴
を
禁
じ
な
い
)
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴

(
即
)

追
の
打
切
り
」
を
行
っ
た
一
審
の
命
令
を
破
棄
し
、
公
判
を
再
開
す
る
よ
う
命
じ
た
。
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目見

そ
の
理
由
は
、
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
事
件

(
D
⑪
)
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
を
行
う
裁
量
は

自命

め
っ
た
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
記
録
の
審
査
に
よ
れ
ば
、
本
件
は
打
切
り
が
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
例
外
的
な
ケ

l
ス
と
は
言
え
な

(
川
)

い
か
ら
だ
と
す
る
。
と
り
わ
け
そ
の
根
拠
と
し
て
、
第
一
に
新
基
準
の
要
件
川
|
|
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
安
全
と
福
祉
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク

ト
ー
ー
に
照
ら
す
と
、
本
件
は
第
一
級
強
盗
罪
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
重
大
な
犯
罪
で
、
ま
た
銃
を
用
い
た
事
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共

の
安
全
と
い
う
利
益
(
同
町
巾
旨
定
足
印
円
三
宮
豆
呂
田
出
向
広
三
は
打
切
り
に
は
否
定
的
に
解
さ
れ
る
、

と
し
た
。
第
二
に
、
要
件
川
|
|
被
告
人

の
生
い
立
ち
、
性
格
、
環
境
|
|
に
照
ら
す
と
、
被
告
人
の
前
歴
や
性
格
は
以
前
に
有
罪
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
模
範
的
と
は
言

い
が
た
い
と
判
断
し
た
。
こ
う
し
た
や
む
を
え
な
い
事
情
を
示
す
フ
ァ
ク
タ
ー
へ
の
消
極
的
評
価
か
ら
、
「
明
ら
か
に
起
訴
に
基
づ
き
有
罪

を
科
し
た
り
訴
追
を
続
け
る
こ
と
が
:
:
:
正
義
に
反
す
る
結
果
と
な
る
」
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
と
し
て
、
事
実
審
の
判
断
を
覆
し
た
の

で
あ
っ
た
。

本
件
も
各
要
因
へ
の
判
断
が
事
実
審
、
控
訴
審
で
異
な
っ
た
典
型
的
破
棄
事
例
で
あ
り
、
特
段
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
「
や
む
を
え

な
い
事
情
」
の
存
在
を
厳
格
に
評
価
し
よ
う
と
い
う
控
訴
部
の
方
針
を
表
す
事
例
判
例
と
言
え
よ
う
。

同
一
九
八
六
年
の
デ
イ
ツ
グ
ス
事
件

(
D
⑬
)
で
は
、
一
九
八
五
年
八
月
一
一
一
一
日
に
、
第
二
級
強
盗
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
被
告
人
に

(
凶
)

対
す
る
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郡
上
級
裁
判
所
の
シ
ョ

I
タ
l
裁
判
官
の
命
令
を
、
上
級
裁
判
所
第
二
控
訴
部
が
破
棄
差
し
戻

(
別
)

し
た
。被

告
人
ら
は
、

一
九
八
一
年
一
一
月
二
七
日
午
前
一
時
頃
、
地
下
鉄
で
人
を
襲
っ
た
疑
い
に
基
づ
き
、
刑
法
一
六

0
・一

O
条
「
二
級
強

盗
罪
」
で
大
陪
審
か
ら
起
訴
さ
れ
て
い
た
。
被
害
者
の
ベ
ン
・
シ
オ
ン
・
タ
ル
タ
ッ
ク
は
一
一
一
歳
の

(
ユ
ダ
ヤ
教
の
)

ラ
ピ
に
な
る
た
め
の

学
生
で
、
帰
宅
の
た
め
地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、

ほ
と
ん
ど
空
の
車
両
の
中
で
被
告
人
ら
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。
被
告
人
の
仲
間

の
一
人
が
タ
ル
タ
ッ
ク
に
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
が
、
彼
は
無
視
し
て
い
た
。
そ
こ
で
被
告
人
は
彼
を
こ
ず
き
、
ち
ゃ
ん
と
聴
く
よ
う
に
言
っ
た
。
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数
分
後
彼
ら
は
立
ち
去
っ
た
が
、

ま
た
戻
っ
て
き
て
今
度
は
タ
ル
タ
y

ク
の
両
隣
に
座
っ
た
。
そ
し
て
同
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
ソ
ッ
ク
ス
の
ま

わ
り
を
探
り
始
め
、
「
じ
ろ
じ
ろ
見
る
な
」
と
一
言
っ
て
タ
ル
タ
ッ
ク
を
な
ぐ
っ
た
。
そ
の
後
彼
ら
は
同
人
の
コ

l
ト
と
時
計
を
取
り
、
逃
げ

去
っ
た
。
彼
は
犯
人
を
追
跡
し
な
か
っ
た
が
、
地
下
鉄
の
職
員
と
警
察
に
通
報
し
て
い
る
。
五
分
ほ
ど
後
に
、
被
告
人
ら
は
別
の
男
性
を
別

の
場
所
で
襲
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
捕
ま
え
た
警
察
が
タ
ル
タ
ッ
ク
の
コ

l
ト
と
時
計
を
同
時
に
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
タ
ル

(
阻
)

タ
ッ
ク
に
よ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
確
認
さ
れ
た
の
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

別
件
の
強
盗
に
関
す
る
公
判
で
、
被
告
人
は
六

O
日
の
拘
禁
と
四
年
一

0
ヵ
月
の
プ
ロ
ベ

l
シ
ョ
ン
と
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
分
離
公

判
の
本
件
で
、
事
実
審
は
強
い
有
罪
証
拠
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一一一

0
・
四

O
条
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
が
弱
い
関
与
し

か
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
重
大
な
害
悪
を
引
き
起
こ
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
同
人
の
個
人
的
な
背
景
、
神
経
質
な
宗
教
的
感
情
か
ら
、
刑

を
科
す
こ
と
が
同
人
の
援
助
に
な
ら
な
い
、
と
判
断
し
て
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
控
訴
部
は
こ
れ
に
賛
成
せ
ず
、

ま
ず
、
前
歴
が
な
い
こ
と
、
特
別
な
背
景
が
あ
る
こ
と
、

と
い
う
基
準
に
該
当
す
る
事
実
だ

刑事訴訟における手続打切り (4) 

け
で
は
打
切
り
を
正
当
化
し
な
い
と
い
う
先
例
パ
レ
ラ
事
件

(
D
⑬
)

な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

を
引
用
し
、
記
録
に
鑑
み
て
も
、
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
が
存
し

(
い
や
が
ら
せ
)

に
始
ま
る
強
盗
は
、
地
下
鉄
の
中
で
は
特
に
重
大
な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
、
被
告
人
は
被
害
者

そ
し
て
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
暴
行
を
加
え
て
お
り
、
「
積
極
的
に
」
に
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
宗
教
的
な
感
情
は
本
件
で
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
な

い
と
も
断
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
数
分
後
に
起
き
た
別
の
、

し
か
し
全
く
同
様
の
強
盗
事
件
を
被
告
人
ら
が
引
き
起
こ
し
た
事
実
か
ら
、
本
件

固
有
の
事
情
と
し
て
宗
教
的
感
情
が
存
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

最
終
的
に
、
本
件
打
切
り
は
刑
事
司
法
制
度
へ
の
信
頼
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
人
々
か
ら
こ
う
し

た
公
共
の
交
通
手
段
で
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
強
く
、
同
種
の

(
し
ば
し
ば
頻
発
す
る
)
事
案
に
対
し
て
重
い
処
罰
が
望
ま
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5見

れ
て
い
る
と
い
う
一
般
予
防
的
見
地
が
強
調
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
特
別
予
防
の
観
点
か
ら
も
打
切
り
が
適
当
で
な
い
と
考
え
ら

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

マ
ー
フ
ィ
ー
裁
判
官
ら
四
人
全
員
一
致
の
意
見
は
、
こ
う
し
た
事
情
で
は
二
一

0
・
四

O
条
の
非
常
に
繊
細
な
パ
ラ

言命

ン
シ
ン
グ
の
程
度
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
結
論
付
け
、
事
実
審
が
裁
量
を
濫
用
し
た
、

(
印
)

い
る
。

と
し
て
量
刑
の
た
め
に
破
棄
、
差
戻
し
を
命
じ
て

的

も

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

郡

上

級

裁

判

所

の

ゴ

l
ル
ト
裁
判
官
の
訴
追
の
打
ち
切
り
命
令
を
、

(
邸
)

第
一
控
訴
部
が
サ
リ
パ
ン
裁
判
官
以
下
五
人
全
員
一
致
で
破
棄
、
差
し
戻
し
た
事
案
で
あ
る
。

被
告
人
は
三
級
禁
制
品
売
買
と
所
持
罪
で
起
訴
さ
れ
た
が
、
事
実
審
で
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
を
申
し
立
て
、

一
九
八
九
年
の
ハ
ワ

l
ド
事
件

(
D
⑫
)

一
九
八
七

年
五
月
二
八
日
に
打
切
り
が
認
め
ら
れ
た
。
同
人
は
八
六
年
一
月
七
日
に
お
と
り
捜
査
官
に
コ
カ
イ
ン
二
ぴ
ん
を
売
っ
た
と
こ
ろ
を
逮
捕
さ

れ
、
差
押
に
よ
っ
て
さ
ら
に
七
個
の
ぴ
ん
が
押
収
さ
れ
た
。
ま
た
共
犯
者
が
百
個
も
の
び
ん
を
所
有
し
て
い
た
の
も
見
つ
か
っ
た
。
公
判
を

前
に
釈
放
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
同
人
は
再
ぴ
一
九
八
六
年
二
月
一
一
一
日
に
お
と
り
捜
査
官
に
百
個
を
、
四
月
一
六
日
に
は
八
百
個
を
売
り
つ
け

て
い
る
。
そ
こ
で
合
衆
国
地
方
裁
判
所
に
後
の
二
件
に
つ
き
起
訴
さ
れ
、
有
罪
の
答
弁
に
よ
り
、
二
年
の
拘
禁
刑
、
六
ヵ
月
の
パ
ロ

1
ル
と

(
胤
)

五
十
ド
ル
の
罰
金
刑
を
受
け
た
。
事
実
審
は
量
刑
が
す
で
に
「
十
分
過
ぎ
る
」
こ
と
が
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
に
当
た
る
と
判
断
し
、
打

切
り
を
認
め
て
い
る
が
、
控
訴
部
は
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。

控
訴
部
は
、
三
回
の
犯
行
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
完
全
に
別
の
機
会
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
二
重
の
危
険
が
発
生
し
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
続
い
て
、
二
一

0
・
四

O
条
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
に
し
た
が
っ
て
以
下
の
よ
う
に
要
因
判
断
を
行
っ
た
。
川
内
「
犯
行

の
重
大
性
と
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
本
件
犯
行
が
中
学
校
が
存
在
す
る
地
域
内
で
の
個
人
的
な
コ
カ
イ
ン
の
売
買
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

「
麻
薬
の
売
買
は
、
非
常
に
高
い
ラ
ン
ク
の
犯
罪
」
で
あ
る
こ
と
、
川
「
有
罪
証
拠
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
問
題
な
い
こ
と
、

を
示
し
た
。
被
告
人
は
一
九
八
四
年
に
も
同
じ
犯
罪
で
有
罪
答
弁
を
行
っ
て
お
り
、
二
年
後
に
、

し
か
も
宣
誓
に
よ
る
釈
放
中
に
犯
行
を
犯
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し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
川
「
被
告
人
の
前
歴
、
性
格
、
状
況
」
要
因
に
照
ら
し
た
場
合
、
評
価
さ
れ
な
い
。
ま
た
本
件
で
は
同
「
法

執
行
官
の
不
正
行
為
」
が
介
在
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
裁
判
所
が
合
衆
国
裁
判
所
と
別
に
刑
を
科
す
「
目
的
」
は
明
ら
か
に
有
効
で
あ
り
、
「
効
果
」
は
彼
の
犯

罪
歴
に
照
ら
す
と
十
分
に
あ
る
、
と
し
て
川
「
刑
の
目
的
と
効
果
」
の
存
在
を
確
認
し
た
。
以
上
の
検
討
に
従
い
、
訴
追
の
打
切
り
が
倒
「
刑

事
司
法
制
度
へ
の
公
衆
の
信
頼
に
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
、
川
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
全
と
福
祉
」
に
対
し
て
も
同
様
に
危

(
郎
)

険
を
与
え
て
し
ま
う
、
と
の
結
論
を
示
し
て
い
る
。

本
件
の
争
点
は
実
質
的
に
他
事
件
量
刑
の
勘
案
い
か
ん
に
あ
る
。
た
し
か
に
、

一
九
四
六
年
の
ワ
イ
ス
事
件

(
A
⑨
)
で
は
他
裁
判
所
で

の
事
件
の
継
続
を
理
由
に
訴
追
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
仮
釈
放
の
条
件
の
関
係
上
、
他
事
件
の
訴
追
が
継
続
し
て
い
る
と
被

告
人
に
は
絶
対
に
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
り
、
特
別
予
防
的
配
慮
に
基
づ
い
た
事
案
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
本
件

で
は
、
こ
の
ワ
イ
ス
事
件
に
相
当
す
る
よ
う
な
特
殊
事
情
を
弁
護
側
は
提
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
他
事
件
考
慮
の
限
界
が
示
さ
れ

刑事訴訟における手続打切り (4) 

た
事
例
判
例
と
し
て
の
本
件
の
意
味
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

則
一
九
八
八
年
五
月
二
三
日
に
オ
ル
テ
ィ
ッ
ツ
事
件
に
つ
い
て
ク
イ
ー
ン
ズ
郡
上
級
裁
判
所
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
裁
判
官
が
出
し
た
打
ち
(
邸
)

切
り
命
令
に
つ
き
、
一
九
八
九
年
七
月
三
一
目
、
上
級
裁
判
所
第
二
控
訴
部
は
四
人
全
員
一
致
に
よ
り
こ
れ
を
破
棄
、
差
し
戻
し
た

(
D
⑫
)
。

被
告
人
は
二
級
の
禁
制
品
売
買
、
他
三
級
同
所
持
罪
な
ど
に
つ
き
起
訴
さ
れ
て
い
た
が
、
事
実
審
で
は
被
告
人
が
一
四
歳
か
ら
麻
薬
お
よ

び
ア
ル
コ
ー
ル
の
常
用
者
で
あ
っ
た
こ
と

北j去43(5・121)957

(
た
だ
し
犯
行
時
の
年
令
は
判
文
か
ら
は
不
詳
)
、
「
遊
び
半
分
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
正
義

の
増
進
の
た
め
に
訴
追
を
打
切
っ
た
。
し
か
し
控
訴
部
は
、
本
件
事
案
で
は
未
だ
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
を
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
事
実

審
に
裁
量
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
結
論
を
導
く
に
当
た
っ
て
、
同
部
は
以
下
の
よ
う
に
一
一
一

0
・
四

O
条
に
定
め
ら
れ

た
基
準
に
し
た
が
っ
て
裁
量
の
当
否
を
検
討
し
て
い
る
。



説

ま
ず
、
同
「
犯
行
の
重
大
性
、
状
況
」
に
つ
き
、
被
告
人
が
相
当
の
電
気
的
な
道
具
類
を
備
え
て
お
り
、

コ
カ
イ
ン
八
分
の
七
オ
ン
ス
を

千
ド
ル
で
売
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
別
の
コ
カ
イ
ン
が
同
人
の
自
動
車
か
ら
見
つ
か
っ
た
事
実
な
ど
を
勘
案
し
た
。
川
「
被
告
人
の
前
歴
、
性

雪t>.
ロ岡

格
、
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
同
人
が
無
線
呼
出
し
装
置
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
と
、
と
て
も
彼
が
「
麻
薬
の
素
人
」
に
は
見
え
な
い

と
す
る
。
ま
た
、
打
切
り
申
立
て
後
に
参
加
し
て
い
る
「
麻
薬
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
進
展
は
、
必
ず
し
も
川
「
刑
を

科
す
目
的
と
効
果
」
が
な
い
と
い
う
結
論
を
導
く
に
は
十
分
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
、
訴
追
と
有
罪
が
「
不
当
な
結
果
を
招
く
」
こ
と

(
即
)

は
な
い
と
し
た
。

頻
発
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
麻
薬
犯
罪
に
関
し
て
、
裁
判
所
は
大
量
の
犯
罪
者
を
前
に
ま
さ
に
パ
ン
ク
状
態
に
あ
る
、

と
言
わ
れ
て
久
し

ぃ
。
こ
う
し
た
事
態
で
は
事
実
審
裁
判
所
が
慎
重
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追
の
打
切
り
」
規
定
の
実
施
に
臨
時
践

し
て
い
る
余
裕
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
種
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
中
間
上
訴
裁
判
所
が
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
の
厳
格
な
審
査
を
行
い
、

よ
ほ
ど
の
特
殊
事
情
が
な
け
れ
ば
打
切
り
が
認
め
ら
れ
ぬ
よ
う
実
務
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
件
一
審
に
お
い
て
打
切
り
命
令
を
行
な
っ
た
ク
イ
ー
ン
ズ
郡
上
級
裁
判
所
の
フ
リ
ー
ド
マ
ン
裁
判
官
は
、

一
九
八
七
年
二
月
一

一
日
の
チ
レ
ッ
リ
事
件
、

一
九
八
七
年
三
月
二
六
日
の
サ
リ
パ
ン
事
件
、

一
九
八
八
年
八
月
八
日
の
ム

l
ア
事
件
に
お
い
て
説
明
な
し
に
訴

(
邸
)

追
を
打
ち
切
る
命
令
を
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
案
は
全
て
控
訴
部
に
お
い
て
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
右
ム

l
ア
事
件
に
至
っ
て
は
、
モ

1
レ

ン
裁
判
長
以
下
回
人
全
員
一
致
の
破
棄
差
戻
し
判
決
の
中
で
、
「
こ
の
事
実
審
判
事
は
、
最
近
こ
の

〔
裁
判
所
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
調
整
の
た

め
と
い
う
〕
理
由
で
二
件
の
事
件
を
打
ち
切
っ
て
い
る
が
、
我
々
は
今
後
こ
の
種
の
決
定
に
対
し
て
強
く
注
意
を
促
し
て
お
く
L

(

傍
線
筆
者
)

(
即
)

と
い
う
か
な
り
厳
し
い
指
摘
を
受
け
て
お
り
、
打
切
り
命
令
を
「
固
有
権
」
に
基
づ
い
て
広
く
行
使
す
る
フ
リ
ー
ド
マ
ン
裁
判
官
と
、
制
定

法
上
の
権
限
の
な
い
場
合
に
は
打
切
り
を
認
め
ず
、
固
有
の
権
限
を
否
定
す
る
控
訴
部
レ
ベ
ル
と
の
見
解
の
明
ら
か
な
対
立
が
見
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
右
チ
レ
ッ
リ
事
件
に
お
い
て
も
第
二
控
訴
部
は
ト
ン
プ
ソ
ン
裁
判
長
以
下
全
員
一
致
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

北j去43(5・122)958



「
C
P
L
一一一

0
・
二

O
条
一
一
項
は
明
確
に
列
挙
さ
れ
た
理
由
で
訴
追
の
打
切
り
を
認
め
て
い
る
。
(
叱
)
れ
ら
の
理
由
は
全
て
を
包
括
し
た
も
の

で
あ
り
、
不
訴
追
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
調
整
な
ど
〔
の
理
由
を
〕
含
ん
で
は
い
な
い
(
ダ
グ
ラ
ス
事
件
参
照
)
。
〔
し
た
が
っ
て
〕
刑
事
裁
判
所
は
訴

追
の
遅
延
の
た
め
に
刑
事
訴
追
を
打
ち
切
る
閤
有
の
権
限

(
E
Z『
S
E
E
S
-コ
ミ
)
を
持
っ
て
い
な
い
。

-
ま
た
二
一

0
・
四

O
条
一
項
は
、
な
ん
ら
か
の
や
む
を
え
な
い
事
情
が
存
在
し
、
打
切
り
が
妥
当
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に
考
慮
さ

れ
る
十
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
示
し
た
場
合
に
訳
)
「
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
」
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
裁
判
所
が
記
録
に
お
い
て
打

切
り
の
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
」

こ
の
よ
う
に
、
二
一

0
・
四

O
条
一
項
川
の
包
括
的
な
「
そ
の
ほ
か
打
切
り
を
認
め
る
に
足
る
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
」
と
い
う
規

定
が
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
固
有
権
的
な
解
釈
を
判
例
は
消
極
的
に
解
す
る
傾
向
に
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

聞

な

ら

び

に

一

般

取

引

法

(

の

g
R巴
∞

5
5
2∞
E
三
三
五
二
|
同
六
条
(
担
保
売
買
の

詐
欺
)
、
同
法
三
五
九
条
(
連
鎖
講
商
法
)
違
反
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
に
対
す
る
訴
追
を
打
ち
切
っ
た
オ
ノ
ン
ダ
ガ
郡
裁
判
所
の
決
定
を

(
問
)

上
級
裁
判
所
第
四
控
訴
部
が
破
棄
し
た
一
九
八
九
年
の
リ
チ
エ
ッ
リ
事
件

(
D
⑫
)
は
、
経
済
犯
罪
が
対
象
と
さ
れ
た
珍
し
い
事
案
で
あ
る
。

刑
法
一
九

0
・
六
五
条
(
第
一
級
詐
欺
罪
)

刑事訴訟における手続打切り (4) 

被
告
人
は
「
飛
行
機
計
画

E
-
q
z
R
問
白
呂
町
ご
と
呼
ば
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
計
画
か
ら
利
益
を
得
ょ
う
と
し
た
。
計
画
に
よ
れ
ば
、
個
々

の
「
飛
行
機
」
に
は
、
八
人
の
「
乗
客
」
と
、
四
人
の
「
添
乗
員
」
、
二
人
の
寸
副
操
縦
士
」
そ
し
て
一
人
の
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
が
乗
る
。

新
し
い
参
加
者
は
二
二

0
0ド
ル
を
支
払
い
、
「
乗
客
」
に
な
る
。
も
し
二
人
の
参
加
者
を
集
め
て
き
た
場
合
に
は
、
新
し
い
「
飛
行
機
」

が
出
来
、
自
分
は
「
添
乗
員
」
や
「
副
操
縦
士
」
に
な
れ
る
。
最
終
的
に
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
に
な
っ
た
ば
あ
い
に
は
、
八
人
の
「
乗
客
」
の

(
問
)

投
資
総
額
一
万
七
六

0
0ド
ル
が
受
け
取
れ
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
日
本
で
い
う
「
無
限
連
鎖
講
」
と
同
じ
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

北法43(5・123)959

控
訴
部
は
二
一

0
・
四

O
条
の
各
基
準
に
鑑
み
る
と
「
基
本
的
な
正
義
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、

ま
れ
な
状
況
」
で
は

な
い
と
の
結
論
を
デ
ィ
ロ
ン
裁
判
長
以
下
五
人
全
員
一
致
に
よ
っ
て
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
記
録
に
照
ら
し
て
基
準
を
検
討
す
る
と
、
制
「
犯

め
っ
た
に
な
い
、

罪
の
重
大
性
、
状
況
」
に
つ
い
て
は
訴
追
事
実
は
重
罪
で
あ
り
こ
う
し
た
犯
罪
は
重
大
な
犯
罪
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
件
行
為
が



E見

法
に
反
す
る
と
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
同
人
の
主
張
は
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
。
川
「
犯
行
の
被
害
」
に
つ
い
て
、
こ
の
不
法
な

行
為
か
ら
生
じ
る
害
悪
が
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
計
画
が
、
私
的
な
悪
事
で
は
な
い
と
の
認
識
を
抱
い

吾ム
側四

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
社
会
全
て
に
対
す
る
公
的
な
行
為
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
点
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
川

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
要
因
に
触
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
被
告
人
に
前
科
が
な
い
こ
と
か
ら
、
川
「
被
告
人
の
前
歴
、

性
格
、
情
況
」
要
件
が
積
極
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
こ
れ
の
み
が
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
を
形
成
し
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
最

(
山
川
)

後
に
例
「
法
執
行
官
の
不
正
行
為
」
に
あ
た
る
よ
う
な
事
実
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

本
件
は
一
般
の
暴
力
犯
罪
、
麻
薬
犯
罪
な
ど
と
は
異
な
る
経
済
犯
罪
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
同
種
の
事
案
で
寸
正
義
の
増
進
の
た
め
の
訴
追

の
打
切
り
」
の
可
否
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
、
先
例
と
し
て
貴
重
な
ケ

l
ス
と
な
ろ
う
。
結
論
的
に
は
、
非
犯
罪
化

な
ど
の
主
張
も
見
ら
れ
る
こ
の
種
の
事
案
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
軽
微
性
」
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
社
会
的
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
打

切
り
相
当
と
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
こ
う
し
た
事
件
で
、

た
と
え
ば
単
な
る
「
乗
客
」
な
い
し
「
添
乗
員
」

ク
ラ
ス

の
訴
追
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
は
た
し
て
計
画
の
首
謀
者
な
い
し
は
企
画
者
の
み
に
訴
追
が
限
ら
れ
る
か
は
不
明
な
た
め
、
犯
罪

類
型
と
し
て
打
切
り
が
不
相
当
の
事
案
で
あ
る
と
容
易
に
言
う
こ
と
は
出
来
ま
い
。

四

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
容
の
打
切
り
申
立
て
却
下
が
支
持
さ
れ
た
事
例

一
九
八
六
年
の
ロ
ン
グ
ウ
ッ
ド
事
件

(
D
⑫
)
は
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

l
郡
裁
判
所
が
第
一
級
の
姓
物
所
持
罪
お
よ
び
第
二
級
の

重
窃
盗
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
か
ら
の
打
切
り
申
立
て
を
却
下
し
た
こ
と
に
対
す
る
上
訴
事
件
で
あ
る
が
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
事
実

(
市
川
)

審
の
判
断
を
支
持
し
た
。

被
告
人
は
、

八

O
年
六
月
一
五
日
、
九
月
一
三
日
、

一
O
月
一
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
お
と
り
捜
査
に
か
か
っ
た
。
そ
し
て
、
六
月
と
一

O
月

北法43(5・124)960 



の
件
に
つ
い
て
は
「
わ
な
の
抗
弁
」
に
よ
っ
て
無
罪
と
さ
れ
、
九
月
の
件
に
つ
き
有
罪
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
九
月
の
「
わ
な
」

も
警
察
官
の
不
正
行
為
で
あ
る
と
し
て
申
立
て
を
行
っ
た
が
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
九
月
の
売
買
を
め
ぐ
る
状
況
証
拠
は
、

か
か
る
申
立
て

の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
却
下
し
た
。
被
告
人
側
は
こ
の
却
下
決
定
に
つ
き
、
裁
量
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
し
て
控
訴
し
た

が
、
控
訴
部
は
一
審
認
定
に
誤
り
は
な
く
、
本
件
上
訴
は
「
正
義
の
利
益
に
基
づ
く
破
棄
(
四
七

0
・
一
五
条
ご
に
あ
た
ら
な
い
と
判
断
し
、

(
蹴
)

控
訴
を
棄
却
し
た
。

山
一
九
八
四
年
の
シ
ュ
レ
ッ
セ
ル
事
件

(
D
@
)
は
、
サ
フ
ォ
ー
ク
郡
裁
判
所
に
お
い
て
第
一
級
の
性
犯
罪
で
有
罪
と
さ
れ
た
被
告
人

が
上
訴
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
、
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
を
却
下
し
た
事
実
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
っ
た
と
し

(
閉
山
)

て
一
審
判
断
を
支
持
し
た
。

被
告
人
は
有
罪
答
弁
の
結
果
、

八
一
年
一
一
月
五
日
に
第
一
級
の
性
犯
罪
で
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
。
公
訴
事
実
は
八

O
年
一

O
月
二
七
日

に
強
姦
を
犯
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
被
告
人
は
一
一
一

0
・
囚

O
条
に
よ
る
打
切
り
を
求
め
た
。
事
実
審
は
こ
れ
を
八
一
年
八
月
七

刑事訴訟における手続打切り (4)

日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
で
却
下
し
て
い
る
。
同
人
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
な
し
に
却
下
を
す
る
こ
と
は
手
続
上
暇
抗
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
て

上
訴
し
た
が
、
控
訴
部
は
「
制
定
法
に
よ
れ
ば
、

二
一

0
・
二

O
条
の
打
切
り
申
立
て
は
、

H

申
立
て
書
面
か
ら
い
か
な
る
理
由
も
示
し
え

な
い
場
合
は
d

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
し
で
も
却
下
さ
れ
う
る
」
と
述
べ
、
本
件
で
も
、
「
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
」
の
存
在
が
「
一

(
山
間
)

ま
ず
被
告
人
側
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

応
の
蓋
然
性
あ
り
(
℃
コ
呂
田
町
釦
門
戸
巾
)
」
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
は
、

(m) 

そ
し
て
本
件
で
は
、
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
が
裁
量
を
濫
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
根
拠
は
見
出
せ
な
い
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
要
を
め
ぐ
る
判
断
は
少
な
い
た
め
、
本
件
判
決
が
示
す
よ
う
に
、
事
実
審
が
「
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
の
蓋
然

性
が
な
い
」
と
認
め
た
際
に
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
権
利
と
し
て
当
然
要
求
し
う
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
「
訴
追

の
打
切
り
」
手
続
を
め
ぐ
る
先
例
と
し
て
の
意
味
は
大
き
い
と
一
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

北i去43(5・125)961 



説

五

上
訴
審
に
よ
っ
て
事
実
容
の
打
切
り
却
下
が
破
棄
さ
れ
た
事
例

一
九
八
一
年
の
ヒ
ル
シ
ュ
事
件

(
D
@
)

で
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
、

エ
リ

l
郡
裁
判
所
が
三
級
の
禁
制
品
所
持
罪
等
で
起
訴
さ
れ

言命

た
被
告
人
に
対
す
る
有
罪
を
破
棄
し
、
あ
る
特
定
の
状
況
の
も
と
で
訴
追
の
打
切
り
を
事
実
審
が
拒
否
す
る
こ
と
は
、
裁
量
の
濫
用
と
な
る

(m) 

旨
を
判
示
し
た
。

被
告
人
は
、
刑
法
二
二

0
・
四
三
条
一
項
違
反
の
禁
制
品
の
売
買
、
同
二
二

0
・
一
八
条
一
項
違
反
の
禁
制
品
の
売
買
に
よ
っ
て
訴
追
を

受
け
て
い
た
。
本
件
は
被
告
人
の
初
め
て
の
麻
薬
犯
罪
に
関
す
る
関
与
で
あ
り
、
逮
捕
歴
は
な
い
。
同
人
は
大
学
を
ま
じ
め
に
卒
業
し
て
お

(m) 

り
、
新
聞
記
者
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
保
釈
後
、
自
発
的
に
連
邦
な
ら
び
に
州
に
協
力
し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

本
件
は
事
実
審
に
お
い
て
打
切
り
の
申
立
て
が
却
下
さ
れ
、
迅
速
裁
判
権
の
侵
害
に
基
づ
く
打
切
り
申
立
て
も
却
下
さ
れ
、

そ
し
て
有
罪

答
弁
の
代
償
と
し
て
、
禁
制
品
の
所
持
罪
で
有
罪
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
控
訴
部
は
、
証
拠
に
問
題
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
記
録
上
打
切
り
を
し
な
い
こ
と
が
不
正
と
な
る
よ
う
な
要
素
が
あ
れ
ば
、
事
実
審
は
訴
追
を
打
ち
切
る
べ
き
で
あ
る
と
判
示
し
た
の
で
(
山
)

あ
っ
た
。
ま
た
、
特
に
事
実
審
が
検
察
、
弁
護
問
で
の
記
録
に
現
れ
て
い
な
い
「
内
密
の
了
解
」
を
不
当
に
無
視
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

か
か
る
逆
転
決
定
は
類
似
事
例
が
少
な
く
、
一
般
に
打
切
り
に
消
極
的
判
断
を
示
す
上
訴
審
が
多
い
中
で
、
注
目
す
べ
き
判
決
で
あ
ろ
う
o

nr
“
 

一
九
八
四
年
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
は
ベ
イ
カ

l
事
件

(
D
⑫
)
に
お
い
て
、

ソ
ド
ミ

l
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
か
ら
の
打
切
り

(
閃
)

申
立
て
を
却
下
し
た
モ
ン
ロ
ー
群
上
級
裁
判
所
の
判
断
を
軽
率
で
あ
っ
た
と
し
て
破
棄
し
、
打
切
り
を
認
め
た
。
さ
ら
に
翌
年
、
ニ
ュ

l
ヨ
l

(
別
)

上
告
を
棄
却
し
、
打
切
り
命
令
を
確
定
さ
せ
て
い
る
。

ク
州
最
高
裁
判
所
は
、
本
件
上
告
審
に
お
い
て
検
察
側
の
主
張
を
退
け
、

事
案
は
、
被
告
人
が

Y
M
C
A
の
シ
ャ
ワ
ー
ル

l
ム
で
、
二
人
の
少
年
に
ソ
ド
ミ

l
行
為
を
働
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
を
担

当
し
た
検
事
補
が
補
強
証
人
の
継
母
で
あ
り
、
被
害
者
の
二
人
の
少
年
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
が
正
義
の
利
益
の
た
め

に
打
切
り
を
申
し
立
て
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
事
実
審
は
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
が
、
上
訴
審
は
か
か
る
裁
量
を
軽
率
で
あ
っ
た
と
判
示
し
た
。

北法43(5・126)962



ま
ず
控
訴
部
は
、
本
件
で
実
質
的
な
不
利
益
が
発
生
し
た
か
否
か
は
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
上
で
以
下
の
点
を
打
切
り
の
根
拠
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
検
察
官
の
役
割
は
単
に
有
罪
を
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
刑
事
司
法
制
度
に
公
衆
の
信
頼
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
か

ら
、
か
か
る
機
能
を
満
た
す
た
め
に
は
、
不
適
切
な
事
態
(
名
目

v
g
Eロ円
m

O

『
百
円
】
『
毛
ヱ
丘
三
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
点
は
、

(
市
)

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
の
倫
理
規
範
や
報
告
書
が
参
考
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
陪
審
に
本
件
を
再
提
示
す
る
こ
と
を
認
め
て

(m) 

な
し
)
訴
追
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。

(
再
訴
禁
止
効

州
側
の
上
告
を
受
け
た
最
高
裁
判
所
も
、
控
訴
部
の
判
決
は
上
訴
規
定
の
管
轄
に
従
っ
て
お
り
(
四
五

0
・
九

O
条
山
川
)
、
問
題
は
な

(
問
)

い
と
判
断
し
、
右
上
訴
審
の
逆
転
打
切
り
決
定
を
支
持
し
た
。
こ
れ
は
、
事
実
審
の
打
切
り
申
立
て
却
下
決
定
を
上
級
審
で
覆
し
た
数
少
な

い
事
例
で
あ
り
、
最
高
裁
判
所
が
上
訴
審
で
の
審
査
の
適
正
さ
を
認
め
た
点
に
意
義
を
有
す
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
七
九
年

改
正
の
意
図
は
主
に
、
「
上
級
審
に
よ
る
審
査
」
が
(
申
立
て
を
安
易
に
認
め
過
ぎ
る
)
事
実
審
へ
の
統
制
と
し
て
働
く
と
い
う
点
に
あ
っ

そ
こ
に
は
打
切
り
に
消
極
的
な
姿
勢
が
現
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
上
級
審
の
制
限
的
な
方
向
に
対
し
て
、
本
判

た
の
で
あ
り
、

刑事訴訟における手続打切り (4) 

決
は
全
く
逆
の
方
向
に
働
く
よ
う
な
二
一

0
・
四

O
条
に
関
す
る
弾
力
的
な
審
査
を
可
能
に
し
た
、
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
の
よ
う
に
、
事
実
審
の
打
切
り
申
立
て
に
対
す
る
判
断
が
適
正
に
上
訴
審
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
事
案
が
出
て
き
た
こ
と
は
、

七
九
年
の
改
正
以
後
、

よ
う
や
く
判
例
が
二
疋
の
秩
序
を
持
ち
始
め
た
現
れ
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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論説

〈判例表 D) 80年代の軽罪および重罪(・上控訴/"最高裁判決〉

判例番号 ケース名 罪 種 可否 理 出 裁 半。 所

① ヨセ7 (1980) 軽罪・公然わ 可 • A C D手続に検察 ウエストチェスター
いせつ、ソド が課した条件は不 郡グリーンベルグ町
、、、一 当 裁判所

@ コールマン(1983) 軽罪・公衆衛 可 -クライテリアに合 ナッソー郡地区裁判
生法 致 所

-刑罰はこっけいに

なる

① パチェティ (1982) 軽罪・酪目T運 -要件に満たない ナッソー郡地区裁判

転 -インパクト大きい 所

@ ベーンケ (1988) 軽罪・売春斡 否 • r被害」あり NY市刑事裁判所
旋

① ボイヤー 軽罪・児童扶 可 -家裁の管轄へ シラキュース市裁判

事実審(1980) 養義務慨怠罪 所

-上訴審(1981) 否 -管轄違反 オノンダガ郡裁判所

"最高裁(1983) -事実審に濫用無し NY州最高裁判所

@ ユーパンクス 軽罪・不法な 否 -弁護人選任権の侵 控訴部/一審・ NY
. (1982) 保険の交付 害はない 市刑事裁判所

① ラデイック 軽罪・暴行、 否 -被告人への不平等 控訴部/一審・クイ
. (1981) 脅迫 な取扱は合法 ーンズ郡上級裁判所

@ ケリー . (1981) 軽罪・飲酒運 百 -公衆に対する脅威 控訴部/一審・サフ
がある オーク郡上級

@ カマルゴ (1986) 重罪・禁制品 -被告人はエイズに ブロンクス郡上級裁

所持・売買 感染し死が近い 判所

⑩ プルックス(1988) 重罪・強盗、 -刑の効果なし、最 キングス郡上級裁判

窃盗 低刑期も必要なし 所 l

⑪ ヴエッチオ(1987) 重罪・禁制品 可 • 17歳の少年への治 クイーンズ郡上級裁|
売買 療プログラム参加 判所

のため

⑫ ヤコプ (1980) 重罪・暴行、 -正義は刑事罰を求 NY郡上級裁判所 | 
過失危険罪 めていない(新基

準)

⑪デラニー・(1981) 重罪・不明 -検察官の約束の不 控訴部/一審・キン

履行は公衆に対す グス郡上級裁判

る実質的不正を構

成する

⑪ インスイグナーズ 重罪・禁制品 -留置場でのソドミ NY郡上級裁判所
事実審(1983) 売買 ーの被害は異常な

刑罰にあたる
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刑事訴訟における手続打切り(4 ) 

-上訴審(1985) 否 -被害の事実の立証 控訴部

ができない。あっ

たとしても事情と

は認定できない

⑬ザガ1)ー/ 重罪・禁制l品 否 -審理無効でよい 控訴部/一審・キン
. (1980) 冗古貝回 グス郡上級裁判所

⑬バレラ 重罪・禁制品 可 -重罪は不適当、軽 NY郡上級裁判所
事実審(1983) 古冗貝閏 罪のみの認定

-上訴審(1984) 否 -やむをえない事情 控訴部
ない

@ 7')ードマン 重罪・謀殺罪 可 -恋意的な裁量から プロンクス郡上級裁

事実審(1982) 被告人を守るため 判所

-上訴審(1983) 否 -新基準への判断が
ない 控訴部

異常な事情の存在

なし

⑬ フォスター(1987) 重罪・一級強 庁E=I -重大な犯罪 控訴部/一審・クイ

盗 ーンズ郡上級裁判所

⑬ デイッグス 重罪・二級強 耳ιュ、 -やむをえない事情 控訴部/一審'NY
ー(1986) 盗 なし 郡上級裁判所

⑫ハワード・(1989) 重罪・禁市Ij品 否 -コミュニティに危 控訴部/一審・ NY
売買、所持 険 郡上級裁判所

@ オルテイッツ 重罪・禁制品 方d -クライテリアに合 控訴部/→審・クイ
• (1989) 売買、所持 致しない ーンズ郡上級裁判所

⑫ リチェッリ 重罪・詐欺罪 耳LZ』 -やむをえない事情 控訴部/一審・オノ

. (1989) はか なし ンダガ郡裁判所

@ ロングウッド 重罪・蛙物所 否 -わなは不正行為で 控訴部/一審・ウェ
. (1986) 持、重窃盗 (一審も はない ストチェスター郡裁

却下) 判所

@ シュレァセル 重罪・強姦 耳仁、1 -裁量の濫用の根拠 控訴部/一審・サ7

. (1984) (一審も なし オーク郡裁判所

却下)

@ ヒルシェ・(1981) 重罪・禁制品 可 -申立ての却下は裁 控訴部/一審・エリ
所持 (一審1;1 量の濫用に当たる 一郡裁判所

却下)

⑫ ベイカー 重罪・ソドミ 可 -公衆の信頼を確保 控訴部/一審・モン

-上訴審(1984) (一審1;1 するため(検察官 ロー郡上級裁判所

却下) が関係者と身近で

あった)

"最高裁(1985) -上訴審の裁量に認 NY州最高裁判所
りはない

北法43(5・129)965



説

〈五〉

判
例
の
分
析
と
本
節
の
ま
と
め

論

判

例

の

概

観

以
下
で
は
〆，、、

一、、〆'

で
紹
介
さ
れ
た
諸
判
例
を
八

0
年
代
の
動
向
と
し
て
ま
と
め
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
第
一
に
、
事

〈四〉

実
審
の
打
切
り
決
定
な
い
し
は
打
切
り
申
立
て
却
下
の
理
由
、
第
二
に
、
上
訴
審
が
事
実
審
の
打
切
り
決
定
を
破
棄
し
た
事
例
(
前
掲
〈
判

例
表
D
〉
参
照
)
の
理
由
に
着
目
し
、
事
実
審
と
の
評
価
の
相
違
点
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一一一

0
・
四

O
条
な
ら
び
に
一
七

0
・
四

O
条
に
言
、
つ
「
正
義
の
増
進
」
原
理
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
お
い
て
別
に
検
討

す
る
。さ
て
、
〈
表
D
〉
中
の
事
実
審
決
定
の
う
ち
で
、
判
文
中
明
確
に
新
基
準
に
従
っ
て
考
察
し
た
も
の
は
十
八
件
(
①
・
②
・
①
・
④
・
⑤
・

③
・
⑨
・
⑮
・
@
・
⑫
・
⑬
・
⑬
・
⑬
・
⑬
・
@
・
@
・
@
・
@
)

あ
る
。
基
準
を
用
い
な
い
ケ
l
ス
の
多
く
は
ク
レ
イ
ト
ン
、

デ

l
ビ
ス

事
件
と
い
っ
た
先
例
を
引
用
し
な
が
ら
、
個
々
の
事
案
に
特
有
の
様
々
な
「
実
質
的
根
拠
」
を
判
断
の
基
礎
に
据
え
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、

新
基
準
に
照
ら
し
て
、
右
の
十
八
の
判
例
が
ど
の
要
因
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
か
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

1

1

各
事
例
の
詳
細
は
、
〈
三
〉
〈
四
〉
、

お
よ
び
判
例
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

各
要
因
に
記
さ
れ
て
い
る
マ

l
ク
は
、
打
切
り
に
対
し
て
積
極
的
に
働
く
場
合
は
+
、
消
極
的
に
働
く
場
合
は
一
、
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
場
合
(
例
え
ば
被
害
者
な
き
犯
罪
に
つ
い
て
、
川
や
川
と
い
っ
た
要
因
の
判
断
を
回
避
す
る
も
の
が
あ
る
)
は

O
、
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
不
明
の
場
合
は
/
、
と
い
う
意
味
を
示
す
。
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刑事訴訟における手続打切り (4) 

〈表1) 判例の新基準の適用状況

(a) 犯罪の重大性

(b) 犯罪によってもたらされた被害の範囲

(c) 公判において有罪証拠が使用可能か否か

(d) 被告人の生い立ち、性格、および環境

(e) 被告人への捜査や逮捕、訴追における法執行官の非常に重大な不正行

為 (misconduct)

(f) 当該犯罪に対して認められる量刑をその被告人に科すことの目的と効

果

(g) 刑事司法制度への公衆の信頼に対する打切りのインパクト

(h) コミュニティーの安全と福祉に対する打切りのインパクト

(i)裁判所が妥当と考える場合であっても、申立てに対する告発者および

被害者の態度

(j) 有罪判決が効果のない目的にしか奉仕しえないということを示す、そ

の他の関係事実(J78)

番半Ij例号 ケース名 要件 (a) (b) (c) (d) (c) (r) (芭)(h) (i) (j) 

D① ヨセフ 一一一 +0+++/+
D① コールマン +++//十++//

D① パチェティ ←一一(ー)一一一一一//

D④ ベーンケ 一一/一/ー/ー//

D① ボイヤー 一審 +//+/十++//

D③ ケリー 上訴審 一一 /0//一///

D@  カマルゴ /-/一//+十/(+)

D⑮ プルックス +--+/+++//  

D⑪ ヴエッチオ ///+/十++//

D⑫ ヤコフや /+/+////+/  

D⑪ インスイグナーズ 一審 ///++十///+
。 上訴審 一一一一一/////

D⑬ ノtレラ +/  十一十++//

D⑮ フォスター 上訴審 //-///-//  

D⑮ デイッグス 上訴審 一一+//一 //  

D⑫ ハワード 上訴審 / 一/一一 //  

D@ オルテイッツ 上訴審 一// - /(一)// / / 

D@ ヒルシュ 上訴審 ///+/////+  

D⑮ ベイカー 上訴審 //////++//  

注(A) インスイグナーズ事件は上告審で支持
(B) ヒルシュ一審は申立て去iJ下

(c) ベイカ一一審は申立て却下
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可否 上審訴

-sJ 

-sJ 

3l4-1 4 

:L4J 4 

-sJ 破棄

百 破棄

-sJ 

-pJ 

ロJ
-sJ 

ロI 破棄

否 (A) 
-sJ 破棄

百 破棄

バl-J二 破棄

百 破棄
1U ζ 破棄

-sJ (B) 

1iJ (C) 



説

ま
ず
、
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
課
題
を
挙
げ
て
お
く
と
、
山
要
因
の
考
慮
の
特
徴
は
何
か
、
間
あ
る
特
定
の
要
因
が
打
切
り
申
立
て
の
決
定

因
子
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
閉
そ
う
し
た
要
因
に
対
す
る
判
断
を
ど
の
よ
う
な
道
筋
で
導
く
か
、

の
三
点
で
あ
る
。

自禽

要
因
の
考
患
の
特
徴

義(1
I 

か
ら
、
事
実
審
は
積
極
的
評
価
の
み
の
要
因
で
打
切
り
を
認
め
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
積
極
判
例
の

十
一
件
の
う
ち
、
消
極
的
評
価
の
要
因
を
持
つ
も
の
は
四
件
あ
る
(
③
・
⑨
-
⑬
・
⑬
)
。
最
高
裁
は
八
三
年
の
ボ
イ
ヤ

1
事
件

(
D
⑤
)

(m) 

上
告
審
で
、
「
川
円
か
ら
川
ま
で
の
要
因
を
全
て
教
理
問
答
的
に
一
不
す
こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と
判
示
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
本

件
控
訴
審
が
一
審
の
打
切
り
決
定
を
破
棄
す
る
に
あ
た
っ
て
示
し
た
二
七

0
・
四

O
条
に
示
さ
れ
る
一
つ
一
つ
の
要
因
を
個
別
的
に
、
か

(
剛
山
)

っ
、
全
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
考
え
方
を
退
け
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
最
高
裁
の
判
示
は
、
「
や
む
を
え
な

い
要
因
、
事
情
、
状
況
」

い
わ
ゆ
る
「
包
括
的
状
況
の
原
理
」

の
判
断
様
式
と
同
様
(
第
二
節
〈
六
〉
参
照
)
、

の
考
慮
が
、
改
正
前
の
、

事
件
全
体
の
特
殊
事
情
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
、
法
は
事
実
審
が
打
切
り
命
令
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
全
要
因
を
考
慮
す
る

』
と
を
要
求
し
な
い
、
と
読
む
こ
と
が
出
来
よ
う
。

裁
量
の
際
の
重
要
要
因

ヮ“他
方
で
、
右
表
を
見
る
と
、
要
因
判
断
の
際
に
重
要
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
積
極
判
例
に
お
い
て
全
く
消
極
的
評
価
を
受
け
て
い
な
い
要

因
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
同
お
よ
び
川
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
」
要
因
と
、
川
の
「
刑
の
目
的
と
効
果
」
要
因
の
二
つ
で
あ
る
。
両
要
因
が
消

極
的
に
解
さ
れ
た
場
合
に
は
、
パ
チ
エ
テ
ィ
事
件

(
D
③
)
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
打
切
り
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

「
イ
ン
パ
ク
ト
」
要
因
と
は
、
政
策
的
な
因
子
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
「
公
益
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
考
慮
す
る
要
因
と

同
様
の
、
あ
る
い
は
「
正
義
の
増
進
」
原
理
の
先
例
と
し
て
重
要
な
デ

l
ピ
ス
判
決

(
A
①
、
第
一
節
〈
一
〉
参
照
)

の
第
二
要
件
「
公
衆

が
誰
も
被
害
を
被
っ
て
い
な
い
こ
と
」
と
い
う
指
針
と
同
様
の
思
考
を
持
つ

(
本
節
〈
一
〉

ニ
参
照
)
。

北法43(5・132)968



「
刑
の
目
的
と
効
果
」
要
因
は
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
も
含
ま
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
公
判
前
の
段
階
に
お
い
て
既
に
「
刑
を
科
す
ほ
ど
、

訴
追
に
値
す
る
ほ
ど
の
事
件
か
ど
う
か
H

刑
罰
に
相
当
す
る
の
か
ど
う
か
」
と
い
っ
た
一
般
予
防
的
な
判
断
が
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
量
刑

判
断
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
だ
が
、
量
刑
以
前
の
刑
罰
相
当
性
の
判
断
を
行
う
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
判
断
が
ど
の
よ
う

に
導
か
れ
る
か
と
言
え
ば
、
判
例
は
必
ず
し
も
明
確
に
は
し
て
い
な
い
が
、
前
節
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ク
ォ
ク
・
ミ
ン
・
シ
ャ
ン
事
件
が
採

用
し
た
「
被
告
人
の
利
益
と
公
益
と
の
利
益
衡
量
」
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

C
C
P
下
で
の
分
析
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
、
両
要
因
は
刑
事
政
策
的
色
彩
を
強
く
帯
ぴ
て
い
る
。
そ
う
す

る
と
、
立
法
が
詳
細
な
基
準
を
用
意
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
審
の
裁
量
は
、
他
の
要
因
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
「
正

刑事訴訟における手続打切り (4) 

義
の
増
進
」
「
正
義
の
利
益
」
を
、
測
定
困
難
な
「
公
益
」
な
い
し
は
「
公
益
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
価
値
に
従
っ
て
判
断
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
同
・
川
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
要
因
」
(
政
策
的
要
件
)
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
位
置
し
て
い
る
同
か

ら
川
ま
で
の
事
実
に
関
す
る
各
要
因
(
事
実
的
要
件
)
に
対
す
る
考
慮
と
は
異
質
の
因
子
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ぞ
う
す
る

と
、
こ
の
事
実
的
要
件
が
各
裁
判
所
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
「
イ
ン
パ
ク
ト
要
因
」
「
刑
の
目
的
・
効
果
要
因
」
の
判
断
に
組
み
込
ま
れ
、

さ
ら
に
は
打
切
り
判
断
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
て
こ
よ
う
。

内
〈
叫

裁
量
の
際
の
要
因
判
断
の
構
成

さ
て
、
裁
判
所
が
打
切
り
へ
の
裁
量
を
判
断
す
る
際
に
は
一
二
つ
の
思
考
過
程
を
経
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
事
実

的
要
件
が
積
極
的
に
機
能
し
た
結
果
、
政
策
的
要
件
に
働
き
か
け
る
場
合
【
間
接
的
・
個
別
的
構
成
】

で
あ
り
、
第
二
は
、
事
実
的
要
件
は

十
分
で
は
な
い
に
せ
よ
、
事
件
の
全
状
況
か
ら
判
断
し
て
政
策
的
要
件
自
体
で
考
慮
す
る
場
合
【
包
括
的
構
成
】

で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
と

し
て
、
事
実
的
要
件
が
直
ち
に
被
告
人
の
憲
法
上
の
権
利
侵
害
を
招
く
た
め
、
訴
追
の
打
切
り
を
行
う
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ

る
場
合
【
直
接
的
構
成
】
が
あ
ろ
う
。

北法43(5・133)969



説

の
一
審
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
要
因
川
に
つ
き
重
罪
の

(
則
)

処
罰
は
不
当
で
あ
っ
て
軽
罪
で
の
処
罰
を
適
当
と
す
る
と
い
う
事
情
か
ら
重
罪
打
切
り
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
事
件

(
問
)

(
D
⑪
)
の
一
審
も
同
様
に
、
要
因
川
に
つ
い
て
「
留
置
に
耐
え
ら
れ
な
い
」
被
告
人
の
特
殊
事
情
を
指
摘
し
て
打
切
り
を
認
め
て
い
た
。

第
二
の
事
実
的
要
件
に
依
拠
し
な
い
包
括
的
構
成
を
採
っ
た
事
例
と
し
て
例
え
ば
、

第
一
の
間
接
的
、
個
別
的
構
成
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
、

バ
レ
ラ
事
件

(
D
⑬
)

吾ふ
員同

エ
イ
ズ
に
よ
っ
て
被
告
人
の
死
が
間
近
で
あ
る
こ
と

か
ら
打
切
り
を
認
め
た
カ
マ
ル
ゴ
事
件

(
D
①
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
裁
判
所
は
、
被
告
人
に
前
科
も
あ
り
証
拠
に
つ
い
て
も
問
題
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
人
が
病
室
以
外
に
残
り
の
人
生
を
過
ご
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
点
を
考
慮
に
い
れ
、
「
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
不
存
在
を
明

(
悶
)

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
ヴ
エ
ッ
チ
オ
事
件

(
D
⑪
)
や
ヤ
コ
プ
事
件

(
D
⑫
)
に
お
い
て
も
、
包
括
的
な
事
情
を
考
慮
し
た
打
切
り
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
第
一
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
政
策
の
法
理
」
に
基
く
打
切
り
と
言
え
よ
う
。

第
三
の
直
接
的
構
成
を
採
る
も
の
と
し
て
は
、
デ
ラ
ニ

l
事
件

(
D
⑬
)
の
よ
う
に
検
察
官
の
約
束
の
不
履
行
が
実
質
的
な
不
正
を
構
成

す
る
事
案
が
あ
る
。
こ
の
構
成
が
、
手
続
打
切
り
に
よ
る
「
救
済
の
法
理
」

の
名
を
冠
す
る
に
も
っ
と
も
相
応
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
検
察

官
が
約
束
を
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
を
打
切
り
の
申
立
て
の
根
拠
と
し
て
認
め
た
デ
ラ
ニ

l
事
件
一
審
で
は
、
裁
判
所
は
「
要
因
」

の
範
時

に
つ
き
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、
要
因
同
の

(
山
間
)

事
案
で
あ
り
、
包
括
的
考
慮
の
形
式
を
採
り
つ
つ
も
直
接
的
構
成
の
論
理
に
立
っ
た
と
解
し
て
よ
い
。

「
刑
事
司
法
制
度
へ
の
信
頼
」
を
積
極
的
に
保
証
す
る
目
的
か
ら
訴
追
を
打
ち
切
っ
た

こ
の
よ
う
な
打
切
り
事
由
(
基
準
因
子
)

を
ど
の
よ
う
な
手
順
に
よ
っ
て
評
価
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
事
例
に
よ
る

差
異
と
裁
判
官
の
価
値
判
断
の
影
響
が
か
な
り
大
き
い
た
め
、
規
則
性
、
法
則
性
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
特
に
上
訴
審
と
判
断
を
異

に
し
た
事
案
を
見
る
と
、
こ
の
こ
と
は
よ
り
一
層
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
は
言
っ
て
も
、
様
々
な
基
準
を
立
法
が
整
備
し
た
結
果
、

第
一
の
間
接
的
構
成
や
第
二
の
包
括
的
構
成
に
お
い
て
は
公
益
的
見
地
が
有
力
な
基
準
と
さ
れ
、
政
策
的
な
打
切
り
を
可
能
に
し
て
い
る
と

指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

北j去43(5・134)970



刑事訴訟における手続打切り (4) 

「一〈表n>70年代判例におけるクレイトン基準
a)犯罪の性質

b)有罪の立証のため利用可能な証拠

c )被告人の前歴

d)既に被告人によって服された刑罰

e) さらに刑を科すことの目的と効果

f)時間の経過によって被告人に生じた不利益

g)打ち切った場合の公益へのインパクト

番判例号IソL ー 〈司 右b (a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) 可
否

B② シャーニス /++++++ 可
B④ スティーブンス ///十十++ 可
B@ デイボノ //+++// jjJ 

B@ ファッグ /////+/ 可
B① チュルパ /+///// 可
B⑮ テギンス +/+/+/+ IlJ 
B⑪ ジェームズ 十一++ + 0十 JJJ 
B⑫ シヱテルン //////ー 否

B⑪ イザーク 一一 0///一 ~ 
C④ ノfーゲス /一+/+/+ 五I

C① ラスドン //0/ー// Ej 

C⑪ スクリンスキー +/+/+/+ ロJ
C⑬ ベルコダ(一審) /十+++/+ -~J 

ク (上訴審) 一一////一 万ι」二

対応する新基準の要件 (a) (c) (d) (f) (g) (h) 

北法43(5・135)971

表中のマークは、積極

的に働いた要件は+、

消極的な場合は一、ど

ちらとも言えない場合

はO、不明の場合は/

を意味する。

罪 1重 特殊事情

故殺

強盗 審判の遅延

麻薬所持

つ 検事の不出頭

窃盗 証拠の紛失

干渉罪

売春 不公平

窃盗

売春の相手

強盗、窃盗 被告の精神障害

麻薬売買 被告の神経錯乱

武器所持他 検察官不出頭

麻薬売買 捜査官への訴追

ー審破棄



説

七
九
年
改
正
前
と
の
比
較

l
1
新
基
準
の
影
響

続
い
て
、
第
三
節
で
分
析
さ
れ
た
七

0
年
代
の
ク
レ
イ
ト
ン
以
降
の
判
例
の
う
ち
、

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
よ
っ
て
判
断
を
下
し
た
も
の
を

論

集
め
た
表
を
再
掲
載
し
、
〈
表

I
〉
と
比
べ
て
み
た
い
。

-
表
と

E
表
と
の
比
較
か
ら
、
両
基
準
に
共
通
す
る
積
極
評
価
の
要
因
を
取
り
上
げ
る
と
、
刑
の
目
的
と
効
果
の
有
無
を
判
断
す
る
「
目

的
効
果
要
因
」
(
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
の
刷
、
新
基
準
の
川
)
と
い
っ
た
特
別
予
防
的
な
因
子
と
、
「
イ
ン
パ
ク
ト
要
因
」
(
ク
レ
イ
ト
ン
基
準

の
岡
、
新
基
準
の
同
川
)
と
い
っ
た
一
般
予
防
的
な
因
子
と
が
抽
出
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
全
事
例
中
、
両
因
子
を
消
極
的
に
評
価
し
た

ケ

1
ス
で
打
切
り
を
認
め
た
も
の
は
全
く
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
完
全
な
一
致
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
よ
る
七

0
年
代
で
あ
れ
、
新
基

準
に
よ
る
八

0
年
代
で
あ
れ
、
打
切
り
へ
の
要
因
考
慮
に
お
い
て
は
「
政
策
的
要
件
」
で
あ
る
右
両
国
子
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

(
表
町
参
照
)
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
「
正
義
の
増
進
」
原
理
を
め
ぐ
る
裁
量
の
行
使
に
お
い
て
は
、
新
基
準
の
制
定
後
に
も
中
心
的
な
要
因
考
慮
の
枠
組
み

に
は
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
先
に
示
し
た
と
お
り
、
「
公
益
的
」
見
地
と
、
被
告
人
の
有
す
る
特
殊
事
情
と
を

I
l
l
i
-
-
-
-ー

l
i
l
i
-
-
1
S
I
l
l
i
-
-
l
I
l
l
1
1
1
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
1
1
1
|
|
(
郎
)

併
せ
た
、
総
合
的
な
判
断
様
式
(
包
括
的
状
況
テ
ス
ト
)
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ク
レ
イ
ト
ン
基
準
に
な
か
っ
た
が
新
基
準
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
諸
要
因
川
、
刷
、
川
、

ωの
働
き
に
つ
い
て
見
た

場
合
で
も
、
表
に
見
ら
れ
る
か
ぎ
り
で
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
要
因
考

ま
た
こ
の
こ
と
は
、

慮
の
決
定
因
子
と
し
て
強
く
働
く
こ
と
が
な
い
と
言
う
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
〈
表
町
〉
を
見
て
み
る
と
、
打
切
り

を
認
め
た
判
断
に
つ
い
て
は
全
て
こ
れ
ら
新
要
因
を
積
極
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に

ω要
因
は
「
有
罪
判
決
が
効
果
の
な
い

目
的
に
し
か
奉
仕
し
え
な
い
こ
と
を
示
す
、
そ
の
他
の
関
係
事
実
」
と
い
う
落
ち
穂
広
い
的
な
概
括
的
要
因
で
あ
る
た
め
に
、
積
極
評
価
は

す
べ
て
打
切
り
方
向
に
プ
ラ
ス
に
働
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

北法43(5・136)972



刑事訴訟における手続打切り (4) 

(表m)「一-¥衣凪J

「目的効果要因Jrインパクト要因」の判断と結果の相関表

-要件への評価=r積極Jr消極」 -打切りの結果はOxで表す。

積極評価 要件と時代区分 消極評価

00000000 目的効果要因 (Pre-1979) × 

0000000 イシ (1980-) xxx 
0000000 インパクト要因 (Pre-1979) xxx 
00000000 イシ (1980-) xxxxxx 

(表Y)戸一一一-¥ヨ';:lVI 

新基準で新たに設けられた要因の判断と結果(打切り=0、却下=x)との相関表

積極評価 新要件(1980-) 消極評価。。 (b)犯罪によってもたらされた OOOxxxx 
被害の範囲

O (e)法執行官の重大な不正行為 Ox 
O (i)告発人、被害者の態度

0000 (j)その他の関係事情

〈表V)1ヨ耳 VI
事実審の判断 上訴審の判断 最高裁の判断

D① ボイヤー 新基準に従い打切 基準の全要因考慮 全要因考慮は必要

(1983) りを認める を求め、破棄 ではない、一審裁

量に濫用なし

(打切り可否)0 × O 

D⑮ ベイカー 打切り申立て却下 公衆の信頼を促進 控訴部の判決は妥

(1985) するためナT切る。 当
却下決定は軽率

イシ )x O O 
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説

他
方
、
川
「
犯
罪
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
被
害
の
範
囲
」
と
い
う
要
因
は
、
性
質
上
、
消
極
評
価
の
多
く
は
打
切
り
判
断
に
マ
イ
ナ
ス

に
働
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
先
の
要
因
判
断
の
構
成
か
ら
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
裁
判
所
が
包
括
的
判
断
を
下
す
傾
向
に

吾j‘-a岡

た
と
え
ば
、

D
①
ヨ
セ
フ
事
件
、

D
⑤
カ
マ
ル
ゴ
事
件
の
よ
う
に
)
打

あ
る
た
め
、
「
被
害
軽
微
」
と
評
価
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も

切
り
が
実
現
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
新
基
準
の
制
定
が
要
因
判
断
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
よ
り
一
層
広
げ
た
結
果
、
打
切
り
方
向
へ
取
り
込
む
因
子
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
る
と
評
価
で
き
る
一
方
で
、
表
面
か
ら
学
ば
れ
た
よ
う
に
、
判
例
の
基
本
的
な
判
断
の
枠
組
み
自
体
は
、
「
公
益
」
を
基
礎
に
し
た
二

つ
の
政
策
的
な
要
因
考
慮
を
維
持
し
て
い
る
と
一
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
の

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
「
正
義
の
増
進
」
原
理
が
持
つ
方

向
性
は
、
デ

l
ピ
ス
事
件
以
来
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
揺
れ
動
き
を
示
し
て
い
な
い
、

と
の
総
括
を
示
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

上
訴
審
の
審
査
に
対
す
る
「
審
査
」

八

0
年
代
の
こ
う
し
た
判
例
の
動
向
に
つ
き
、
第
三
に
考
察
す
べ
き
は
七
九
年
改
正
の
立
法
趣
旨
に
含
ま
れ
て
い
た
「
事
実
審
の
裁
量
に

対
す
る
上
訴
審
の
審
査
」
に
対
す
る
審
査
の
問
題
で
あ
る
。
〈
判
例
表
D
〉
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
七
九
年
改
正
以
降
、
軽
罪
・
重
罪
あ

わ
せ
て
十
七
件
の
上
訴
事
例
の
う
ち
で
、
打
切
り
決
定
を
破
棄
さ
れ
た
も
の
が
十
二
件
、
打
切
り
決
定
を
支
持
さ
れ
た
も
の
が
二
件
、
打
切

り
却
下
が
支
持
さ
れ
た
も
の
が
二
件
、
そ
し
て
、
打
切
り
却
下
決
定
に
対
し
て
、
逆
転
判
決
に
よ
っ
て
申
立
て
を
認
め
た
も
の
が
一
件
(
ベ

イ
カ

l
事
件

(
D
⑮
)
)
存
す
る
。

こ
う
し
た
上
訴
審
の
審
査
が
過
半
数
に
わ
た
っ
て
制
限
的
に
働
い
た
こ
と
は
、
立
法
の
意
図
し
た
「
正
義
の
増
進
」
原
理
に
基
づ
く
訴
追

の
打
切
り
を
限
定
的
に
解
す
る
見
方
が
、

か
な
り
控
訴
部
に
行
き
渡
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
(
本
節
〈
一
〉
三
参
照
)
。

で
は
、
デ

1
ピ
ス
判
決
ゃ
、

ク
レ
イ
ト
ン
判
決
が
示
し
て
い
た
、
事
実
審
裁
判
所
が
「
そ
う
し
な
け
れ
ば
正
義
の
原
理
に
反
す
る
と
思
わ

北法43(5・138)974



れ
る
よ
う
な
場
合
」
に
訴
追
を
打
ち
切
る
と
す
る
、
弾
力
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
司
法
裁
量
の
発
動
は
、
七
九
年
改
正
で
全
く
封
じ
込
め
ら

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
各
上
訴
審
に
よ
る
審
査
の
詳
細
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
〈
表

I
〉
に
見
る
よ
う
に
要
因
判
断

を
行
う
事
実
審
と
上
訴
審
で
全
く
評
価
が
異
な
っ
た
事
例
が
存
す
る
こ
と

例
え
ば
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
事
件

(
D
⑪
)
)
と
、
少
な
い
数

で
は
あ
る
が
、
事
実
審
に
よ
る
打
切
り
申
立
て
の
却
下
決
定
を
上
訴
審
が
覆
し
て
差
戻
し
を
し
た
事
例
(
逆
転
決
定
事
例
)

が
存
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
イ
ン
ス
ィ
グ
ナ

l
ズ
事
件
は
、
事
実
審
で
は
基
準
の
う
ち
の
い
く
つ
か
の
要
因
に
積
極
的
評
価
を
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

(
附
)

上
訴
審
は
そ
れ
ら
の
殆
ど
を
支
持
し
て
い
な
い
(
た
だ
し
評
価
不
明
の
も
の
も
あ
る
)
し
、
パ
レ
ラ
事
件

(
D
⑬
)
の
上
訴
審
も
、
事
実
審

(

閉

山

)

の
要
因
考
庫
に
対
し
て
「
や
む
を
え
な
い
要
因
、
事
情
、
情
況
」
の
程
度
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
と
し
て
破
棄
判
決
を
下
し
て
い
た
。
逆
に
、

ヒ
ル
シ
ュ
事
件

(
D
⑫
)
の
よ
う
に
、
事
実
審
の
判
断
に
裁
量
の
濫
用
が
存
す
る
こ
と
を
理
由
に
破
棄
自
判
(
打
切
り
)
し
た
事
例
も
あ
る
。

で
は
、
打
切
り
判
断
を
め
ぐ
る
上
訴
審
に
よ
る
審
査
が
な
さ
れ
た
後
に
、
更
に
当
該
審
査
の
妥
当
性
を
争
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。

刑事訴訟における手続打切り (4) 

そ
れ
が
、
最
高
裁
判
所
へ
の
上
告
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

八
三
年
に
上
訴
審
の
破
棄
判
決
を
覆
し
て
、
事
実
審
の
打
切
り
命
令
を
認

と
八
五
年
に
事
実
審
の
却
下
決
定
を
覆
し
て
打
切
り
を
認
め
た
上
訴
審
(
の
逆
転
決
定
)

め
た
ボ
イ
ヤ

l
事
件

(
D
⑤
)

を
支
持
し
た
ベ
イ

を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
二
判
例
は
、
上
訴
審
の
消
極
判
断
、
積
極
判
断
を
対
象
と
し
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
共
に
最
終
的
に
打
切
り
を
確
定
さ
せ
た
点
で
注
目
さ
れ
る

カ

l
事
件

(
D
⑮
)

表

V
参
照
)
。

ボ
イ
ヤ

l
事
件
は
児
童
扶
養
義
務
慨
怠
罪
に
関
す
る
事
件
で
あ
っ
た
が
、
事
実
審
の
要
因
考
慮
に
つ
い
て
は
上
訴
審
も
認
め
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
「
明
ら
か
に
理
由
を
示
し
て
い
る
」
。
し
か
し
上
訴
審
は
、
打
切
り
に
必
要
の
程
度
に
つ
い
て
「
〔
先
例
〕
ク
レ
イ
ト
ン
の
基
準
に

(
郎
)

言
う
」
ほ
ど
に
至
っ
て
い
な
い
と
解
し
、
ま
た
全
要
因
の
考
慮
を
必
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
高
裁
は
、
全
要
因
は
必
要
で
は

(

問

問

)

な
く
、
事
実
審
の
裁
量
に
濫
用
は
な
い
と
判
断
し
た
。
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説

ベ
イ
カ

l
事
件
は
ソ
ド
ミ

l
罪
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
が
、
事
実
審
に
お
け
る
打
切
り
却
下
決
定
を
妥
当
で
な
い
と
す
る
上
訴
審
は
、
実

自省

質
的
な
不
利
益
の
発
生
を
要
請
せ
ず
、
た
だ
司
法
制
度
に
対
す
る
公
衆
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
訴
追
の
打
切
り
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

(

則

)

(

則

)

の
判
断
を
示
し
て
、
こ
れ
を
最
高
裁
が
支
持
し
た
事
案
で
あ
る
。

き
て
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
上
訴
規
定
に
よ
れ
ば
、
上
級
裁
判
所
(
事
実
審
)
の
打
切
り
命
令
、
も
し
く
は
打
切
り
却
下
命
令
に
対
し
て

四
五

0
・
二

O
条
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
上
級
裁
判
所
控
訴
部
(
中
間
上
訴
裁
判
所
)
に
上
訴
す
る
こ

不
服
の
あ
る
も
の
は
、

と
が
出
来
る
。

-
4
*訴
追
側
は
、
次
に
定
め
る
刑
事
裁
判
所
の
刑
の
言
渡
し
、
ま
た
は
命
令
に
対
し
、
中
間
上
訴
裁
判
所
に
上
訴
す
る
権
利
を
有
す
る
。

①

一

七

0
・
三

0
・
五

O
条
、
又
は
一
一
一

0
・
二

O
条
に
記
録
さ
れ
た
、
正
式
起
訴
状
ま
た
は
そ
の
中
の
訴
因
を
打
ち
切
る
命
令

以
下
略
。

ま
た
、
中
間
上
訴
裁
判
所
の
決
定
・
命
令
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
へ
の
上
訴
は
、

四
五

0
・
九

O
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

l
l
*
*
刑
事
裁
判
所
の
有
罪
判
決
、
刑
ま
た
は
命
令
を
破
棄
ま
た
は
修
正
す
る
中
間
上
訴
裁
判
所
の
命
令
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
へ
の
上
訴
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
か
ぎ
り
申
し
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

同
中
間
上
訴
裁
判
所
の
命
令
が
、
明
文
に
よ
り
、
法
律
問
題
に
関
し
て
の
み
破
棄
ま
た
は
修
正
を
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
時
。

川
中
間
上
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
ま
た
は
命
じ
ら
れ
た
、
四
七

0
・一

O
条
に
言
う
是
正
措
置
(
円
R
Z
E
2
R
t
g
・
日
本

法
の
自
判
に
当
た
る
)
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
上
訴
を
申
し
立
て
る
時
。

ボ
イ
ヤ

l
事
件
で
の
上
訴
審
の
命
令
が
「
破
棄
、
差
戻
し
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
上
告
理
由
は
何
に
該
当
し
、
ベ
イ
カ

l
事
件
の
上
訴
審

は
「
破
棄
、
申
立
て
承
認
」
と
い
う
是
正
措
置
で
あ
っ
た
た
め
、
検
察
側
の
上
告
理
由
は
川
に
該
当
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
上
告
事
件
に
対
し
て
最
高
裁
判
所
が
破
棄
ま
た
は
修
正
す
べ
き
場
合
は
、
四
七

0
・
四

O
条
に
定
め
る
よ
う
に
、
中

間
上
訴
裁
判
所
の
採
る
こ
と
の
出
来
る
、

ま
た
は
採
る
べ
き
で
あ
っ
た
措
置
を
採
る
こ
と
に
な
る
。
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ー
*
*
*
②
最
高
裁
判
所
は
、
中
間
上
訴
裁
判
所
が
誤
っ
て
上
訴
当
事
者
に
有
利
に
法
律
問
題
を
判
断
し
た
と
の
理
由
に
よ
り
、
刑
事
裁
判
所
の

有
罪
判
決
、
刑
ま
た
は
命
令
を
破
棄
ま
た
は
修
正
し
た
中
間
上
訴
裁
判
所
の
命
令
を
破
棄
す
る
時
は
、
次
の
是
正
措
置
を
採
ら
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

同
最
初
の
刑
事
裁
判
所
の
有
罪
判
決
、
刑
ま
た
は
命
令
の
起
訴
と
な
っ
た
事
実
を
立
証
さ
れ
た
も
の
と
中
間
上
訴
裁
判
所
が
審
査
、
判
断

し
た
場
合
に
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
最
初
の
刑
事
裁
判
所
の
有
罪
判
決
、
刑
ま
た
は
命
令
を
復
活
さ
せ
て
支
持
し
、
訴
訟
ま
た
は
手
続
を

完
成
さ
せ
る
た
め
に
更
に
手
続
が
必
要
な
時
は
、
事
件
を
当
該
一
審
裁
判
所
に
差
し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

州
最
初
の
刑
事
裁
判
所
の
有
罪
判
決
、
刑
ま
た
は
命
令
の
起
訴
と
な
っ
た
事
実
が
、
中
間
上
訴
裁
判
所
に
よ
り
審
査
、
判
断
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
は
審
査
さ
れ
て
い
な
い
と
見
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
事
実
の
判
断
の
た
め
に
事
件
を
中
間
上
訴
裁
判
所
に
差

し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、

ベ
イ
カ

l
事
件
で
は
、
単
に
最
高
裁
は
州
側
の
上
告
を
棄
却
し
て
打
切
り
を
確
定
さ
せ
た
が
、
ボ
イ
ヤ

l
事
件
で
は
、
被

告
人
側
の
上
告
を
受
け
、
右
四
七

0
・
四

O
条
②
川
に
よ
っ
て
、
控
訴
部
へ
の
破
棄
・
差
戻
し
を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
ボ
イ
ヤ

l
事
件
の
控
訴
審
判
決
は
、
単
に
事
実
審
の
打
切
り
決
定
が
全
要
因
の
考
慮
を
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
も
の
で

刑事訴訟における手続打切り (4)

あ
っ
て
、
最
高
裁
は
、
事
実
審
の
裁
量
に
つ
い
て
上
訴
審
の
十
分
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
ヤ

l
最

高
裁
決
定
は
以
下
の
よ
う
に
一
言
う
。

「
上
訴
を
担
当
し
た
オ
ノ
ン
ダ
ガ
郡
裁
判
所
(
本
件
中
間
上
訴
裁
判
所
)
は
、
事
実
審
裁
判
所
(
シ
ラ
キ
ュ

i
ス
市
裁
判
所
)
が
根
拠
と
し
た

事
実
を
審
査
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
な
く
、
児
童
扶
養
義
務
慨
怠
罪
の
訴
追
を
正
義
の
利
益
の
た
め
に
打
ち
切
る
と
い
う
事
実
審

の
命
令
を
破
棄
し
た
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
審
査
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
間
上
訴
裁
判
所
の
破
棄
命
令
は
破

{
閉
山
〉

棄
さ
れ
、
事
実
に
関
し
て
中
間
上
訴
裁
判
所
へ
差
し
戻
さ
れ
る
。
」

北法43(5・141)977

こ
の
よ
う
に
し
て
、
通
常
の
上
訴
手
続
を
用
い
つ
つ
、
正
義
の
増
進
の
た
め
の
打
切
り
に
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審
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審
査
に
対
す
る
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審
査
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も

ま
た
最
高
裁
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
是
正
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
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